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　　　序幕







　純白の羽が薫くん風ぷうに舞まいながら漂ただよっていた。

　ふわりふわりと浮かんでは落ち、落ちては浮かびを繰くり返す。風に乗ってくるりと一回転をする様は、あたかもダンスをしているよう。

　羽はどこからやってきたのか、木々の上を、ビルの谷間を、人々の暮らしのあいだを縫ぬうようにみつめながら飛んでいた。

　希望、絶望、不安、恋れん慕ぼ、嫉しつ妬と……同時に様々な感情を内包しながら人は日々を送る。

　幸運と不運を交こう互ごに繰り返しながら時を刻む。

　複雑な内面を持ちながら、単純な時間運動。真まっ直すぐに進む時間の先へ向けて、人は脇わき目めも振ふらずに走っている。

　だから、ふわふわ漂っている羽は見えない。誰だれにも気付かれない。

　羽は行き場を求めていた。誰かに存在を気付いてもらうために。

　気付いてもらわないと、そこに存在していても存在していないことと同じだから。

　それ故ゆえに。気付いてくれるものを求め、探し、それは漂ただよっていた。

　ふわり、ふわり。羽は飛ぶ。

　ふわり、ふわり。誰だれかを探して。

　そして。

「あれ……？」

　それに気付いたのは、ごくありふれた住宅街を歩いている少々風変わりな少年だった。

　学生服はきっちりかっちり学校指定通り、靴くつの踵かかとは一度も踏ふまれたことがなく、今時珍めずらしい真っ黒な髪かみはまさに烏からすの濡ぬれ羽ば色いろ。外見は、典型的な型にはまった優等生に見えた。まるで、その出自を隠かくそうとするかのように。

　少年は住宅街を漂う純白の羽を怪け訝げんな面おも持もちでみつめた。

「羽？」

　その羽は、少年の手のひらほどの長さがあった。わずかに風はあるとはいえ、そよと吹ふく程度では頰ほおを撫なでるくらいのもの。目の前に見える羽を浮かせるほどの風力とは思えない。

　あたかも羽が意志を持って飛んでいるかのよう。

「すごい、真っ白だ」

　羽が一枚飛んでいるということよりも、その羽の白さに感心しつつ少年は羽を凝ぎよう視しした。

　瞬しゆん間かん、羽が震ふるえたように感じた。

「え？　嬉うれしい？」

　見た目を普ふ通つうに装よそおっても、少年の本質を誤ご魔ま化かすことはできない。

　少年は羽から発せられる歓かん喜きの感情を確かに感じ取り、目を丸くした。

　それから少年は手を伸のばすと、羽のダンスにあわせて手のひらを差し出した。落下する羽を受け止めようと。けれど羽は皮ひ膚ふに触ふれようとするその瞬間に身を翻ひるがえして浮かび上がると、逃にげるように指の先に飛んでいってしまった。

　少年は半歩足を踏み出し、慎しん重ちように手のひらを羽の落下予測地点に差し出した。

　ふわり。羽は一回転をすると、少年の手から逃げ出した。

「嬉しいのか、嫌いやなのか、どっちなんだよ」

　少年は呆あきれた声を出すと、もう一度、手のひらを差し出す。羽はいやいやをするように手のひらの上で一回転してから、指の先へ逃げてしまった。少年は手を下ろすと、わずかに思案した。

　よし、とうなずくと、手を伸ばす。人差し指と中指の二本の指を伸ばした。ふわりと浮かぶ羽を狙ねらって、息を詰つめる。そして。

「てやっ」

　振ふり下ろした指と指の間に、見事に羽が挟はさまれていた。

「なんの生き物の羽だろう」

　少年は羽を持ち上げ、じっくりと観察をした。中心の軸じくから艶つや々つやとした毛が生え、根元のほうにはふわふわとした綿毛もある。この羽の持ち主である生物を想像しようとした。

「白くて、ふわふわしてて……」

　少年の脳裏に、白くてふわふわした生物が思い浮かぶ。

　その瞬しゆん間かん、ぽんっと指のあいだにいた羽が膨ぼう張ちようした。羽はくるりと空中で一回転をすると、次の瞬間には少年の手のひらの上に別の物体として存在していた。

　白くて、ふわふわとした、

「……ネズミ……？」

　それは白い毛を全身に生やした球状の物体だった。すっぽりと手のひらの上に乗った大きさはソフトボールよりも大きく、ハンドボールよりも小さい。見ようによっては大きめのネズミか小さめのウサギが身体からだを丸めているように見えないこともない。

「ハムスター……にしては大きいか。モルモットかな」

　羽が変身するという世にも希まれな現象を目まの当あたりにしつつも、少年はさして動じることなく、毛玉の正体を考えていた。一度ネズミに見えてしまうと、ネズミ以外の何物にも見えない。

「自分から教えてくれたら早いのに」

　思うが早いか、

「ちょっと待てや、こら」

　毛玉の一部がぱっくりと割れて、そこに口らしきものが出現し、あろうことか言葉を発した。

「あ、喋しやべった」

「喋った、やないで、ほんま」

　ネズミらしき球状の物体は、呆あきれた声をあげた。

「てことは、ネズミじゃないのかな」

「そうやなくて」

「あれ、じゃあ、やっぱりネズミ？」

「違ちがうっちゅうねん！」

　手のひらの上で白い毛玉はぷよぷよと身体をくねらせた。真っ白な毛が揺ゆれ、真っ黒なつぶらな瞳ひとみが出現した。ネズミらしき物体は、さらに限りなくネズミのような物体になった。

「だいたい、白くてふわふわ、がなんでこんな姿になるんや」

「だって、白くてふわふわだろ？」

　違う違う、と白い毛玉は身をよじる。

「羽！　羽はどうしたんや！　兄ちゃんが捕つかまえたんは、羽やろうが！」

「えーと……」

　少年は白い毛玉の背中らしき箇か所しよを覗のぞき込んだ。

「あるじゃないか」

　指をさす。

「お？」

　白い毛玉がぶるぶるっと身体からだを揺ゆらすと、そこに羽が現れた。

「お、お、お、おー？」

　ぱたぱたと羽を打つと、ふわりと白い毛玉は浮遊した。

「すごいなー」

「すごい、ちゃう！」

「なんだよ、何が不満なんだよ。白いし、ふわふわしてるし、羽だってあるじゃないか」

「これじゃあ、まるきり地球外生命体やないか」

　怒おこっていた白い毛玉は、とうとう泣き出してしまった。

「ええと……違ちがうの？」

「ちゃうわー！」

　毛玉は思い切り否定した。

「兄ちゃんこそ、何者なんや。おいらにこんな姿を与あたえるなんて……あーっ！　もしかして、兄ちゃん……『あそこ』と縁えんの……」

　毛玉が意味ありげに言う「あそこ」という場所に、少年は心当たりがあった。毛玉が地球外生命体でなく、羽が喋しやべる毛玉に変身する事態を考えると、おそらくは毛玉の言う〝あそこ〟と少年の考える場所は一いつ致ちすると思われた。

「うん、まあ、たぶん」

　あやふやに肯こう定ていすると、毛玉はあちゃーと毛だらけの顔で渋じゆう面めんをつくった。

「やっぱりかー。なんやー、せっかく苦労してここまで飛んできたっちゅうのに、よりにもよって眷けん族ぞくに拾われてまうなんて」

「駄だ目めなの？　ていうか、眷族って、なに？」

「駄目っちゅうか、なんちゅうか……眷族っちゅーのはなぁ……」

　毛玉はちらりと少年を上うわ目め遣づかいでみつめた。

「そういや、兄ちゃんはどうして〝地上〟におるんや？　おいらたちは『使命』がないと、『地上』には降りてこられんはずやろ？」

「しめい？」

　なんのことだろうと少年は首を傾かしげた。その様に毛玉は「おや」と黒い目をくるりと回した。

「兄ちゃんは、『あそこ』の住人とちゃうんか？」

「君のいう住人っていうのは、僕のお母さ……母のことだと思うよ」

　少年の母は、不思議な人だった。そして、その不思議さゆえに、今はもういない。

「お、お、お、お？」

　毛玉は羽をぱたぱたと動かし、激しく上下した。

「なんや、なんや！　もしかして、兄ちゃんはミックスか！」

「……雑種？」

　ふと、隣りん家かが飼かい出した犬の姿が少年の脳裏に浮かんだ。白地に茶色の斑まだらがあってやや胴長、独特の顔をした犬。柴しば犬いぬとかコーギーとか、血統書のついた犬種にはとうてい見えないけれど、世界は広い、自分が知らないだけかもしれない。「犬種は？」と聞いてみた。返ってきた答えが「ミックス」だった。では、自分はなにとなにのミックスなんだろうか。

　毛玉はふわふわと浮かんだり落ちたりしながら、少年に近寄ってきた。と、口と目のあいだの毛がはらりと割れて鼻らしきものが出てきた。くんくんと少年の身体からだの匂においを嗅かぐ。

「臭におう？　ちゃんと風ふ呂ろには入ってるけど……」

「うん、兄ちゃんの身体からは地上人の匂いがする。やっぱりミックスやな。けど……」

　毛玉はぱたぱたと羽を懸けん命めいに動かして、少年の目の位置まで浮遊した。

「やっぱり、『あっち』の匂いもする……」

　あそことか、あっちとか、意味不明で意味深な指示語に少年は首を傾かしげた。

「まあ、ええか」

　毛玉はふるふるっと身体を震ふるわせた。

「兄ちゃんに地上人の血ぃが混ざってるんやったら、おいらの使命も果たせるかもしれへん」

「はあ」

　とりあえず少年はうなずいた。

「で？　兄ちゃんの名前は？」

「古こ神か子ご。古神子優ゆう哉やだよ」

「古神子っちゅうのがファミリーネームやな。つまり、兄ちゃんの名前は優哉……ユーヤか。よし、分かった。ほな、行こかユーヤ」

「行くって、どこへ？」

「決まっとるやろ。ユーヤの行くところや」

「ああ」

　優哉は毛玉と一いつ緒しよに通学路を歩きはじめた。すると隣となりを浮遊していた毛玉が、

「念のため確かく認にんしとくんやけど、ユーヤの母ちゃんって……？」

　と、問うてきた。

「ああ」

　優哉は微ほほ笑えんだ。母のことを思い出すと、自然と温かい安らいだ気持ちになる。

　そして、最後に目にした母の姿を。母の、本当の姿。

　その背に白い羽を持ち、天に向かって消えていった、母の姿。

「空の使い人だよ！」

　そして、学校に向かって優哉はダッシュした。
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　日付が変わって、すでに数時間が経過していた。

　街は闇やみに覆おおい尽つくされ、自ら光を放つもの以外は身を潜ひそめる時間。

　一人の女性が暗い顔で神かん呪のう屋やの前に立っていた。

『万よろず、呪のろい事ごと引き受けます』と書かれた幟のぼりが黒い扉とびらの横にかけられている。だらりと垂たれた幟は、彼女を手招きしているように見えた。

　思い詰つめた顔でチャイムを押そうと指を伸のばした。すると、扉は音も立てずに開かれた。

「お待ちしていました」

　事前に連れん絡らくなどしていなかったにもかかわらず、神呪屋の主あるじは彼女の到とう着ちやくを前もって知っていたかのように迎むかえ入れた。

　足を踏ふみ入れた狭せまい店のなかは、禍まが々まがしく、暗い部屋だった。

　──気味が悪い……。

　それは、彼女自身が想像をした神呪屋の姿であり、彼女自身の心を映し出しているのだとも知らずに。

「それで、ご用件は？」

　主の声に促うながされ、彼女は心の内をさらけ出す。

「あの女……あの女の家族を呪ってください。夫を……私を、滅め茶ちや苦く茶ちやにした、あの女に復ふく讐しゆうしたいんです。私が苦しんでいるように、あの女の家族も同じように苦しめばいいんです」

「あなた自身にも、報むくいがありますよ？」

　主の言葉に女性は、細く白い指を爪つめが皮ひ膚ふに食い込むほど強く握にぎりしめた。

「存じております。それでも……今よりも不幸なことなど、ありはしません」

「承知しました。それでは、あなたの呪いにふさわしい災わざわいをご用意しましょう」

　主は拍ひよう子し抜ぬけするほどあっさりと、女性の願いを聞き入れた。







　早朝、五時過ぎ。四月になったとはいえ、街はまだまだ暗く、寒い。

　つい先ほど、駅前のビルに入っているファミリーレストランでのバイトを終えた日ひ浦うら早さ紀きは、あわせた両手にはあっと息をかけた。

「寒ぅ……」

　疲ひ労ろうと寒さと眠ねむ気けのために、身体からだは一刻も早く暖かい布ふ団とんを求めている。身を縮ちぢませながら駅前の大通りを歩いて、交差点にさしかかった。すでに始発電車は動きはじめて、駅を目の前にした大通りにはちらほらと人通りがある。

　早さ紀きが交差点の赤信号で足を止めていると、交差点前に建っているカラオケボックスのビルから二人連れが出てきた。朝までオールナイトでカラオケを堪たん能のうしていたのだろう。まだまだその余よ韻いんが残っているらしく、背の高い大学生くらいの青年は身み振ぶりをまじえながら何かの歌を口ずさんでいる。その姿を、連れである小学五、六年生くらいの子供が見ていた。

　──兄弟かしら？

　歳としの差からして、そんなものかなと考える。小学生でもオールナイトでカラオケをするんだと思った直後、不意に睡すい魔まに襲おそわれ、早紀は信号が変わるまでのほんの一いつ瞬しゆん、目を閉じた。

　次の瞬間、

「あぶないっ！」

　叫さけび声ごえと激しいクラクションが耳をつんざいた。直後、身体からだが道路に押し倒たおされる衝しよう撃げきに見舞まわれた。

「きゃーっ！」

　倒れながら悲鳴をあげる。目を開けると、暗い空が見えた。そして、タイヤを鳴らしながら走る車のエンジン音が遠ざかっていった。

　──な、な、な、なに……？

　あまりに突とつ然ぜんの出来事に、目を開けたまま半ば失神していると、

「気をつけやがれ、馬ば鹿か野や郎ろう！」

　罵ば声せいが頭上から降ってきた。一瞬、自分が怒ど鳴なられたのかとビクリとする。どうやら自分を押し倒した人が、走り去った車に向かって叫んだらしかった。

　続いて「大だい丈じよう夫ぶ？」と早紀の視界に小学生くらいの子供の顔が現れた。まだ辺りは暗いけれど、まるで後光が差しているかのように、その姿は輝かがやいて見えた。

　整った眉まゆ、アーモンド型の目は二ふた重えで黒目がち、通った鼻筋に小さな唇くちびるは朱しゆを引いたよう。一瞬、女の子かと思う。でも骨格の感じは男の子。少女と見紛まがうばかりの可愛かわいい少年だった。

　──綺き麗れいな子……。

　ぼうっと見とれていると、ごつんと肩かたをつつかれた。

「いたっ！」

　目の端はしに靴くつの先が見えた。どうやら青年の靴で蹴けられたらしい。

「おい、なんとか言えよ。無事なのか？　無事じゃないのか？」

　その態度と横おう柄へいな口ぶりと靴でつつかれたことで、早紀は跳はね起きた。

「平気です！　ちゃんとコインマジックだってできます！　ほら！」

　早紀はポケットに入れていた千円札を素す早ばやく折って畳たたんで丸め、さらに取り出した十円硬こう貨かに突つき刺さしてみせた。
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「……はあ？」

　青年はぽかんと口を開けたまま早さ紀きのマジックを見ていたが、「あ、そう」と呟つぶやきながら道に落ちているカバンを拾った。続いて、ジャケットについた埃ほこりを払はらっている。

　──もしかして……。

　早紀は慌あわてて立ち上がると、周囲を見やった。

　あわや事故かと足を止めていた人々も、再び止めていた足を動かしはじめた。

　──事故……に、あいかけたの……？

　今いま更さらながらに、早紀は恐きよう怖ふに身体からだが硬こう直ちよくするのを感じた。

　ぐしゃぐしゃになった車と、曲がったガードレール。赤黒く濡ぬれた路面。手術中と書かれた赤いランプ。扉とびらの前で泣き叫さけぶ女の人。そして、治ち療りよう費、見み舞まい金きん、損害賠ばい償しよう……。

　様々な最悪の事態が脳裏をよぎり、吐はき気けすら感じたとき、

「大だい丈じよう夫ぶだってよ。行こうぜ、ユウヤ」

　青年の声に、早紀は我に返った。

　改めて周囲を見てみると、半径五メートル以内には青年と少年の二人しか立っていない。

　──この人が助けてくれた……とか？

　青年は無愛想なだけでなく、道みち端ばたでぼんやり立っていると因いん縁ねんをつけられそうなほど、目つきが悪く、とても人助けをするような善人には見えなかった。

　──ほかにいないし……でも、この人が……？

　戸と惑まどっている早さ紀きを青年は一いち瞥べつすると、さっさと青信号になった交差点に足を向けた。

「待ってよ、ガオウ」

「待ってください！」

　待って、という声が重なった。

　──お礼！　お礼、言わなきゃ！

　先に歩き出していた青年が足を止めて振ふり返った。

「あ、あの……助けていただいて……」

　車から助けてくれたのは青年で間ま違ちがいないだろう。早紀が頭を下げようとすると、

「別に。そいつが危ないって言ったから、身体からだが勝手に動いただけ」

　ぶっきらぼうに、青年は「そいつ」と少年に向かって顎あごをしゃくった。

「あはは」

　そいつ呼ばわりされた少年は、早紀に明るく笑いかけた。

「とにかく、無事でよかったね」

「あの、本当にありがとうございます。お礼に、ぜひ縄なわ抜ぬけマジックを……」

「ほら、ユウヤ、信号変わっちまうぞ。急げ」

　早紀が言い終わらないうちに青年は走り出してしまった。少年も続いて、

「あ！　待ってよ！　──コインマジック、すごかったよ！」

　と、笑え顔がおを送ると、青年を追っていった。

　──よかった……本当に……。

『無事でよかった』という少年の言葉に、早紀は改めて自分が事故の一歩手前で助かったことを嚙かみしめたのだった。







　……りりりり……。

　深い深い闇やみの底から、徐じよ々じよにそれは浮かび上がってきた。

　じりりりりりりりり！

　やがてそれは、けたたましい目覚まし時計のベルの音として耳に飛び込んできた。

「わっ、わっ、わっ！」

　慌あわてて目覚ましを止める。

　夢も見ない深い眠ねむりから目が覚めると、時刻はもうすぐ八時になろうかとしていた。

「うそーっ！」

　目覚ましは七時にセットしていたはずだから、一時間近くもベルは鳴り続けていたことになる。さぞかし近所迷めい惑わくだったことだろう。

　明け方までのバイトを終えて帰宅した早さ紀きは、いつもより二時間早く目覚ましをセットしていた。おかげで、睡すい眠みん時間は二時間もない。それでも、いつもより早く目覚ましをセットしたのには理由があった。

「今日は初登校日なのに！」

　すでに四月も半ばになっているにもかかわらず、早紀はこの日、初めて高校に登校する。

　事の起こりは、春休みに入って間もない頃ころに母が会社の車で事故を起こしたことだった。母が運転していた車が、通行人をはねてしまったのだ。幸い、母も相手の人も一命はとりとめたものの、お互たがいに長い入院生活とリハビリを余よ儀ぎなくされることとなった。

　母一人子一人の母子家庭だった早紀は、治ち療りよう費や生活費のために春休み、アルバイト漬づけの日々を送っていた。

　身長一六八センチの長身と中学時代から「大人びている」と言われていた容姿を活いかして、早紀は少々履り歴れきを偽いつわって複数のアルバイトをこなした。

　無理を言って雇やとってもらったバイト先もあったため、日程の調整が思うように取れず、新学期になってもバイトを休むことができなかった。

　結果、早紀は高校の入学式を欠席し、さらに新学期がはじまって一週間以上経過しているにもかかわらず、いまだに登校できずにいた。

　どうにか日程を調整して、今日この日、やっと登校する運びとなっていた。

　早紀は慌あわてて飛び起きると、顔を洗って歯を磨みがいて髪かみに櫛くしを入れて、それから三年間着慣れた制服を手に取った。

　──同じセーラー服だから、私服よりは目立たない……わよね、たぶん。

　そんなことを願いながら、この春卒業した市立二ふたツ橋ばし中学校の制服に四年目の袖そでを通した。

　入学した県立翠みどりヶが丘おか高等学校の制服は、母の仕事が忙いそがしかったため、早紀が春休みになってから寸法合わせに行く予定にしていた。その矢先、母の事故が起きてしまった。そのため、春休み中に制服を注文することができなかった。

　四月に入ってから、どうにか早紀自身のアルバイト収入で制服を注文したが、初登校には三日、間にあわなかった。

「……あと三日か……」

　明明後日しあさつてになれば、制服ができあがる。初登校はそれからにすればいいじゃないか、と悪あく魔まが囁ささやく。が、早紀はそんな誘ゆう惑わくをしっしと追い払はらった。

　二ツ橋中学の制服と翠ヶ丘高校の制服は、セーラーに入っているラインやリボンの形など、とても似ていたが、決定的に違ちがう点があった。

　二ツ橋中学の制服が濃のう紺こんなのに対し、翠ヶ丘高校の制服は黒だった。

　──大人の、黒……。

　同じデザインでも、色が違うだけでまったく異なって見える。

　翠みどりヶが丘おか市にある公立中学の制服は、そのデザインは違ちがっても色はほとんどが紺こんか濃のう紺こんであり、同じく公立高校の制服はほとんどが黒い色をしていた。翠ヶ丘市に住む学生にとって、黒い制服を着ることは、中学生から高校生へと進学した証あかしともいえた。

　中学生から、ほんの少しだけ、背せ伸のびをした高校生へ。

　──たったの三日。明明後日しあさつてまでお預けなだけよ。

　学校には母の事故のことを説明して、特別の措そ置ちとして渋しぶ々しぶ、了りよう承しようしてもらっていた。

　とはいえ、早さ紀きは制服だけでなく、教科書の購こう入にゆうも間に合っていなかった。制服だけで早紀のバイト代は消し飛んでしまい、教科書まで買う余よ裕ゆうがなかった。

　──制服なし、教科書なし……なにしに学校に行くんだろう。

　きっと今いま頃ごろはクラスのなかでも友達の輪とかできていることだろう。後からのこのこ行って、自分の居場所はあるんだろうか。

　一人だけ行き遅おくれてしまった寂さびしさと、バイトをしていた後ろめたさと、中学の制服を着て今頃初登校する恥はずかしさとで、鬱うつ々うつとした気持ちになった。

　その瞬しゆん間かん、病びよう床しようの母の顔が浮かんだ。

　高校を辞やめて働くと言った早紀に対して、

『一いつ生しよう懸けん命めいリハビリして、また前みたいにバリバリ働くから』

　と母は力なく笑い、どうか高校には行ってね、と念を押したのだった。早紀が高校に行ってくれたらリハビリもがんばれる、なんて母に言われては、行かないわけにはいかない。動かない身体からだと痛みに顔を歪ゆがめて苦しみながらも、懸命にリハビリをしていた母のことを思うと、自分の恥ずかしさなんて消し飛んでしまう。

「……よしっ！」

　行くと決めた以上は、うだうだ考えても仕方がない。

　早紀は二ふたツ橋ばし中学のセーラーのリボンを整えると、鏡の前でにっこりと笑え顔がおをつくった。

「日ひ浦うら早紀、笑って笑って」

　笑顔をつくると、少しだけ勇気が出た。

「念のため、これも持っていっておこう」

　手品用のアイテムを持っていれば、なんとなく落ち着く。

　──もしかすると、披ひ露ろうする機会もあるかもしれないし。

　そして、築一五年、早紀と同い年のわりに古くさいアパートの扉とびらを開けた。

「今日から、高校生っ！」

　早紀は張りきって一歩を踏ふみ出した。







　信号が点てん滅めつしている。

　──急がなきゃっ！

　新学期に乗り遅おくれているのだから、せめて初登校日くらい遅ち刻こくは避さけたい。なにしろ初登校。受験のとき以来の通学路には、いまいち自信がなかった。迷うことも考こう慮りよに入れると、急いだほうがいい。逸はやる気持ちから道路を突つっ切ろうとしたとき、

「危ないよ」

　と声をかけられた。

　反射的に振ふり返ると、詰つめ襟えりの学生服を着た少年が立っていた。

　──この子……。

　中性的ともいえるほど綺き麗れいな顔には見覚えがあった。いつかの早朝、事故にあいかけた早紀を助けてくれた二人組の一人だった。

　──子供の前だもの。模も範はんにならないとね。

　信号はすでに赤に変わっているけれど、車の通りはない。いつもの早さ紀きならば、突っ切っているところだけれど、少年の忠告通り足を止めた。

　早紀が足を止めたのと、ほぼ同時だった。

　信号手前の脇わき道みちから猛もうスピードで曲がってきた暴走車が、けたたましい音を立てて早紀の目の前を走り抜ぬけた。

「きゃっ」

　その勢いに、歩道にいたにもかかわらず身体からだがよろけた。

　──なによ、もう！

　あのまま飛び出していたら事故にあうところだった。少々ぞっとしつつ、傍かたわらに立つ少年に視線を向けた。一六八センチの早紀から見ると頭ひとつは小さい。一五〇センチそこそこだろうか。けれど、どこか大人びた顔をしているように見えた。

「危なかったね」

　早紀の視線に気付いたのか、突とつ然ぜん、少年は顔を上げて早紀に声をかけてきた。

　──また助けてもらっちゃった……なんだか、幸運の天使みたい。

　早紀は少年にどぎまぎしながら「うん」とうなずき、それから思い切って会話を続けた。

「あの、お礼に！　トランプマジックしませんか？」

「マジック……あ！　前にもあったことあるよね」

　どうやら、少年も早紀のことを思い出したらしい。早紀はポケットからトランプを取り出すと一枚を少年に抜いてもらった。カードを確かく認にんしてもらってから山に戻もどす。器用にカードを切って、そこから少年が選んだカードを取り出した。

「あなたが選んだカードはこれですね！」

「うわ、当たり！」

　たまたま信号待ちをしていた通行人たちからも「おお」と声があがった。

「すごいね」という少年の素す直なおな賞賛の言葉に、

「これくらいしか、取とり柄えがないの」

　答えながら早さ紀きはトランプを片づけると、

「あの、ついでで悪いんだけど、翠みどりヶが丘おか高校の場所って、分かる？」

　と思い切って訊きいてみた。ずいぶんと間ま抜ぬけな会話だと、自分でも分かる。よりにもよって、今から登校しようという高校の場所を、自分よりもはるかに年下の子供に尋たずねるなんて。

「翠みどりヶが丘おかに行くの？」

　問われて、自分が二ふたツ橋ばし中学の制服を着ていることを思い出した。

「あぁ、えぇ、まぁ……」

　言葉を濁にごしながら返答する。よもや、街ですれ違ちがっただけの少年に「制服は違うけど翠ヶ丘高校の生徒なのよ」とは言えない。

「じゃあ、一いつ緒しよに行こうか。僕も翠ヶ丘まで行くから」

「わ、ありがとう」

　少年の厚意に感謝しながら、待てよ、と早紀は少年の言葉を巻き戻もどしした。

『僕も翠ヶ丘まで行くから』

　──言った、確かに、そう言った。でも……。

　少年は学生服は着ているが、見るからに小学生だった。詰つめ襟えりの学生服は市内のどこにでもあるタイプで、はたしてどこの学校のものか早紀には分からない。小こ柄がらな高校生とか、童顔の高校生とかいてもおかしくはないが。けれどやっぱり、小学生にしか見えなかった。

　──翠ヶ丘小学校はあるけど学生服だっけ？　いやいや、翠ヶ丘方向に行くという意味であって翠ヶ丘高校へ行くって意味で言ったのではないかもしれない……。

　そんなことを考えつつ、早紀は少年について翠ヶ丘高校方面に向かったのだった。







　はたして、少年は翠ヶ丘高校の門をくぐってしまった。

「僕は教室に行くから。職員室に用があるなら、正面階段を二階に上がった目の前だよ」

「あ、ありがとう」

　小学生にしか見えない少年が高校に入っていく姿に、

　──でも、どう見ても小学生、十歳さいか十一歳……スキップとかっていったっけ、頭がいいと飛び級できるとかっていう……でもでも、そんな制度、日本にあるの？

　早紀は軽く混乱しながら、ともかく少年に教えてもらった職員室に向かった。

　どうやら担任らしい武たけ田だと名乗った教師がくどくどとありがたい説教を垂たれ流した。曰いわく、

「制服は特別に事情があるということで許してもらっているけれど、それに甘えるのではなく、一日も早く、集団行動できるように努めるべきだよ」

　言わんとすることは理解できた。早さ紀き自身、変に悪目立ちするつもりなど毛頭ない。むしろ、一刻も早くみんなと同じ黒い制服に袖そでを通したかった。

　やがて武たけ田だ先生の話題は学校生活から発展して、

「まあ、あれだ、交通規則は守らないとねぇ」

　と、母が交通事故を起こしたことを遠回しに皮肉られた。

　身体からだが、震ふるえた。

　母の運転していた車は、路面に溜たまっていたオイルでタイヤが滑すべり、それでハンドルを取られて事故が起きたのだと、検証をした警察は説明してくれた。

　信号無視や速度超ちよう過かのように交通規則に違い反はんしたわけではない。

　オイルが放置されていたため、事故は起きるべくして起きた。母はたまたま、そこでハンドルを取られた被害者の一人なのだ。

　そう弁明したかった。しかしスリップした母の車が、人をはねてしまったのも事実だった。

　早紀は俯うつむいたまま、唇くちびるを嚙かみしめながら「はい」とうなずいた。

　どうにか一時間目に間に合うように解放してくれた武田先生だったが、「続きは休み時間に」と宣言されてしまった。

　続いて、早紀は天あま海みという女性教師と一いつ緒しよに自分のクラスである一年一組に向かった。

「それで、あなた制服はどうしたの？」

　廊ろう下かを歩きながら、ちらちらと天海先生は早紀の濃のう紺こんの制服に視線を送る。

「あの、その……ちょっと、買いに行く時間が……」

　制服の件は学校には事前に伝えていたけれど、すべての教師に伝達されていないようだった。武田先生との会話で疲つかれた早紀は、母の事故を改めて説明するのも億おつ劫くうで、曖あい昧まいに返答した。が、天海先生は容よう赦しやなく早紀を追い詰つめた。

「あなた、春休みのあいだ何をしていたの？」

　母の看病と、治ち療りよう費を稼かせぐためのアルバイトです。

「いつまでも中学生気分でいては駄だ目めよ」

　しゅんとうなだれる早紀に、天海先生はさらに追い打ちをかけた。

「私の担当は英語です。あなた、英語の教科書、持ってきている？」

「あ、あの、それが、その……」

「忘れてきたの？　あなた、ほかの教科書は？」

　どうやら天海先生は呆あきれているようだった。

「えと、その……」

　しどろもどろになっていると、天海先生は立ち止まり、早紀を睨にらみつけた。

「制服も買っていない、教科書も持ってきていない、あなた、なにをしにここに来たの？」

　胸をえぐられた。それは氷よりも冷たく、鋭するどい言葉だった。確かに、それは事実に違ちがいなく、教師でなくとも、そんな疑問は至し極ごく当然かもしれなかった。早さ紀き自身、そう疑問に感じていた。けれど、それを他人から突つきつけられることの痛みは、計り知れないものがあった。

　それでも早紀は、「勉強、です」と、絞しぼり出すように口を開いた。

　ここで逃にげ出しては、二度と学校に来ることができなくなる。病室で、「一いつ緒しよにがんばろうね」と弱々しく笑った母の言葉を裏切ることになってしまうから。

　早紀の言葉に天あま海み先生は軽く首を振ふると、「隣となりの席の子に見せてもらいなさい」と言って、それきり早紀に顔を向けることはなかった。

　天海先生について教室に入ると、生徒たちが席に着く音で教室は騒さわがしくなった。同い年の生徒たちのざわめきや、顔や、席に戻もどるために走る姿を目にして、早紀の心は少しだけ晴れた。

「ほらほら、席に着きなさい！」

　天海先生はぱんぱんと手を叩たたき、生徒たちを追い立てた。

「待望の最後のクラスメイトですよ。日ひ浦うら早紀さん」

　紹しよう介かいされるとは思っていなかった早紀は、心構えができていなかった。教きよう壇だんの隣で早紀は、「よろしくお願いします」と頭を下げるしかできないでいた。

　頭を下げたまま、顔を上げることができない。伏ふせた顔からわずかに見える生徒たちは、みんな翠みどりヶが丘おか高校の制服を着ている。男子は詰つめ襟えりの学生服を。女子は黒いセーラー服を。

「日浦さん、席はあそこです。コカゴくん、彼女に教科書を見せてあげて」

　天海先生が教室の窓側がわ後方の席を指さすと、そこに、にょっきりと生えた手の先が見えた。用意していたマジックを披ひ露ろうすることもなく、早紀は生徒たちの視線を一身に浴びながら歩を進めた。

　──やっぱり、違ちがう制服を着ているのって、変よね……。

　すっかり萎い縮しゆくしてしまった。ひそひそと交かわされている会話でさえも、早紀の制服のことを話題にしているのではないかと思えてならない。

　もしかすると同じ中学の子がいるかもしれないけれど、その顔を探すこともできず、俯うつむいたまま歩く。どうして中学の制服を着ているの、と聞かれるのが怖こわくて。

　朝、鏡の自分に向かって「笑って」と勇気づけた自分の言葉が虚むなしく思えてしまう。

　そんな早紀の進行方向に、意外な人物を見つけた。その人は天海先生が教えてくれた早紀の席の隣となりに座っていた。

「や。またあったね。君の席はそこだよ」

　親切に教えてくれたのは、先日の早朝、そして今朝、ばったりと出あった、あの少年だった。

　──うそ……やっぱり高校生なんだ？

　半ズボンにランドセルが似合う少年というか、児童が、ちょこんと高校の教室に高校の制服を着て座っている。

「ありがとう」

　礼を言いながら席に着こうとすると、コカゴくんはおもむろに立ち上がり、自分の席を早さ紀きの席に寄せてきた。

「教科書、忘れたの？」

「あ、あの、えと、その……はい」

　しどろもどろになりながら頭を下げた。そして頭を上げた早紀の視線の先に、

「……へ？」

　白い生き物がいた。

　ソフトボールよりも少し大きい丸くて真っ白なネズミのような生き物。ネズミが、机を寄せるために立ち上がって空いたコカゴくんの椅い子すの上で、じっと早紀をみつめている。

　あまりにも違い和わ感のある存在なだけに、早紀は声をあげることすらできない。

　──高校の、教室に……ネズミ？

　どこからいつの間に現れたのか、ネズミは椅子の上でぶるぶるっと身体からだを震ふるわせ、それから犬や猫ねこがよくするように頭らしき部位を下げ、腰こしらしき部位を上げ、伸のびをした。

「……！」

　伸のびをしたネズミの肩かたらしき部位から白いものが現れ、にゅいーっと左右に伸びた。

　──は、羽……？
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　じゃあ、ネズミじゃないんだ。

　ぼんやりと早さ紀きが思考していると、机を寄せていたコカゴくんは早紀の視線に気付いた。ゆっくりと早紀の視線を追って、自分の座っていた椅い子すを見る。コカゴくんはぎょっとした顔をすると、慌あわててネズミらしき生き物を摑つかむと机の中にそれを放ほうり込んだ。

　そして、「あ、あはは」と笑った。

　それで、「あ、あはは」と早紀も一いつ緒しよに笑った。

　コカゴくんは椅子を引き寄せるとすとんと座り、何事もなかったように教科書を二人の机のあいだに置いたのだった。







　滞とどこおりなく授業は進み、続く休み時間は宣言通り武たけ田だ先生のお説教の続きを聞かされた。同じことを繰くり返し、あっという間に昼休みになった。まずは武田先生の説教を聞いてから教室に戻もどると、教室では生徒たちが弁当をひろげていた。

　授業がはじまってすでに一週間、弁当組の班分けはすでに終しゆう了りようされているらしく、教室のそこここで弁当を開いている女子のチームができている。中学のときも、女子は仲のいい子と一いつ緒しよに弁当をひろげていた。

　──変わらないんだ……。

　早紀が入ると同時に、それまで会話に花を咲かせていた女子がしんと静まり返った。一いつ瞬しゆん、扉とびら口ぐちに一番近い席の子と目があったけれど、早紀は視線を逸そらしてしまった。

　──中学の制服を着た子なんて変よね、やっぱり……。

　そう思うと、気安く声をかけることもできない。

『高校に行っても、一緒にお弁当を食べられたらいいのにね』

　と、中学のときに交かわした会話を思い出した。

『大だい丈じよう夫ぶよ、友達なんて、すぐにできるって』

　そう笑った友人の声がこだまする。まるで、今の早紀を嘲あざ笑わらうように。

　高校なんて中学の延長だと思っていた。けれど現実はといえば、すでにでき上がった女子の輪のなかに入ることもできない。

　──マジックは……今度にしよう。

　自分の席に戻ることにすると、早紀の背後でさざ波のように会話が再開された。その囁ささやくような会話のなかに、嘲ちよう笑しようを聞いたような気がして、早紀は耳を塞ふさぎたかった。

　辿たどり着いた自分の席には、先客がいた。早紀の席に男子が腰こし掛かけている。その横顔にはなんとなく見覚えがあった。

「あなた……」

「ああ？」

　なんだよと顔を向けたのは、いつかの朝事故にあいかけた早さ紀きを助けてくれた青年だった。

　──あのときの！　じゃあ、コカゴくんとこの人って、同じ翠みどりヶが丘おかだったんだ。

　兄弟じゃなかったのか、と自分の推すい測そくを改めつつ、学生服の襟えりに１－１というクラス章をみつけた。

　──てことは、同じクラス!?　それにしても……落第でもしたのかしら？

　と思った直後、

「落第なんかしてねえよ」

　と青年が答えた。

「えっ」

　どんなマジック、と早紀が驚おどろいていると、

「トリックなんてないよ。顔見たら何を考えているかぐらい分かる」

　青年はぶっきらぼうに答えた。

　──てことは、彼も同い年なの？

　小学生のように見えるコカゴくんと、大学生くらいに見える彼がいれば、中学の制服を着て登校するくらい、どうってことないのかもしれない。

「ここ、あんたの席だっけ？」

　青年風の男子は立ち上がると、コカゴくんの前の席に移動してくれた。するとコカゴくんが、

「彼は藤ふじ崎さき我が王おう。見た目ほど悪い奴やつじゃないから安心して」

　にこにこと笑いながら紹しよう介かいしてくれた。

「へえ……」

　すごい名前、などと思いつつ、早紀は自己紹介のために口を開いた。

「私は……」

「知ってるよ。学校はじまってから一週間休み続け、出てきたと思ったら中学の制服を着ている日ひ浦うら早紀。でもって、手品オタク」

　え、と目を丸くしていると、

「天あま海みが紹介してくれただろ。おっと、今は手品はいいぜ」

　そういえば、一時間目のときに天海先生が紹介してくれていたのだった。

「それよりも、だ」

　藤崎くんはコカゴくんに向かうと、

「なんだよ、見た目ほどってのは」

　藤崎くんは不服そうだが、別段怒おこっているようではない。コカゴくんが言うとおり、悪い人ではないらしい。

「だいたい、人の紹介する前に、自分の紹介はしたのかよ」

　藤崎くんの突つっ込みに、コカゴくんは「あ」の形に口を開いた。

「そういえば」

「そら見ろ」

　藤ふじ崎さきくんはコカゴくんを指さすと、

「こいつは古こ神か子ご優ゆう哉や。見ての通り、ボケだ」

「ボケはないよ、我が王おう」

「気にするな。ただの客観的意見だ」

「そっか……って、気にするよ！」

　古神子くんと藤崎くんのやりとりを見ていると、やっぱり兄弟のようだった。大学生のお兄さんと、小学生の弟。

　それはともかく。早さ紀きは古神子くんの机に放ほうり込こまれたネズミモドキを思い出していた。

　羽の生えたネズミなんていないから、ネズミではないはず。摑つかんで机のなかに放り込んだところを見ると、古神子くんのペットかなにかかもしれない。

　──白くて丸くて柔やわらかそうで……ちょっと撫なでてみたかったな……。

　きっと、いつの間にかくっついてきてしまったのだろう。

　二人の会話を聞きながらお弁当を食べ終わる頃ころには、昼休みが終わってしまった。







　放課後、またしても武たけ田だ先生に捕つかまってしまった。

　おかげで、夕方のバイト先に遅ち刻こくぎりぎりになってしまった。店の制服を羽織ると、タイムカードを押す。羽織っていた制服の前ボタンを留めながらフロアに出た。

「日ひ浦うら入りまーす」

　フロアに入る扉とびらを開くと、ぷん、と出だ汁しのいい香かおりが鼻び孔こうをくすぐった。

　──さ、やりますか！

　早紀の放課後は、コンビニエンスストアのバイトで始まった。

　自動ドアの開く音が聞こえると、棚たなの整理をしていた早紀は反射的に「いらっしゃいませ」と叫さけんだ。

　──次は、アイスの補ほ充じゆうね。

　よいしょっと立ち上がる。と、早紀の背中に向かって「あ」という声が聞こえた。お客様の邪じや魔まをしてしまったかしら、と慌あわてて声のほうを見た。そこに立っていたのは、

「古神子……くん？」

　見た目は、よくやってくる小学生のお客さんと変わらないけれど、高校の制服をきっちり着ている姿には、妙みような違い和わ感がある。小学生の弟が、高校生の兄の制服を借りて着ていると言われても不思議ではないというか、そのほうが納なつ得とくできる。

　その古神子くんが、早紀の姿を見ながら、「日浦さん？」と、ちょこんと首を傾かしげた。

「えっと……買い物？」

「うん」

　何を買うのとか、家はこっちのほうなのとか、話のきっかけはいろいろあったけれど、何から聞こうかと迷っているうちに、妙みような間ができてしまった。よし、と思い切って口を開く。

「あの」

「あの」

　ほとんど同時に古こ神か子ごくんも口を開いていた。

「どうぞ」と譲ゆずると、古神子くんも「お先にどうぞ」と譲る。どうぞどうぞとお互たがい不毛な譲りあいを数回繰くり返していると、ついに、

「あははは」

　古神子くんが笑い出した。「じゃ、お先に」と、前置きをしてから、

「日ひ浦うらさん、ここでバイトしてるの？」

「うん。古神子くんは、家はこっちのほうなの？」

　もしもこっち方面なら、度たび々たび顔をあわすことがあるかもしれない。古神子くんのような可愛かわいい男の子は、正直いって目の肥やしになったりする。

「家はちょっと違ちがうけど、この向こうにでっかい書店があるでしょう？　探してる本があってさ。その前に、寄り道と思って」

「そっか。あそこの本屋さん、大きいものね」

「うん。あるといいけど」

　わくわくと頰ほおを紅潮させているあたりは、お年玉に胸を膨ふくらます小学生と変わらない。

「本、好きなんだ？」

「なんとなく。我が王おうの影えい響きようかな。あいつ、すごい読書家なんだ」

　ちらっと藤ふじ崎さきくんの姿を思い浮かべる。少し、意外だったりする。

「じゃあ、僕、行くね。そうだ、これ、買っていくよ」

　と、冷蔵棚だなからお茶と、食品棚からチョコレート菓が子しをひとつ手に取った。

「こちらへどうぞ」

　つい店員口調で答えてしまう。レジを打ち終えて商品を袋ふくろに入れて古神子くんに渡わたす。と、古神子くんは袋からお茶を出し、残りの袋を早紀に返してきた。

「……え？」

「チョコレート、嫌きらい？」

「ううん」

　むしろ、大好きだ。節約のため、とんとご無ぶ沙さ汰たではあるけれど。

「じゃ、どうぞ。実は、虫歯の治ち療りよう中だったことを思い出したんだ」

　と、白い歯で笑う。

　──もしかして、最初から……。

　早さ紀きに渡わたすつもりで買ってくれたのだろうか。

「でも、そんな……」

　古こ神か子ごくんにチョコを貰もらったり、奢おごられるいわれはない。躊躇ためらいながら古神子くんの顔を見ると、彼はいつもの明るい爽さわやかな笑え顔がおで、ただ立っている。

　──ああ、そうか……考えすぎていたのは、私のほうなんだ。

　彼は自然体で、あくまでも、早紀に「これを渡したい」という善意でそこに立っているということが伝わってきた。

「ありがとう」

　ごく自然に礼を言って受け取ると、古神子くんは「じゃあね」と手を上げて店を出ていった。

　一部始終を見ていた店長が、

「友達の弟さん？　ずいぶんとしっかりした子だね」

　と感心している。

「いえ、クラスメイトです」

「へえ……えっ？」

　驚おどろいている店長を尻しり目めに、早紀は古神子くんが渡してくれたチョコレート菓が子しをしっかりと握にぎりしめた。

　すると、チョコレートのように、甘くほんわりとした気持ちに包まれた。

　武たけ田だ先生や天あま海み先生にねちねちと責められ、すっかり疲ひ弊へいして、ささやかな厚意すら素す直なおに受け取れなくなるほどささくれていた心が、古神子くんと接することで癒いやされたような気がした。

　──不思議な人……。

　コンビニで五時間を過ごし、「お疲つかれ様でした」と店長に声をかける。タイムカードを押して着き替がえながら、ふと古神子くんとの会話を思い出した。

「……しまった」

　古神子くんに、あの白いネズミのことを尋たずねようと思っていたのを忘れていた。

　──ペット？　ネズミ？　ウサギ？　モルモット？　でも羽があったような気がした……。

　はたして、あの生物はなんだったのだろう。

　──あのネズミ、可愛かわいかったのよね……ふわふわして、真っ白で……撫なでてみたいなぁ。

　これといって生き物に興味があるわけではないけれど、あのネズミには妙みように心を惹ひかれるものがあった。

　クラスメイトだし、隣となりの席だし、きっと、いつでも聞くチャンスはあるに違ちがいない。

　早紀はそう考えながらコンビニを出ると、古神子くんに貰ったチョコレート菓子を食べながら次の目的地に向かった。







「いらっしゃいませー」

　客が入店してきたことを報しらせるチャイムに促うながされて、早さ紀きは厨ちゆう房ぼうから飛び出した。

「あっ……」

「あれ？」

　店の入り口に立っていたのは、本日四度目の再会になる古こ神か子ごくんだった。そして、本日二度目の再会になる藤ふじ崎さきくんが古神子くんの隣となりに立っていた。

「なんだ、日ひ浦うらってここでバイトしてんのか？」

　藤崎くんの言う「ここ」とは、駅近くのビルの二階にある二十四時間営業のファミリーレストランだった。

「あれ、でも、日浦さんって……」

　と、古神子くんが首を傾かしげている。なにしろ、学校帰りにコンビニで出あっているのだから、ここであうことは想定できていなかったのだろう。時刻はすでに夜の十時半を回っている。早紀は十時でコンビニのバイトを終えた後、朝の五時までここでバイトをしていた。

「たまたま、たまたまよ」

　と、早紀は笑って誤ご魔ま化かす。

「でも……」

「いいの、いいの。お二人ですか？」

　古神子くんの疑問を強引に遮さえぎると、早紀は仕事口調に戻もどった。

「ああ。煙草たばこは吸わないぜ」

　強こわ面もての顔でそんなことを言われるとどきりとするけれど、古神子くんが笑っているところを見ると、ただの冗じよう談だんのようだ。

「高校生にそんなこと聞かないわ」

　早紀は笑いながら答えた。すると、「そりゃ、そうか」と、途と端たんに柔にゆう和わな顔になって笑った。

　──笑って話しかけると、笑って答えてくれるんだ……そっか、それはそうよね。

　それに気付くと、藤崎くんの前でも自然と笑え顔がおでいられるようになった。

　禁きん煙えん席に二人を送り届ける。すると、

「ここで朝まで働いているの？」

　と、いつもの爽さわやかな顔で古神子くんが話しかけてきた。

「そういや、今け朝さ、あったよな？　あれって、バイト帰りだったのか？」

「うん、まあ……」

　うなずくと、藤崎くんはのけぞって驚おどろいた。

「いつ寝ねてるんだよ！　すげえなあ！」

「あはは……」

　眠ねむいし疲つかれるし、たいへんなのは事実だ。ここ数日は前日の疲ひ労ろうが抜ぬけない。睡すい眠みん時間は一日に二、三時間程度で、まともに食事もしていないのだから、当然かもしれない。

　だからといって辞めるわけにはいかない。深夜のバイトは時給がよく、まとめて働けるから実入りがいい。

　でも、何もかも忘れて暖かい布ふ団とんのなかでゆっくり眠ることができれば。そして、目が覚めたら何もかも夢であれば。ひどい悪夢を見たと、母と笑って話をすることができたら、と思う。

　そんなことを思うにつけ、限界なのかもしれないと感じる。そして、自分で自分の限界を設定してしまったことで、「もう駄だ目め、もう無理、限界を超こえた」と、常に溺おぼれかけているような気がしてくるのだ。

　藤ふじ崎さきくんの言葉に力なく笑いながら、それでも、誰だれにもそんな心の内を吐と露ろすることもできず、見せかけだけは強がってしまう。

「案外、平気なものよ。私って丈じよう夫ぶにできているのね」

　それに、と早さ紀きは今朝の街を思い出しながら、付け加えた。

「朝まで働いてみて初めて知ったこともあるのよ。朝早くから出勤する人とか、始発で帰ってくる人とか。それに朝の街って、街が生まれ変わる瞬しゆん間かんみたいですごく素す敵てきなの」

　強がりではあったけれど、それもまた事実だった。

　人ひと気けのない街は、まるで人ひと払ばらいをして昨日までの姿を脱ぬぎ捨てようとしているかのようにも思える。昨日の古い街と、今日の新しい街。その生まれ変わる、一瞬の境にいあわせたような感じ。立たち会あい人にんは、早紀と烏からすと猫ねこ。そして、モノクロの街は新しい絵の具で色をつけて生まれ変わるのだ。

「いつもの街が、とっても神秘的に感じられるのよ」

　そう説明すると、それまでじっと早紀の言葉に耳を傾かたむけていた古こ神か子ごくんが、静かに口を開いた。

「たいへんなのに、そういう発見ができるって、すごいよ」

　早紀の顔を真まっ直すぐに捉とらえる古神子くんの視線は、早紀の限界を見抜いているようだった。

「そんな時間には、そうそう起きられないよね。選ばれた人しか、その瞬間には出あえないのかもね」

　古神子くんの言葉は、生まれ変わる街に立ちあえた早紀の栄えい誉よを称たたえているように聞こえた。

「えへへ」

　嬉うれしくなって、早紀はうなずいた。

「みんなにも見せてあげたいわ」

「そういえば……」

　古こ神か子ごくんはジャケットのポケットから何かを取り出した。

「これ、ペットを撮とろうと思って入れっぱなしにしてたんだった。お貸しします」

　それは、小型のデジタルカメラだった。

「肌はだで感じる雰ふん囲い気きって、なかなか撮れるものでもないと思うけど、日ひ浦うらさんが感じた街の写真をこれに収めてみてよ」

　はい、と早さ紀きは古神子くんから強引にデジカメを手て渡わたされた。

「電源入れたら、その頭のボタンを押すだけだから」

「でも……ペット、撮るんでしょう？」

「いいの、いいの。なにか……ほら、日浦さんの気晴らしになるかもしれないし」

　写真には興味があった。だから、古神子くんの申し出は嬉うれしかった。それに、気晴らしになるかもしれないという古神子くんの言い回しは素す直なおに嬉しかった。

　夜明けの街をカメラに収めるということは、夜明けまで働いたことの証あかしであり、夜明けまでがんばれば仕事は終わりという目標であり、自分への褒ほう美びのように思える。

「ありがとう。じゃあ、挑ちよう戦せんしてみるね」

　手のなかのデジカメは、脱出マジックを見るときのように早紀をわくわくさせた。







「んーっ」

　人ひと気けのない夜明け直前の駅前で、早紀は背せ伸のびをした。

　早朝の五時は、人も街も寝ねぼけ眼まなこのように感じる。ほんのりと街は色づきはじめているけれど、まだまだモノクロの雰囲気を漂ただよわせている。

　日一日と、夜明けが早くなっている。駅前は、まだ人通りがわずかだけれどある。それでも早紀は試ためしに、と店を出たところで駅に向かって、古神子くんに教わったとおりにデジカメを起動してシャッターを押してみた。

　遅おそい家路につく人。

　これから戦いに向かう人。

　一日の終わりと始まりが交差する場所。

　表情を見れば、帰き還かんする人か、出しゆつ陣じんする人かは分かる。

　──ただ眠ねむそうな顔とは違ちがうのよね……。

　そして、人気のない住宅街へと向かった。

　誰だれにも見られずに、ひっそりと咲く花。

　道の真ん中で羽は繕づくろいをする烏からす。

　色を失った空と、鈍にび色いろの屋根。

　街が生まれ変わる瞬しゆん間かんを、次々とカメラに収めていった。

　──すごい！　まるでマジックみたい！

　早さ紀きは夢中になってシャッターを押していった。

　まるで、散らばった朝の雫しずくを集めるように。







　その日、早紀が一日を過ごしたのは、学校ではなくカウンターだった。

「ご一いつ緒しよにポテトとコインマジックはいかがですか？」

「は？」

　バーガーを注文した学校帰りの女子高生にお勧すすめをすると、厨ちゆう房ぼうから店長が素すっ飛んできた。

「あー、あはは、失礼しました。おひとつで一八〇円になります」

「はあ……」

　黒いセーラー服のどこかの女子高生は、首を傾かしげながらカウンターを離はなれていった。黒いセーラー服がテーブルに着くや、早紀は店長にカウンターの裏に引っ張り込まれた。

「日ひ浦うら、駄だ目めだよ。そんな棒読みで勧めてもオーダーは取れないよ」

「棒読みでした？」

　この店では早紀は履り歴れきを偽いつわっており、高校生ではないことになっていた。そのため、昨日やっと初登校を果たした早紀の事情など店長は知る由よしもなかった。そんな店長に「どうしても」とバイトに入る依い頼らいをされ、断りきれなかったのだった。

　──そんなつもりはなかったけどな……。

　黒いセーラー服を相手に、いつの間にか棒読みになっていたらしい。

　──黒いセーラー服、私だって着ていたはずなのに……。

　もしかすると、黒いセーラー服を着て、客として来店していたかもしれないのに。

　そう思うと、黒いセーラー服の客が来店すると、複雑な心境になってしまい、ついつい、内心を隠かくすように棒読みになってしまっていたらしい。

「もっと気持ちをこめて。それと、手品は禁止！」

　釘くぎを刺さされてしまった。







　正門から離はなれた場所で、早紀は私服姿で高校の塀へいに寄りかかるようにして立っていた。

　ファーストフード店の店長にどうしてもバイトに入ってほしいと電話で説得され、渋しぶ々しぶ、学校を休む日が続いてしまっていた。

　──頼たのまれると、ねぇ……。

　と、自分がイヤになるけれど、「君がいないと店を閉めるしかない」なんて言われると断れない。朝から夕方までファーストフード、夕方はコンビニエンスストア、夜から早朝はファミリーレストラン、ここのところ、春休み中と同じサイクルでバイトを続けていた。

　──それでも……。

　今日は待望の制服の受け取り日だった。

　──これで、やっと制服が着られる！

　ファーストフードのバイトが終わったら、その足で制服を受け取りに行く。それを考えると、登校していたとしても今日は浮かれて授業どころではなかっただろう。せめて、デジカメを古こ神か子ごくんに返して、写真を見てもらおう。

　そう思って、正門前に立っている先生方に見つからないように、登校してくる生徒をこっそりと待っていた。

　登校時間のピークになるのか、次々と翠みどりヶが丘おかの制服を着た学生たちが正門をくぐっていく。

　──黒い、セーラー……。

　女子の制服は、みんな黒いセーラー。それを着れば、やっと高校生に、翠ヶ丘の生徒になれるような気がする。

　──明日からは私だって、黒いセーラーを着るんだものね！

　黒い制服を思い浮かべると、自然と笑みがこぼれた。にやにやと一人で笑っていると、

「……古神子……」

　突とつ然ぜん、古神子くんの名前が聞こえて、身を縮ちぢませながら振ふり返った。バイトで学校を休んでいるという後ろめたさが、早さ紀きの身体からだを小さくさせた。なによりも、みんなが黒い制服を着ているのに、自分の私服を見られたくなかった。

「同じ中学だったんだけど……」

　どうやら、登校中の生徒が古神子くんの噂うわさ話ばなしをしているようだった。私服の早紀が、まさか古神子くんと同じクラスメイトとは気付いていないらしく、黒いセーラーを着た二人の女子は大きな声で会話を続けていた。

「顔は可愛かわいいんだけど、どう見ても小学生なのよ、これが！」

「ホントに？　だって同い年なんでしょ？」

「そうなのよ。すっごい美形なんだけど、小学生じゃあねえ」

「ショタコンになっちゃうわね」

「いやーっ」

　あはは、と笑いあっている女子の声には、あきらかに侮ぶ蔑べつの響ひびきがあった。

　──なによ、それ！　別に、古神子くんがちっちゃくったって、そんなこと、あなたたちには関係ないじゃない！

　憤ふん慨がいして、一歩足を踏ふみ出したとき。

　ぎゃっと声をあげて二人の女子は道みち端ばたに前のめりに転がった。

「なにするのよ！」

「んだよ？」

　女子を蹴け飛とばしたのは身長一八〇センチ近い目つきの悪い男子学生──藤ふじ崎さきくんだった。藤崎くんに睨にらまれ、二人の女子は慌あわてふためいて立ち上がると、超ちよう特とつ急きゆうで逃にげ出していった。

　その背に、早さ紀きは声をかけた。

「悪いんだ。女の子、蹴るなんて」

「あんな奴やつら、女じゃねえよ」

　と、振ふり返った藤崎くんは吐はき捨てるように答えた。

「それもそうね」

　同意すると、「あー」と藤崎くんは深く息を吐いた。それから、早紀の顔からわずかに視線を外して、一気にまくし立てた。

「あいつ、なんにも言わないでいつもにこにこ笑ってるけど、あのナリだろ？　陰かげじゃ、いろいろ言われててさ。お節せつ介かい面づらしていらねえこと言ってくる奴らもいて、マジ、反へ吐どが出そうなこともあったんだ。その、だから、気味悪がらずにいてもらえると……」

　最後は消え入るような声になったのは、どうやら自分で言っていて次し第だいに怒いかりから照れに変わってしまったようだった。小学生からのつきあいっていうのは伊だ達てじゃないんだな、と早紀は心底、二人の仲が羨うらやましく思えた。

「もちろんよ」

　早紀は堅かたく約束をした。すると、藤崎くんはすっきりとした顔で笑った。

「サンキュ、な」

　笑うと、年相応に見えるから不思議だ。

「ところで、どうして私服？」

　ちらりと藤崎くんは早紀に目をやった。

「あの……今日も休むから、これを古こ神か子ごくんに渡わたしてほしいの」

　そろそろ、バイトに向かわないといけない。それに、服のことにはふれてほしくない。

「もしかしてバイ……いや、いいんだ。悪いな、変なこと聞いて。これ優ゆう哉やに渡しておくよ」

　藤崎くんはデジカメを受け取ると、「じゃな」と何も聞かずに正門に走っていった。

　休む理由を訊きかずにいてくれた藤崎くんの優やさしさに、早紀は走り去る背中に向けて感謝した。







「うふふ」

　抑おさえても、抑えても、笑えみが浮かぶ。

　今日のバイトのあいだ、ずっと笑い続けていた気がする。年上のバイト仲間の女性からは「宝くじでも当たったの？」と聞かれ、大学生のバイトからは「男でもできたのか？」と聞かれた。店長からは、「今日は睨にらまないんだな」と言われた。どうやら、翠みどりヶが丘おか市の高校の黒い制服を着た客を、早さ紀きは棒読みだけではなく、いつも睨んでいるように見えていたらしい。憧あこがれ、羨せん望ぼう、それに、手に入るはずだったのに手にない苛いら立だち、そんな感情が、端はたから見ると「睨んで」いるように見えたらしい。

　──でも、それもこれも、今日までよ！

　大きな手て提さげの紙かみ袋ぶくろを、早紀は大切そうに胸の前で抱だきしめた。そのなかには、念願の黒いセーラーが入っている。バイトを終えた早紀は、その足でできあがった制服を受け取り、次のバイト前に家に持ち帰ることにしていた。

　今日、この日を、どれほど待ち望んだことか。辛つらいバイトの日々も、武たけ田だ先生や天あま海み先生に投げつけられた言葉の数々も、すべてが吹ふき飛ぶ。

　──これで、今日からは正しよう真しん正しよう銘めい、翠ヶ丘の生徒になるのよ！

　まるで足に羽が生えたかのように、足取りは軽い。自然と鼻歌が漏もれ、いつしかスキップしながらターンまで決めてしまった。道行く人々に白い目で見られたって平気だ。

　──だって、黒いセーラーをゲットしたのよ！

　胸に抱かかえた紙袋をぎゅっと抱だきしめ、慌あわてて力を緩ゆるめた。皺しわになっては大変だ。

　──ちょっとだけ、着てみる時間があるかな？

　大人の黒いセーラーを着た自分を想像してみる。翠ヶ丘市の高校生が着る、黒いセーラー服。

　──やっと、やっと、高校生になれるのよね。

　当たり前のように高校生になれると思っていたあの日から、一ヶ月以上が経過していた。四月も半ばを過ぎて、やっと高校生の黒い制服を着ることができる。

　中学生の頃ころは、高校生なんてずいぶんと大人だと思っていた。実際に自分が高校生になってみると、それほど変わったような実感はない。けれど、黒い制服を着れば、少しは大人になれるのかもしれない。

　──早く大人になって、お母さんを助けてあげたい。

　だから、黒い制服を着て、卒業して、それから就職をして。

　そのためには、まず黒い制服を着なければいけない。

　やっと手に入れた黒い制服を、早紀は皺になることも忘れて、ぎゅっと抱きしめた。

　──古こ神か子ごくんにも、見てほしいな。古神子くんなら、きっと喜んでくれる。あ、制服？　似合うね、なんて、言ってくれたりして。

　信号が変わりかけた交差点に、そんな浮かれ気分でさしかかったときだった。

「危ないっ！」

　正面から猛もうスピードで交差点に進入してきた車が、ウィンカーも出さずに突とつ如じよ右折をした。スピードの出すぎていた車は、曲がりきれずに大きく歩道に膨ふくらんできた。

「きゃっ！」

　その車は、早さ紀きの目の前ぎりぎりをかすめた。

　早紀と車の距きよ離りは、ほんの数センチ。

　そのわずかの距離の間にあったものが、猛もうスピードで走り去った車にさらわれた。

「あっ」

　悲鳴にも似た声が漏もれる。

　車は、早紀の紙かみ袋ぶくろをサイドミラーに引っかけると、早紀の手から奪うばい取ってしまった。振ふり回された紙袋は片かた端はしがガードレールの端に引っかかってしまった。紙袋のもう片端をサイドミラーに引っかけたままの車はタイヤを軋きしませ、紙袋の中身ごと引き裂さきながら暴走していった。

　慌あわててガードレールに駆かけ寄る。

　引き裂かれた紙袋は、車の後輪に巻き込まれたためか、無む惨ざんな姿で路面に散らばっていた。

　早紀の黒い制服とともに。

「そんな……そんな……」

　がっくりと崩くずれ落ちた早紀の横に、「日ひ浦うらさんっ」と叫さけびながら駆け寄ってきたのは、どうやら古こ神か子ごくんと藤ふじ崎さきくんのようだった。

　暴走車は一度だけ停止すると、すぐに走り去ってしまった。

「あっ、このっ！　待てっ！」

　藤崎くんが車に向かって叫び、古神子くんが「怪け我がはない？」と声をかけている。

　そんなことすべてが遠い世界のように感じられた。

　──私の……制服……。

　高校生活に抱いだいていた憧あこがれが、制服とともにちぎれていく。

　制服を着て、友達をつくって、クラブに入って。

　思い描えがいていた憧れが、走そう馬ま燈とうのように駆かけ巡めぐっていく。

　それは、中学三年生の三学期、仲のよいクラスメイトたちと「高校に行ったら、なにをする？」という話題で盛り上がったときだった。

「早紀は、バレー続けるの、それとも手品部とか？」

　背が高いという理由だけでスカウトされたバレーボール部に中学の三年間、早紀は所属していた。そんな友達の問いに首を振った。自分に才能がないことは十分身にしみていた。

「今度は文化系のクラブがいいな。手品はクラブ以外で披ひ露ろうするから、別の……文芸部とか。あ、漫まん画が部のほうがいいか。料理部とか……そうだ、お菓か子し部とかないかな？　自分たちでケーキを焼いて、食べるの！」

　そんなクラブがあるかどうかも知らず、高校生活に夢を馳はせる。

「素す敵てきな先せん輩ぱい、いるかな？」

「先せん輩ぱいもだけど、友達とかできるかな……」

　クラスで、クラブで、友達をつくって、手品をして、高校生活を堪たん能のうする。

　それが、夢だった。

　それが、憧あこがれだった。

　でも、現実はどうだろう。

　制服も教科書もなく、ろくに登校できず、寝ねる間を惜おしんでバイトして、家賃や治ち療りよう費はほんの一部だけ払はらって大半を待ってもらい、食費も削けずって。

　そして、やっと手にした制服は。道路に、歩道に、ゴミのように散らばっている。

「……日ひ浦うらさん」

　肩かたを揺ゆすられて、やっと目の前に古こ神か子ごくんが立っていることに気付いた。

「古神子、くん……？」

「大だい丈じよう夫ぶ？　どこも打ってない？」

「どう、して？」

　どうして、古神子くんが立っているんだろう。早さ紀きはぼんやりと考えていた。

「学校が終わって、たまたま通りかかったんだよ。大丈夫？　立てる？」

　散らばった制服の欠片かけらを拾い上げた藤ふじ崎さきくんが古神子くんに駆かけ寄ってきた。

「ナンバーはばっちり覚えてる。警察には通報しておくよ」

「うん、頼たのむよ。日浦さんは？　家の人にも報しらせたほうが……」

　古神子くんの言葉に、早紀は頭を振ふって答えた。

「いいの……家の人なんか、いないから」

　病院で、リハビリに励はげんでいる母に、制服が台無しになったなんて、言えなかった。

「お母さん……病院に……入院してるから……」

「親おや父じさんは？」

　藤崎くんの問いに早紀はふるふるっと頭を振って答えた。

「誰だれも、いない……の……」

　誰もいない。早紀を守ってくれる人も、助けてくれる人も、誰もいない。だから、自分の身は自分で守り、自分の制服は自分で買おうとした。

　でも。

　──もう、もう……。

　無理だ。夢は現実の前に引きちぎられてしまった。

「私……もう……」

　無理、という言葉が口から出かけた。何に対してということはなく。

　ただ、すべてに対して──。

　そのとき。古神子くんの小さな右手が、すっと差し出された。その手の意味に戸と惑まどいを禁じ得ないでいると、

「握あく手しゆ」

「……え？」

「優ゆう哉や？　おい、まさか、あの力を？　そんなことしたら、お前のほうがっ！」

「いいんだ、我が王おう」

　わけがわからなかった。突とつ然ぜん、握手なんて言われても。藤ふじ崎さきくんは藤崎くんで、驚おどろいた顔で古こ神か子ごくんの顔を見ている。そして古神子くんは大層真ま面じ目めな顔で早さ紀きの右手を待っていた。

　握にぎり返さないといけないような、そんな迫はく力りよくに気け圧おされ、早紀は道みち端ばたにしゃがみ込んだまま、右手を出した。古神子くんは早紀の右手を取ると、

「日ひ浦うらさんは、がんばっているよ」

　と、強く握った。

「あ……」

　子供のように小さく見えた古神子くんの手が、早紀の手を握りながら、どんどん大きくなっていくように感じられた。その手はしっかりと早紀の手を握り、少しも離はなす気配がない。

「古神子くん……」

　声が震ふるえた。

　がんばっている、という古神子くんの言葉が優やさしくリフレインする。
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　古こ神か子ごくんの言葉は、まるで早さ紀きのことを何もかも知り抜ぬいているかのようだった。

　それは、早紀の心を認めてくれた言葉に聞こえた。やりたいことを、欲しいものを、言いたいことを、いろいろなことを我が慢まんしてきた早紀の心を、優やさしく撫なでてくれたように。

　──古神子くんの手……大きくて、強くて……温かい……。

　ぎゅっと握にぎられた手から、古神子くんの熱が伝わってくる。

　今まで、我が慢まんして、我慢して、築いてきた氷の壁かべが溶とけていく。

　古神子くんの手から伝わってくる熱で。

　不意に、ずっと胸の奥に押し込めていたものがせり上がってきた。

　──……駄だ目め！

　私は笑っていないと。どんなときでも、笑え顔がおでいないと。

　制服も買えず、教科書も買えず、ろくに眠ねむらずにバイトばかりしていても。

　それでも、笑っていないと。

　お母さんが泣くから。

　お母さんが自分を責めるから。

　お母さんは、少しだけ運が悪かっただけ。事故の相手の人だって、命に別状はないんだから。だから、だから、私が制服を買えなくても、教科書を買えなくても……。

　──……仕方ないのよ……。

　誰だれかが責めを負うのなら、怪け我がをしたお母さんの代わりに、私がそれを負おう。女手ひとつで育ててくれた、お母さんのために。だから。

　──駄目……。

「……なの……」

　抑おさえていたものが、一気に噴ふき出した。

　ずっと握っていた古神子くんの手が、するりと抜けると、早紀はわっと泣き出した。

「お、おい、日ひ浦うら？」

　藤ふじ崎さきくんが驚おどろいている。往来で派手に泣きじゃくるなんて、端はたからはどう見えるだろう。

　でも、止めることができなかった。わあわあと、早紀は声をあげて泣いた。

　もっと楽しい高校生活になるはずだった。黒い制服を着れば少しでも大人に近づけると思っていた。部活動もしてみたかった。

　でも、どれもこれも、今の早紀には叶かなわない夢だった。ほんの一ヶ月前まで、そうなることが当たり前だと思っていたのに。なのに、こんなに現実が遠いなんて。

　夢のまま、高校生活が終わってしまうかもしれない。

　道みち端ばたで早紀は人目も気にせず、ただただ泣きじゃくった。古神子くんも藤崎くんも呆あきれたに違ちがいない、と思いながら。彼らは何も悪くない、たまたま通りかかっただけ。泣き喚わめかれて、気分を害したかもしれない。彼らが何かをしたと誤解されるかもしれない。

　だから、顔を上げたときに誰だれもいなくなっていても仕方ないと思った。

　人は、いつだって一人で生きていくものだから。

「あ……」

　そこに、座り込んで泣いていた早さ紀きと同じ目線の位置に、古こ神か子ごくんの顔があった。

「日ひ浦うらさん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　と、しゃがみ込んで早紀を見守っている古神子くんの横で、藤ふじ崎さきくんがちらちらと視線を送る通行人に、「なんだよ」と文句を言わせない睨にらみをきかせている。

　──あった……。

　思い描えがいていた夢のなかで、ひとつだけ現実になったことが、あった。

　──素す敵てきな、クラスメイトに……あう……。

　トクン。

　──え……？

　不意に古神子くんと握あく手しゆをした右手が温かく、次し第だいに熱くなった。同時に、まるで脈のように右手がトクントクンとリズムを打つ。次第に早紀の鼓動と同調し、早紀を励はげますように力強く鳴った。

　それは早紀を温かく、優やさしく、包み込むように励ましているようだった。

　──そうよ……。

　古神子くんと藤崎くんにあえた。

　危ないとき、早紀を助けてくれた。今だって、心配そうに早紀を見守っている。

　きっと、この先も素す敵てきな出あいがあるに違ちがいない。

　そう考えると、あんなに溢あふれ出て止めることができなかった涙なみだが、ぴたりと止まった。

　古神子くんが握にぎってくれた右手が、とても温かい。まるで、今もまだ握られているかのように、温ぬくもりを感じることができる。

　早紀は目め尻じりを指で拭ふきながら、そろそろと立ち上がった。

「ご、ごめんなさい……」

「日浦さん、本当に大丈夫？　どこか、打ったの？」

　幸いどこも怪け我がはしていなかった。バイトに行かないといけない。けれど。

「僕の家においでよ。少し休んだほうがいいよ」

　と誘さそわれ、その言葉に早紀はうなずいていた。







「そこの角を曲がったところだよ」

　と古神子くんが指さした。

　角を曲がったところで目についたのは、一軒けん家が並ぶ住宅街にぽつんと建っている古ぼけた木造アパートだった。それは早さ紀きの住むアパートによく似ていた。異なる点は、無個性な扉とびらが並ぶなか、ひとつだけ奇き妙みような扉があることだった。

　真っ黒な扉。扉の横には安っぽい幟のぼりが通路に面した窓の柵さくに結ゆわえられているが、だらりと垂たれているためどんな文字が書かれているのかは分からなかった。

　黒い扉の前まで来ると、それは真っ黒ではないことがわかった。黒のなかにも、かすかに黒に近い灰色が木目にそって塗ぬられている。それは、なにかの模様のようでもあり、文字のようにも見えたが、早紀にはなんと書かれているのか、はっきりと読むことができなかった。

　扉の前に立ってじっと見ていると、黒と灰色の木目に吸い込まれそうになる。黒と灰が、互たがいの色を侵しん食しよくしようとぐうるりと蠢うごめいているように見える。

「これ……なにかのお店？」

　幟と奇妙な扉からして、ただのアパートの一室でないことは明らかだった。

「うん。神かん呪のう屋やっていうんだ」

「かん……のう、や？」

　初めて聞く響ひびきの言葉だった。

「神の呪のろいって書いて、神呪屋。そこの扉にも幟にも、書かれているはずなんだよ」

「呪い……」

「日ひ浦うらさんには、見えない？」

　書かれているはずと言われても、早紀にはただの黒い扉と幟にしか見えなかった。

「うーん……黒い扉にしか……なにか模様みたいなのは分かるけど、それ？」

　早紀の答えに古こ神か子ごくんは朗ほがらかに笑った。

「あはは、いいんだ、気にしないで」

　古神子くんは笑っているけれど、呪いという不吉な単語が耳に残った。

「あの……なんのお店か、聞いてもいいの、かな？」

　早紀はおそるおそる古神子くんに聞いてみた。

「呪いたいほど恨うらみ事ごとを抱かかえている人の相談所みたいなところかな」

「相談所ねえ……」

　よく知っているらしい藤ふじ崎さきくんは古神子くんの答えに苦笑しているが、古神子くんはかまわず続けた。

「僕の父がやってる店なんだ。変な店でしょう？　日浦さんは、誰だれか呪いたい人っている？」

　不意に古神子くんが振ふり返って早紀に問うた。脳裏を、紙かみ袋ぶくろを引き裂さいた車の姿が浮かんだ。しかし、直後に車は早紀の脳裏のなかで走り去っていった。

「うーん、別に……ない、かな……」

　すると藤崎くんが早紀の顔を覗のぞき込んできた。

「そうか？　さっきの、ほら、車とかは？」

　脳裏をかすめたのは事実だった。

　──でも……。

　車に制服を引き裂さかれたのは、今日制服を買ったから。なぜ制服を今日買わないといけなかったのか。それは、母が事故にあったから。

　早さ紀きがバイトばかりしているのも、教科書もまだ買えてないのも。

　母が、事故さえ起こさなければ……。

　──でも、お母さんは事故を起こしたくて起こしたんじゃない。お母さんは事故を起こしたけど、お母さんも相手の人も命は助かった。いっぱいリハビリをすれば、元通りの生活に戻もどれるってお医者様も言ってた……。

　起きてしまったことの原因をあれこれ苦く悩のうしてもはじまらない。だから。

「あれは、ちょっと運が悪かったのよ。でも、私は怪け我がしてないし……だから、いいの」

「ふーん。そんなものなのかねぇ」

　藤ふじ崎さきくんは肩かたをすくめてから続けた。

「むしろさ、日ひ浦うらのほうが呪のろわれてたりしてな。お前って車との相性、悪すぎないか？」

　そう言われると、危あやうく事故にあいかけたことが、このところ頻ひん繁ぱんにあった。

「でも……」

　早紀は少し考えてから、答えた。

「それなら、呪っている人は、そんなに悪い人じゃないのよ」

「は？　なんで？」

「だって、何度も事故にあいかけて制服もひどいことになったけど……私は無事だもの」

　早紀が答えると、藤崎くんは「はあ」と呆あきれたような声を出し、古こ神か子ごくんは朗ほがらかな笑い声をあげた。

「ははは。日浦さんって、前向きだね」

「そうでも……」

　実際、破れた制服のことを思うと気分は沈しずむ。けれど早紀はぴんぴんしているし、バイトに励はげめば一ヶ月後は無理でも、何ヶ月かすれば、また注文することもできるだろう。

　そう考えると、少しだけ気が楽になった。

「どうぞ」

　古神子くんに案内されるまま、黒い扉とびらのなかに招かれた。

　古神子くんの家は、早紀が想像していたとおりの古いアパートだった。扉を開けるとすぐに居間兼けん台所があり、それから四畳じよう半と六畳の和室が二間続いていた。

「店は夜の営業で、父さんは出かけてるんだ。そこ、かけてて。お茶、いれるから」

　勧すすめられるまま、藤崎くんに倣ならってテーブルセットの椅い子すに座ろうとしたとき、

「ぐええ」

「えっ？」

　何か柔やわらかいものをお尻しりの下に敷しいたような感覚と、生き物の呻うめき声ごえを聞いて、早さ紀きは慌あわてて腰こしを上げた。すると、白いものが椅い子すの下に飛び降り、ぴょんぴょんと奥の部屋に消えていくのが見えた──ような、気がした。

　──あれ、もしかして……。

　初登校日、古こ神か子ごくんの席にいた白いネズミモドキのような気がした。けれど、人様の家をじろじろ見るのは失礼と、早紀は好こう奇き心しんを抑おさえて椅子に座り直した。

「どうぞ。──それと、これ」

　古神子くんはお茶を出してくれると、改まって早紀に声をかけた。そしてテーブルの上に、古神子くんのデジカメが置かれた。

「あ、それ……」

「すごいよ、これ。僕、写真のことはよく分からないけど、これってすごいと思う。どの写真も、街が息を潜ひそめている雰ふん囲い気きが伝わってくるよ」

「俺は駅前のヤツが好きだな」

　と、藤ふじ崎さきくんも話に加わった。褒ほめられると悪い気はしない。

「日ひ浦うらさん、なにか部活は考えている？」

「え……？」

「ほら、手品が得意でしょう？　なにか、それを活いかせる部活とか、考えてるの」

　古神子くんの問いに早紀は首を振ふった。

「手品は私の個人的な趣しゆ味みっていうか……幸せになるための道具っていうか……だから、部活なんて……」

　早紀が手品をはじめたのは、単に手品が好きとか面おも白しろかったからという理由ではなかった。仮に手品を活かせる部活があったとしても、その部活をしようとは考えていなかった。

　なによりも生活をするのに必死で、毎日寝ねる間も惜おしんでアルバイトに明け暮れている。それでも、母の治ち療りよう費や会社から背負わされた負ふ債さいを返しきれるかどうか分からない。

　そんな自分が、クラブ活動なんてできるのだろうか。

「まだ部活とかしてないんだったら、写真部、いいと思うんだけど」

　──写真部……。

　息をするのも忘れてシャッターを切った、あの日の朝のことを思い出した。

　あれほど夢中になったのは手品の練習をはじめたとき以来だった。

　けれど。クラブ活動をする時間も、心の余よ裕ゆうもない。制服も教科書も買っていないのに、翠みどりヶが丘おかの生徒といえるのだろうか。それでクラブ活動なんて？　その前に制服を買って教科書を買って、それから借金を返して……。

　たった十五歳さいの女子高生未満に、そんなことができるものか。

「私、部活なんて……」

　写真部には心を惹ひかれるけれど、どう考えても無理と思ったときだった。

　右手が、不意に温かくなった。

　──あ……、これ……。

　それは、古こ神か子ごくんが握にぎってくれた手だった。

　──温かい……。

　すると、不思議と勇気が湧わいてきた。

　それは「やろうと決めたからにはがんばらないと」と早さ紀きを奮ふるい立たせた。

　ふと、幼い頃ころのことを思い出した。それは、早紀が手品をはじめたきっかけのことだった。

「私ね、小さい頃に両親が離り婚こんして、お母さんと二人暮らしになったの」

「うん」

　不意にはじめた早紀の昔語りを、古神子くんと藤ふじ崎さきくんは黙だまって聞いてくれた。

「離婚した頃のうちって、なんだか雰ふん囲い気きが暗くて……どうにかしてお母さんに笑ってもらおうって思ったときに、テレビで手品の番組を見たの。種も仕し掛かけもあるって分かってるのに、面おも白しろくって、二人でどうやってるんだろう、すごいねえって食い入るように見たの。とても楽しかった……それで私も手品を練習するようになったの」

　ポケットからアイテムを取り出す。それは手のなかで小さなボールになり、くるりと回すとボールは二つになり、もう一度回すと三つになった。

「手品は種も仕し掛かけもあって、練習しないと上じよう手ずにできない。幸せな家庭も同じだなって思ったの。ただ偶ぐう然ぜん幸せになれるんじゃなくって、幸せって、種も仕掛けもあるし、努力もしないといけないんじゃないかなって……」

「そう言われると、そうかもな」

　早紀が手品に使ったボールを、藤崎くんは食い入るようにみつめながら答えた。

「じゃあ、手品部でもつくるのか？」

　藤崎くんの問いに早紀は笑って首を振ふった。

「ううん。手品はね、私の挨あい拶さつみたいなものなの。おはようとかこんにちはと同じ。だから、手品だけをする集まりは必要ないの」

　そして、早紀は決心した。

「私……写真部に行ってみる」

　古神子くんが嬉うれしそうな笑え顔がおを見せた。

「うん、それがいいよ。きっと、うまくいくよ」

　古神子くんにそう言ってもらえると、本当になにもかもうまくいくような気がした。







　翌日、早さ紀きは二ふたツ橋ばしの濃のう紺こんの制服を着て登校した。翠みどりヶが丘おかの黒い制服は、修しゆう繕ぜん不可能だったから仕方なかった。

　そして放課後、写真部と書かれたプレートの貼はられた扉とびらの前で、早紀はごくりと唾つばを飲んでいた。

「よしっ」

　意を決して、扉をノックしようとしたとき、

「入部希望者？」

　と、背後から声がかかった。

　ひゃあ、と驚おどろいて振ふり返ると、眼鏡をかけた小こ柄がらな女生徒が立っていた。女生徒は、早紀の制服にわずかに視線を送った。

　あの、その、とあたふたしていると、不意に右手が熱くなった。驚いて右手を見やる。女生徒も早紀の視線につられて、早紀の右手に視線を送った。いつの間にか、早紀の右手には古こ神か子ごくんに借りたデジカメが握にぎられていた。

「あ、あれ？」

「私は部長の早はや見み。部費は一ヶ月五百円、仮入部の間は無料。で、その手に持っているものに君の作品が入ってるのね？　よければ見せてもらえないかしら。こういうとき、デジカメって便利よね」

　取り出した覚えはなかったが、早く早くとせっつくので、考える余よ裕ゆうもないまま渡わたしていた。

　部長は、デジカメを操作して、次々と画像をチェックしている。

「……ふーん……」

　部室の扉の前で長い時間を費ついやすと、部長はやっとデジカメから顔を上げた。

「はい、ありがとう」

「あ、あの……」

　入部してもいいのだろうか、という不安に駆かられる。

「仮入部なんて言わずに、入部してほしい。五月に写真部の展示会を開く予定なの。君の作品、是ぜ非ひ、使わせてほしい。それにデジタルじゃなくて、フィルムもいいよ。部のカメラがあるから、部員なら持ち出しは可能だし。古いヤツでもよかったら、卒業生が寄き贈ぞうしていったカメラもある。やっぱりねー、あのフィルムに焼き付けるって感覚がいいんだ！」

　にこりと部長は笑え顔がおを向けた。

「よろしくね」

　と、手が差し出された。

「あ……は、はいっ」

　早紀は、部長の手をしっかりと握にぎり返した。そして、用意していた言葉を付け足した。

「お願いします！　お近づきの記念にマジックはいかがですか？」







　その日、早さ紀きはコンビニのバイトに行く前に、母が入院している病院に寄った。

　リハビリを続けている母の顔は、事故直後よりは幾いく分ぶんましになったとはいえ、まだまだ元気だった頃ころの面おも影かげには遠く及およばない。

「お母さん」

「ああ、早紀……学校、終わったの」

　力なく娘むすめを迎むかえる母を前にすると、気負ってやってきた心が萎しぼみかけてしまう。

「ごめんね、早紀にはいつも迷めい惑わくをかけて」

「ううん……」

　ずっと、そうやって自分さえ我が慢まんしていれば、それでいいと思っていた。けれど。溶とけた氷の壁かべから、早紀の本音が顔を出す。それは、親子だから言えなかったことであり、二人きりの家族だからこそ言わなければならないことだった。

　バイトを減らして、高校にちゃんと行きたいの。クラブ活動をしたいの。

　そのためには母に負担を強しいることになるかもしれない。負ふ債さいのことを考えると、つきあいの薄うすい親類に頭を下げてもらうことになるかもしれない。

　一いつ瞬しゆんの躊躇ためらい。

　すると、ほんのりと右手が温かくなった。

　──あ、これ……。

　古こ神か子ごくんと握あく手しゆをした右手だった。右手の温かさが、早紀を勇気づける。

『日ひ浦うらさんは、がんばっているよ』

　そう言ってくれた古神子くんの言葉に応こたえないと。

　──がんばらないと。

　我が慢まんをするだけが、「がんばる」ということではないはずだから。

「あのね、お母さん」

　そして、早紀は口を開いた。







　次の日、早紀はいつもよりも少しだけ早く登校していた。着ているのは、いつもの濃のう紺こんの制服だけれど足取りは軽い。

　昨日、写真部に入部した早紀は、制服の事情を知った早はや見み部長から「卒業した姉の制服でよければ着る？　私にはサイズがあわないから」と、制服を譲ゆずり受けることになったのだった。

　そして朝早くに写真部で制服を渡わたしてもらうことになっていた。

　──こんな幸運なことがあるなんて！

　逸はやる気持ちが、いつの間にか早さ紀きの足を駆かけ足あしにさせる。

　と、一つ先のブロックを登校中の古こ神か子ごくんと藤ふじ崎さきくんをみつけた。古神子くんはきびきび歩き、その二歩後を藤崎くんがのんびりと歩いている。

　──仲、いいんだ……あ！

　微ほほ笑えましく見ていた直後、路地から突とつ然ぜん、バイクが走り出してきた。

「危ないっ」

　藤崎くんが古神子くんの腕うでを引いてくれたおかげで、バイクは古神子くんとぎりぎりのところをかすめただけで、走り去っていった。

「古神子くん、藤崎くん！」

　慌あわてて駆かけ寄ると、

「……るから……なったんだ……ああ、日ひ浦うらか」

　古神子くんになにか言っていた藤崎くんは、ぴたりと話をやめて、早紀の顔を見た。

　──藤崎くん、なにか言っていたような……。

　それは、「日浦の手を握にぎるから、代わりに不運になったんだ」と言っていたように聞こえたような気がした。

　──どういう意味なんだろう……？

　早紀は「手を握るから不運になる」の言葉の意味が恐おそろしくて、古神子くんの顔を見た。

「や、日浦さん。おはよう」

　けれど古神子くんは、いつもの明るい笑顔を早紀に向けた。「不運」なんて、微み塵じんも感じさせることなく。

「危なかったね、さっきの」

「だから言ってるだろう、お前はいっつもぼけっとしてるからだって」

「……そうなの？」

　少しだけ、不安になって聞いてみる。すると、藤崎くんは呆あきれたように肩かたをすくめた。

「ああ。こんなこと、日常茶さ飯はん事じだよ」

「あはは」

「笑ってんじゃねえよ」

　呵しかられて古神子くんはしゅんと肩を落とす。それは、ごくありふれた友達の会話だった。

「それより日浦、今日は早いじゃないか」

「あっ、そうだった！　急がなきゃ！」

　藤崎くんに指し摘てきされて、部室で待ちあわせしていることを思い出した。

　──気のせい、か……。

　早紀は藤崎くんの言葉を振ふり払はらうと、二人と別れ、学校に走ったのだった。







　半時間後、早さ紀きは翠みどりヶが丘おかの黒いセーラーを着ていた。

「うん、ぴったりだね。よかった」

　早はや見み部長は、暗室で着き替がえて出てきた早紀の姿を見て、うんうんとうなずいた。

「うちの姉も背が高くてね。身長は全部あれに取られたんじゃないかと、常々思っていたんだ」

　ぼやく早見部長の身長は、古こ神か子ごくんと同じくらいの一五〇センチそこそこしかない。

「小さいほうが可愛かわいいと思うんですけど……」

「それは、まあ、お互たがい、隣となりの芝しば生ふは青く見えるものだからね」

　と言って、早見部長は笑った。そんな部長に、早紀はおそるおそる切り出した。

「あの、それで、お礼は……」

「ああ、いいの、いいの。むしろ、クローゼットを占せん拠きよしながら処分しきれずにいた邪じや魔まものを有効活用してくれるのだから、こちらが礼を言わなければならないくらいだ、と姉も言っていたから」

「でも……」

「どうしても、と言うなら」

　きらり、と早見部長の眼鏡が光った。

「言うなら……？」

「昨日、手品を見せてくれただろう？　その話をしたら、姉の友人で、うちの写真部のＯＢでもある人物が是ぜ非ひ、力を貸してほしいと言ってきてね」

「手品……を？」

　早見部長が言うには、ＯＢは近きん郊こうの老人ホームに勤めており、慰い安あんに手品を披ひ露ろうしてもらいたい、ということらしい。

「ついでに、老人ホームで部の撮さつ影えい会もできる。さらに、昨日、教科書のことも言っていただろう？　姉も私も捨ててしまったが、そのＯＢに聞いてみたら、一年の教科書をまだ持っているらしい。君が慰安訪問してくれるなら、喜んで譲ゆずりたいと言っていた」

「え、え、え」

　願ってもない話に、早紀は目を丸くして驚おどろいた。次々と問題が解決する幸運に、信じられない思いでいると、一昨日おととい、古神子くんが握にぎってくれた右手がほんのりと温かくなった。

　──古神子くんが、勇気をくれたから……。

　ぎゅっと右手を握りしめると、早紀は改めて、古神子くんに感謝をしたのだった。







　教室に入ると、早紀に気付いた古神子くんが笑え顔がおで迎むかえてくれた。

「日ひ浦うらさん、その制服……」

　朝、会ったときは二ふたツ橋ばしのセーラーだったためか、古こ神か子ごくんはとても驚おどろいている。

「あのね、写真部の部長さんにもらったの。卒業したお姉さんの制服なのよ」

「ああ、そうか、それで急いでいたんだ」

　早さ紀きは、少し照れながら説明をした。古神子くんは、本当に嬉うれしそうにうなずいてくれた。

「そっか、うん、よかったね」

「あの、あのね……」

　制服や教科書のことが解決しただけではなかった。

「バイト、一つだけにすることになったの」

　早紀の想おもいを知った母は、疎そ遠えんになっていた親類に片かたっ端ぱしから電話をかけ電話口で頭を下げていた。そして負ふ債さい分と当面の生活費を親類から借り入れた。「もっと早くこうするべきだったのに。ごめんね、早紀に苦しい思いをさせていたこと、知らなくて」と、母は語った。

　生活は多少改善されたが、自分のカメラを購こう入にゆうしたいという思いがあったので、コンビニのアルバイトだけは続けることになった。

「そうだ、今度の日曜日には写真部の撮さつ影えい会に老人ホームへ行くの。写真部のＯＢさんが勤めていて、それで、手品を披ひ露ろうしてほしいんですって。もしかしたら、そこで教科書も譲ゆずってもらえるかもしれない」

「へえ、すごいね、よかったじゃない」

「芸は身を助く、ってやつかなぁ」

　あははと笑っていると、次々とクラスメイトたちが登校してきた。

「おはよう」

　笑え顔がおで早紀が挨あい拶さつをすると、

「おはよう……日ひ浦うらさん、制服……」

　と、応こたえがあった。

「これ、クラブの先せん輩ぱいのお姉さんの制服なの」

　にこりと笑むと、次々にクラスメイトたちが集まってきた。

「日浦さん、クラブに入ったんだ？　何部？」

「日浦さんって、背、高いよね。何センチ？」

「ねえねえ、手品がうまいって聞いたんだけど」

　濃のう紺こんの制服を着ていたときは遠巻きにしていたクラスメイトが、早紀の周囲に集まってくる。

　──制服が違ちがうだけ？

　早紀は自問した。そして、

　──ううん、違う。

　自答する。

　制服が違う、教科書がない、バイトに明け暮れている……そうやって、壁かべを築いていたのはほかでもない、早さ紀き自身だった。

　壁かべは、古こ神か子ごくんの温かい右手が溶とかしてしまった。だからもう、恐おそれるものはなにもない。胸を張って、進んでいけばいい。夢見ていた日々に向けて。

　その日の空は、どこまでも青く晴れ渡わたっていた。







「もう、いいんです」

　女性は、神かん呪のう屋やの扉とびらを開くやいなや、店の主あるじに向けて口を開いた。

「呪のろいを……やめてほしいんです」

「それは、どういうことでしょうか？」

「主人が……」

　退院することになった夫が、事故を起こした加害者も近々退院できそうだと聞いたときに、「よかった」と言ったのだ。自分はまったく悪くなく、一方的に事故に巻き込まれただけだったのに。それでも、相手の吉報に笑顔で応こたえたのだ。

「主人の笑う顔を見て、なんだか……人を憎にくむことが馬ば鹿か馬鹿しく思えて……そう思うと、私、なんて恐ろしいことを依い頼らいしてしまったのかしら、と……」

「そうですか、わかりました。それでは、あなたの呪いは解かい呪じゆしましょう」

　神呪屋の主は、呪いを引き受けたときと同じように、あっさりと承しよう諾だくした。

「あの……それで、私が呪った相手は？　無事なんでしょうか？」

　一度は呪うほど憎んだ相手だったけれど、今は心の底から無事であってほしいと、憎む気持ちは氷解してしまった。

「あなたは？　あなた自身に、報むくいはありましたか？」

「それは……夫が無事に退院できるのですから、私自身の不運なんて……」

　この店を訪おとずれてから自身に起きた、不自然なまでに連続した不運を思い起こした。包丁を取り落として足を切ったことからはじまり、なんの前まえ触ぶれもなく圧力鍋なべが壊こわれて爆ばく発はつし、火傷やけどをした。二階のベランダで布ふ団とんを干そうとしたときには、手すりが壊れて転落しそうになった。駅では、靴くつのヒールが折れてバランスを崩くずし、ホームから転落した。幸い、電車が入ってくる前に助けられたが。

　そして、自分に不運が起きれば起きるほど、相手を憎む気持ちも増し、同じように苦しんでいるかと思うと、般はん若にやのような顔で笑っていた。そんな日々を改めて振ふり返ると、なんて恐ろしいことをしていたんだろうかと、我がことながら背筋が寒くなった。

「今は……ただ、相手の方が幸せになれば、と……」

「では、そうあるように願いましょう」

　主の言葉に、はっとした。

「そう、そうですね……本当に」

　不幸を願えば願うほど、自分に起きた不幸を呪のろい、相手を憎にくむ。しかし、宥ゆう恕じよ、すなわち寛かん大だいな心をもって許すことで幸せを願ったとき、不思議と心も晴れてきたのだった。

　事故という不幸な出あいではあったけれど、それだけに、幸せになってほしいと願っている。それが手前勝手だと十分理解はしているけれど。

　女性は神かん呪のう屋やから出ると、一度だけ、黒い扉とびらに向かって頭を下げた。あれほど彼女を手招きしていた「呪」という文字が、今ではただの黒い模様にしか見えなかった。

　女性は面おもてを上げると、しっかりとした足取りで歩きはじめた。













　　　幕まく間あい







「優ゆう哉や！」

　父の大声が、びりびりと襖ふすまを震ふるわせた。

「なに？」

「なにが、なに？　だ。親おや父じの商売の邪じや魔まをするとは、どういう了りよう見けんだ。ああ？」

　なに、の部分は声変わりをしていない息子むすこの声真ま似ねをして裏声を出すという小こ技わざを駆く使しするあたり、本気で怒おこっていないらしい。

「なんのこと？」

「なんのこと、じゃねえ」

　優哉の父、夢ゆめ人ひとはぎりぎりと息子の首を絞しめにかかった。

「わ、わ、父さん、息子を殺す気？　ロープ！　ロープ！」

「ロープはない！　取り消しにきたからいいものを、肩かた代がわりしやがって！」

　やっと父が憤ふん慨がいしている理由が分かった。

「あれは、彼女が自分で呪のろいを払はらったんだよ」

「噓うそつけ。自分の幸運を分けてやったんだろうが」

　優ゆう哉やの首からやっと手を離はなすと、父は呆あきれた顔で息子むすこの顔を見下ろした。




　古こ神か子ご優哉の父、古神子夢ゆめ人ひとは十六年前、一人の女性と恋に落ちた。

　そして生まれた一人息子の優哉は、両親のもとですくすくと育った。

　けれど五年前。優哉の母は地上から姿を消した。

　優哉に、ひとつの奇き跡せきを残して。自分の「幸運」を他人に分け与あたえるという奇跡の力を。




「でもな、その力は……」

「分かってるよ、父さん。だから、そうむやみやたらと遣つかうわけじゃないよ。ただ……」

　ただ、優哉には見えてしまうのだ。人の、幸運と不運の天てん秤びんが。幸せな人は天秤が幸福側がわに、不幸せな人は天秤が不幸側に傾かたむいている。いつでもどこでも誰だれでも見えるわけではない。それでも一度見えてしまうと、勝手に身体からだが動いてしまう。

　そして、あの日見えた日ひ浦うら早さ紀きの天秤は、確かに不幸側に傾いていた。けれど彼女は、そんな不幸に負けず、がんばっていた。気がつくと、優哉は右手を差し出していた。

「なんていうか、こう、気がついたら手を握にぎってるっていうか……」

　優哉は確かに自分の幸運をわずかに早紀に分けたけれど、その幸運を使って自分の不運をはね除のけたのは、確かに早紀自身だった。

「そりゃな、お前みたいなガキだから許されることなんだ。俺なんかが、手を握りましょう、なんて言ったら、変態だぞ？　痴ち漢かんだぞ？」

「はいはい、そうだね」

　幼い外見のままの息子のことを父は気にも留めずに笑いのネタにした。

「せやけど、パパさんの言うとおりやで、ユーヤ」

　ぴょん、と白いネズミが飛び跳はねて優哉の肩かたに乗った。

「言うとおりって？　分かるように説明してよ」

　優哉は肩に乗っていた白い毛の塊かたまりをテーブルの上に移動させた。

「ユーヤは、おいらがなんでこの人間界に来たか、分かってないんか？」

「分かんない」

「おー、俺も分からんな」

　と、夢人も話に乗ってきた。

「パパさんまで！　ええでっか、おいらは、天てん雲うん界かいから遣つかわされたんでっせ？　天雲界から人間界に来るといえば、使命はただひとつ！」

　ぴょんぴょんと白いネズミはテーブルの上で興こう奮ふん気味に飛び跳ねた。

「人に幸福をもたらすってことや！」

「へー」

「ほー」

　優ゆう哉やと夢ゆめ人ひとは揃そろって感心してみせた。

「じゃあさ、誰だれかのところに行って、幸せにしてやれよ」

「俺、俺！　俺様を幸せにしてくれよ。宝くじをあてて、温泉をほりあてて、埋まい蔵ぞう金を……」

　好き勝手なことを言う古こ神か子ご親子に、白いネズミは呆あきれたように首を振ふった。

「それができれば苦労はせえへん」

「できないの？」

「できないのかよ！　こら、ただメシ食ってないで、俺を幸せにしやがれ！」

「おいらは、幸せでない人を、幸せにすることが使命なんや」

「なんだとー。俺だって不幸だ！　十分に不幸だ！」

「はいはい、分かったから」

　優哉は夢人をやんわりと押しとどめた。するとネズミは思い出したように口を開いた。

「せやから、学校っちゅうところで見た姉ちゃんを、って思っとったんや」

　どうやら日ひ浦うら早さ紀きのことを言っているようだった。

「けど、次におうたときには運が上向いてるし、おまけにもうちょっとで死ぬところやったわ」

　椅い子すに座った早紀にもう少しで潰つぶされるところだった、とネズミは訴うつたえた。

「まあまあ」

　優哉に宥なだめられて、ネズミはどうにか平静を取り戻もどしたようだった。

「それなら、どうしてこの家にいるの？　ほかへ行けば？」

「おいらは、すでにユーヤによって実体化させられたんや」

「僕が実体化させると、どうして他よ所そに行けないの？」

「つまり、おいらはユーヤに属しているんや」

「じゃあさ、当分うちにいるんだ？」

「……まあ、そういうことになるかもしれへんな。おいらとしては、さっさと使命を果たして天てん雲うん界かいに戻もどりたいところやけど……」

「それなら名前を決めないとね」

「おー、名前か。そうだな、白いからシロ……」

「パルミジャーノにしよう」

　父の言葉を遮さえぎって優哉は強引に決定した。ちょうど、夕飯はパスタにしようと思っていたところだった。オリーブオイルでニンニクをいためてトマトとあえたらパスタを投入して、たっぷりとパルミジャーノ・レジャーノをすり下ろす。

「おお、そりゃ美う味まそうでいいな」

　と、夢ゆめ人ひとも納なつ得とくをしている。

「パ、パルミ、ジャーノ？」

　納得できていないのは、当のパルミジャーノだった。

「長いなら、縮ちぢめてパルってのは？」

「いいな。じゃ、お前はこれからパルだ。本名、古こ神か子ごパルミジャーノ。通称パル」

「は、はあ……」

　今ひとつ納得できないものの、白いネズミ改め、パルは渋しぶ々しぶ、了りよう承しようした。

「よし。じゃあ、明日から我が家の留守を頼たのんだぞ」

「は、留守？」

　突とつ然ぜんなにを言い出すのか、と優ゆう哉やは父の顔を見た。

「優哉が学校に行っているあいだ、こいつだけになるだろ？」

「父さんは？」

「俺は、アレだ。厄やく払はらいだ」

「ええっ」

「ええって、お前、前から言ってただろ？」

「言ってない！」

　言ってなかった。

「そうだっけ？　ま、いいか。じゃ、明日からよろしくな。俺は罧ふし原はらに帰るから」

　罧原は神かん呪のう師しの故郷ともいえる場所だった。電車を乗り継ついで数時間の山やま間あいにある。

「ユーヤ、厄払いって……？」

「神呪師だからね。厄がたまるんだ。人を呪のろはば穴二つ、っていうだろ？」

「ははあ、なるほどねえ……で、どれくらいかかるんでっか？」

「そうだな、まあ、ちょっと向こうでのんびりしてくるから、一ヶ月か二ヶ月か……」

　むしろ、その期間に反応したのは優哉だった。

「ちょっと待ってよ。そのあいだ、店はどうするの？」

　繁はん盛じようはしていないが、繁盛していないだけに、たまの客は古神子家の大切な収入源だった。

「それなら大だい丈じよう夫ぶだ。聞いて驚おどろけ。今回は、俺のかわりに不ふ死し原はらの本家から助っ人がくる」

「えええええええっ」

「おお。驚いたか。うんうん、よしよし」

　夢ゆめ人ひとはしてやったり、という顔をしている。

「そりゃ驚くよ！　そんな大切なこと、どうしてもっと早く言ってくれないんだよ！」

「だから、言って……なかったっけ？」

「言ってない！」

　いつも唐とう突とつな父だった。
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　りんはホームに設置されているベンチに座り、行き交かう人々を観察していた。

　駅の構内に電車の到とう着ちやくを告げるアナウンスが響ひびいた。ほどなく電車がホームに滑すべり込み、扉とびらが開いた。扉が閉まります、という声に急せき立てられるように人々が乗り降りを終わらせると、扉は閉じて電車が動き出した。閑かん散さんとなったホームにまた一人二人と人がやってくる。

　──いったいどこから湧わいてくるのかしら。

　次から次へと人はやってくる。よく観察していたけれど、同じ顔をした人間が電車を降りて、また乗る、ということは今のところなかった。

　これだけの人の数を見たのは初めてだった。

　──なにを好きこのんで密集して住まわなくちゃいけないのかしら。

　忙せわしなく行き交う人の顔を見て、りんは呆あきれた。

　里からバスと電車に乗り、いくつもの山やま間あいと田園と街の風景を見送って、この街で降りた。

　人々は肩かたが触ふれ合うほどの距きよ離りに立ち、歩いているにもかかわらず、まるでそこに誰だれも存在しないように振ふる舞まっている。隣りん人じんとの関係が恐おそろしく希き薄はくだった。

　──変なの。

　りんが住んでいた里は、広大な敷しき地ちや田畑によって、民家と民家はかろうじて犬の鳴き声が聞こえてくる程度に離はなれていた。けれど、人と人の距離は近い。名前や歳としや家族構成まで、すべての人々が互たがいを知り尽つくしていた。よそ者が来ようものなら、すぐに分かる。里全体が、ひとつの家族といえた。それにひきかえ。

　──憎ぞう悪お、嫌けん悪お、嫉しつ妬と、諦てい観かん、無関心……。

　心の目を解放すると、人々の意識や感情が見える。りんの前を通り過ぎていくのは、そんな人たちばかり。まれに夢や希望に輝かがやいている人もいるけれど、他人についてはやはり無関心だった。

　──ふうん……。だからこそ、感情の持っていき場が必要なのね。

　そんなふうにりんが悟さとったとき、奇き妙みような感情を内に秘めた人間に気付いた。

　それは小学生くらいの男の子だった。真っ黒な髪かみにスポーティーな服を着こなし、迷いも焦あせりも翳かげりもない顔で立っている。男の子はりんにまったく気付いていないようだった。

　──あの子……。

　その顔をもう一度よく見ようとしたとき、男の子が肩かたからかけているワンショルダーのカバンがもぞもぞと動いた。ついで、白い毛の塊かたまりがぽこんと飛び出した。それに気付いた男の子は、慌あわてて白い塊かたまりをカバンのなかに力任せに押し込んだ。

　──なにかしら、あれ……。

　ペットだろうか、りんは不思議とその白い生き物に心を惹ひかれながら、男の子を見た。

　カバンに生き物を押し返す作業を二、三度繰くり返した後、男の子はホームの一カ所に視線を固定させた。

　男の子が見ていたのは、彼より少し年上の少女だった。行き交かう人々と同じ、感情のない顔で、じっとホームの下の線路をみつめている。不意に、

「貨物列車の通過にご注意ください」

　ホームにアナウンスが響ひびいた。その声にあわせるように、少女の足が、じわりとホームの端はしに近づいた。彼方から列車の音が近づいてくる。少女の身体からだがさらにホームの端に寄った。列車の音がぐんと大きく聞こえるようになった。少女の顔が列車の方向に向けられた。その顔は、列車の向こうにある何かを睨にらみつけるように強こわ張ばっていた。

　怒いかり、憎にくしみ、絶望、疲ひ労ろう、それらが混然一体となって少女を黒く蝕むしばんでいる。次の瞬しゆん間かん、

「あの、すみません」

　声が聞こえた。いつの間にか男の子はホームの端に立つ少女の隣となりにいた。

「明みよう神じん方面への快速は、このホームでいいんですか？」

　と声をかけた。少女は突とつ然ぜんの問いかけに、「え、ええ」と戸と惑まどいながら答えた。

「そうですか。待ちあわせをしているんですけど、来ないので間ま違ちがえたかなと思っていたんです。どうもありがとうございます」

　男の子は礼れい儀ぎ正しく答えると、明るい笑え顔がおを向けた。それから、意外な行動に出た。

「それでは、もう少し待ってみます」

　と言って、少女に手を差し出したのだ。

　──なあに？　なんのつもり？

　まるで握あく手しゆを求めているかのようだ。りんが目を見張っていると、少女も驚おどろいたようだった。

「あ、あの……」

　少女がわずかに後じさると、その脇わきを貨物列車が轟ごう音おんを響かせて通り過ぎた。

　男の子に話しかけられた少女は、男の子にくるりと背を向けると一目散に改札に向けて駆かけ出した。

　咄とつ嗟さに、りんも立ち上がった。

　何事に対しても無関心に通り過ぎていく人々のなかにあって、男の子の行動は不可思議な点が多々あった。どうして少女に歩み寄ったのか。少女になにを言ったのか。そして最大の謎なぞ、男の子は何な故ぜ、少女に右手を差し出したのか。

　そんな疑問が、りんの身体を突つき動かした。

　突然立ち上がったりんに男の子の視線が向けられ、一瞬、りんと視線が交差した。が、りんは男の子の視線を強引に無視すると、走り去る少女の後を追いかけた。

　男の子はなんのために少女にあのような行動を取ったのか。少女を知れば、その答えは分かるのだろうか。

　──あの男の子が、私のあうべき男の子なのだとしたら……知っておかないと！

　りんは少女を追いかけていた。







　改札を通ると、駅前はバスやタクシーが停とまれるロータリーになっていて、そこから大きな通りが正面と左右に伸のびていた。通りには巨きよ大だいなビルがにょきりと生え、ビルと道路のあいだを人々は忙せわしなく行き来していた。

　そうした人々から様々な感情が渦うずを巻いて押し寄せ、りんは眩暈めまいを起こしかけた。慌あわてて入力をカットすると、感情に替かわって騒そう音おんがりんを包み込んだ。駅前の広場に溢あふれていた車や人が生み出すざわめきに圧あつ倒とうされる。幾いく度どか目を瞬まばたかせると、人の波をかいくぐって走る少女の後ろ姿を認めた。

　りんは肩かたから斜めに提さげたカバンの紐ひもをぎゅっとたぐり寄せた。カバンには大切な鏡が入っている。肌はだ身み離はなさず持っておけと両親に言われたものだ。その言いつけを固く守っていた。りんは小さく顎あごを引くと、鏡を揺ゆらさないように気をつけながら、少女の後を追って駆かけ出した。

　追いついたと思うと引き離されてしまう。人、人、車、信号、そして巨大な建物がりんの行く手を阻はばむ。

　幾度目になるのか、またも少女の背中を見失ったとき、「りん」と自分の名を呼ぶ声に右手を見やった。

「こんなところでなにをしているの。塾じゆくの時間でしょう？」

　それは、眼鏡をかけた中年の女性だった。黒に近い灰色のスーツに身を包み、個性を殺したつもりだろうが、誰だれかを支配下に置こうとする強い意志が衣服を通して滲にじみ出ていた。

「お母さん……」

　呼びかけられたのも、それに応こたえたのも、りんではなかった。りんと同じ名に応えたのは、りんが追っていた、あの少女だった。少女に向かって中年の女性は、

「しっかりお勉強しないと、お友達はどんどん先へ行ってしまうわよ。後で悔くやんでも遅おそいの。今できることをしっかりやらないと将来できることなんかなにもないわよ」

「あのね……」

「なんのために塾にお金を払はらってるの？　ほらほら、早く行きなさい」

　少女の口が、あの、となにかを言いかけるのだけれど、有う無むを言わさぬ命令口調で、女性は言葉を重ねた。そして、言いたいことだけ言ってしまうと、「ちゃんと勉強しなさい」と捨すて台詞ぜりふを残して雑ざつ踏とうに消えていった。

　母の背を見送る少女の身体からだから、ゆらりと何かが立ち上のぼって、消えた。道行く人々には見えず、りんにだけ見えたそれは、やがて闇やみとなる可能性を十分に秘めた、黒い霧きりのようだった。

　──ふうん……。

　少女が、ほんの少しだけ異質な存在へと変化しつつあることをりんは理解した。

　母の背を長いこと見送っていた少女は、再び歩を進め出した。

　──もう少しだけ、つきあってみてもいいわね。

　少女に気付かれないように、りんもまた歩を進め出した。







　少女が向かったのは、大通りに沿って立つビルの裏側がわにある公園だった。立ち並ぶ樹木の大きさや数から、十反たんはありそうだと、りんは判断した。

　前を行く少女は、やがて公園のなかにある池に沿って歩き出した。淀よどんだ池は美しいとは言い難がたいが、小こ舟ぶねや小さな島があるなど、湖と呼べるほどの大きさがあった。りんは公園の広さを二十反以上あるかも、と訂てい正せいした。

　少女は何を考えているのか、俯うつむいたまま、ただ黙もく々もくと池に沿って歩いていた。そして、木々が鬱うつ蒼そうと生おい茂しげり、昼間であるにもかかわらず暗い森のなかのような場所で足を止めた。りんはすぐ後ろをついて歩いていたが、気付かれていない自信はあった。気配を消すなど、りんには造ぞう作さもないことだった。少女は数分のあいだ小島に視線を送っていた。水鳥がゆっくりと水面を泳ぎ、数隻せきの小舟があちこちに浮かんでいる。が、そうした光景を少女が見ているわけではないようだった。やがて、少女は池に向け足を進めた。

　木々は水面にまで枝を伸のばし、暗い影かげを落としている。影の落ちた場所は、濁にごってよくわからないが、二メートルの水深があるらしい。水面からにょっきりと生えた注意を促うながす看板に、水深二メートル遊泳禁止と書かれていたからだ。

　少女は一度足を止めると、りんと同じく、その看板に視線を送った。それから、じわり、と再び池に向けて足を動かした。ぱらりと砂じや利りが水面に落ちた。その背中から伝わってくる気配に、りんは少女がなにをしようとしているのか察した。

　──ああ、なるほど。飛び込むつもりなのね。

　駅のホームでも迫せまってくる貨物列車に飛び込もうとしていたのだと、りんは理解した。

　──じゃあ、あの男の子って、それを止めようとしたのかしら……。

　せめて飛び込むまでは邪じや魔まをせずにいようと、りんは気配を殺したまま立っていた。

　そのとき、りんが立つ小道の背後、林のように生い茂った木々のあいだから、場をわきまえない野鳥が愚おろかにも静せい寂じやくを破った。

　振ふり返った少女の瞳ひとみに、りんが映った。姿を見られては、気配を殺していても役に立たない。

「私のことは気にしないで。どうぞ、続けてください」

「わたしは、別に……そんな……」

　もごもごと少女は言い訳めいた言葉を呟つぶやいたけれど、りんにははっきりと聞き取れなかった。

　気まずい空気が二人のあいだに流れた。濁にごった水面を覗のぞき込んでいた少女の決意が削そがれたらしい。

　──やめちゃったのか……。

　闇やみになりかけた気を抱いだいたままでいられるより、いっそ飛び込んでくれたほうが浄じよう化かになる。

　闇、負、悪。呼び方は様々でも、人が持つ様々なマイナスの感情であることには変わりはない。本来、それは根ねの界かいに堕おちていき、浄化をされるはずのもの。

　──浄化しないといけない。なのに、あの男の子はそれを止めようとした……。

　そんなことを考えていると、少女は取り繕つくろうように、

「えと、あの……さ、探しものをしているの！」

　と口を開いた。

「ふうん」

　無感動に答えると、少女は小さく嘆たん息そくした。

　その嘆息に、救いを求めるような感情がわずかに込められていることをりんは感じた。

　辺りを見ると、すぐ近くにベンチがあった。りんの視線に、少女も気付いたようだった。

「ねえ、そこのベンチで少し話をしない？」

　小道に置かれたベンチに向かいながら誘さそう。

「わたし、鷺さぎ之の森もり凛りん。あなたは？」

　すとんと腰こしを下ろすと、凛は手足を伸のばした。

「私は……りん」

　りんの答えに、凛ははっと顔を上げた。

「そう、あなたもりんなの！　わたしは、にすいになべぶた、回るの下に示すの凛よ」

　期待に輝かがやく瞳ひとみで凛がりんを見ている。りんの答えを待っているようだった。

「私は……ひらがなで、りんよ」

「そっかあ、ひらがなかあ。いいわね、可愛かわいいわよね、ひらがなって雰ふん囲い気きが柔やわらかくて、書きやすいし、羨うらやましいなあ」

　同じ名前なのに漢字とひらがなというだけで、それほど羨せん望ぼうされるとは思わなかった。

「名前が簡単だと試験のとき自分の名前はちゃちゃっと書いて、すぐ問題に取り組めるでしょ。鷺之森は道路の路ろの下に鳥って書いて、之これと木が三つの森なの。この鷺って字も凛と同じで画数が多くて、小さく書かないと、名前の枠わくからはみ出そうになるのよね」

　よほどいつも考えていることなのか、一気に話した。それから、はぁと小さく嘆たん息そくした。

「どうして、こんな名前をつけたのかな」

「さあ」

　りんのすげない返事に、凛りんは話題を転じた。

「今日はね……お母さんの、誕たん生じよう日びなの」

「ふうん」

　他人の母親の誕生日など、まったく興味がない。

「勉強の合間に、これ、作ったのよ」

　それは花の刺し繡しゆうが施ほどこされたハンカチだった。

「でも、今日も仕事に出かけちゃった。今日中に渡わたさないと、意味ないのに……仕事に出ると、日付が変わるまで帰ってこられないの。せっかく作ってやったのに、さっきだって……」

　はあ、と凛は再び息を吐はいた。

「今日はね、模試だったの。さぼっちゃった」

「もし？」

「うん。模も擬ぎ試験。去年、私立の中学に入ったから高校まではエスカレーターなんだけど……お母さんが、やっぱり大学まである学校のほうがいいから、別の高校を受けたらって……言うだけなら、簡単よね」

　ちっ、と凛は舌打ちをした。その顔に、苛いら々いらと、憎ぞう悪おの表情が浮かんだ。

「勉強、勉強、勉強、勉強しなさい！　いつも、そう。この前も、わたしの本を勝手に捨てられたの」

「大切な……本？」

　りんの問いに、凛は一いつ瞬しゆん、顔を赤らめた。

「う……そ、そうよ。漫まん画がだったけど……でも、わたしには、大切な本だったの！　大切なものをなくす悔くやしさとか、悲しさとか……あの人は分からないのよ！　勉強しなさいって、ただ、そればっかり！　一生、あの人の言うことを聞いて勉強をしないといけないのかも」

「勉強、嫌きらいなんだ？」

　りんの問いに凛は鼻を鳴らして笑った。

「なんのために、誰だれのために、どれだけ、いつまで勉強しないといけないの？　勉強して、それがどれだけ役に立つの？　お母さんが望むから、お母さんの命令で、お母さんのために勉強しないといけないの？　ねえ、それならわたしはなんのために生まれてきたの？　なんのために生きているの？」

　凛がりんに答えを求めていないのは明らかだった。

「わたしね、けっこう成績はいいの。もちろん、すっごく努力はしてるのよ。でも、わたしの努力なんて関係ないの。あの人は、娘むすめの頭がいいことが自じ慢まんなの。わたしは、あの人のコレクションのひとつで、ご自慢のアクセサリーなのよ。綺き麗れいに輝かがやいていれば飾かざってもらえるけど、そうでなくなれば捨てられるの」

「ふーん……」

　娘むすめは頭がよくて、成績がいいことが自じ慢まんで、綺き麗れいに輝かがやいていれば飾かざってもらえる。

　その言葉が、りんの脳裏でリフレインし、次し第だいに別の言葉に変化していった。

『あの歳としで、あれだけの術を使えるとは。あの子は才能がある』

『素す晴ばらしい力だ。将来が楽しみだ』

『一族の誇ほこり、里の宝』

　いい加減、辟へき易えきしていた。

　里にいる限り、りんはその力を通してしか存在を見てもらえない。誰だれもが、りんは特別な存在として扱あつかった。それはすべて、りんに特別な力があるから。

　罧ふし原はらの里と同じ音を持つ不ふ死し原はら家は、代々優すぐれた神かん呪のう師しを輩はい出しゆつしてきた。その業は、不死の原にも立つほどと言わしめたほど。それ故ゆえに、不死原という姓せいを戴いただいていた。その不死原家のなかでも、まれに見る能力者、それがりんだった。

　けれど。凛りんが続けた。

「でもね、勉強だけがすべてじゃないはずなのよ！　今しかできないこととか、今やっておかないといけないこととか……いっぱいあるはずよ」

　けれど凛の口から具体的な言葉は出てこない。

　──私は？

　自分に問うたとき、答えはすぐに出る。

　──私は凛とは違ちがう！　私は私自身、立派な神呪師になることを望んでいる。だから、この街に来た。

　一族の誰だれかを派は遣けんしてほしいという要よう請せいが里にあった。それは、一族の鼻つまみ者、落ちこぼれの家からだった。たとえそれが落ちこぼれの家であっても、落ちこぼれであるからこそ、一族を代表する神呪師として、彼らを矯きよう正せいすることが役目だと思った。

　でも。

「お母さんにとって、子供はわたしでなくてもいいのよ。ただ、成績がよくって、言うことを聞いてくれる子だったら、別に、わたしである必要はないの。だから、だから……」

　神呪師の才能があれば、りんである必要はない。

　──才能だけを評価されて、個人の存在を認めてもらえない……。

　だから、と言うと、凛は池に視線を向けたまま、しばらく口を閉ざしていた。そして、

「……だから、わたしである必要がないのなら、消えてやるって思ったの」

　それで、電車や池に飛び込もうとしていたのか、とりんはうなずいた。

　──私……不死原りんである必要……。

　一族の誇りと言われて、それに応こたえるために懸けん命めいに努力をした。それは、自分で望んだ「立派な神かん呪のう師しになる」という夢を実現するためだった。

　けれど、努力をすればするほど、りん個人よりもその神呪師としての力が際きわ立だってしまった。

　──私は……凛りんと……。

　違ちがう、と否定した凛との距きよ離りがどんどん縮ちぢまっていく。

　罧ふし原はらの里にとって、子供はりんでなくてもいい。ただ神呪師の力に優すぐれ、里の人の期待に応こたえるよい子であれば、不ふ死し原はらりんである必要はない。

　もしも、りんに神呪師の才能がなかったら。

　もしも、りんよりも優ゆう秀しゆうな神呪師がいたとすれば。

　周囲の扱あつかいはどう変わっていただろうか。

　──里が欲しているのは里一番の神呪師であって、私である必要はない……？

　では、不死原りんという存在は、なんのためにあるのか。

　──私は、不死原りん……神呪師であると同時に……

　違う、と考え直す。

　──神呪師である前に、不死原りんという存在……。

　自分の命を賭とすほど、存在を認めてもらいたいと願う凛の気持ちが、その瞬しゆん間かん、痛いほど分かった。

「そんなに……憎にくいんだ？」

　りんが問うと、凛ははっきりとうなずいた。

「だって母親なのよ？　なのに娘むすめのことを認めないなんて。じゃあ、わたしは誰だれに認めてもらえばいいの？　嫌きらい。嫌いよ、あんな人！　わたしが死ぬのは、あの人のせいよ！　自殺なんかじゃないわ！　あの人に殺されるの！　そうよ、わたしは一度だって生きてたことはないわ。ずっと死んでるようなものなのよ。だから、死んでやるの。そうしたら、あの人は殺人犯よ。ざまあみろ、って叫さけんでやるわ！」

　凛の身体からだから、黒い霧きりが立ち上のぼった。それは今にも実体化するのではないかと思えるほど、はっきりとした形を持っていた。

　──憎しみの感情に蝕むしばまれている……。

　それは放置していては危険なレベルの、負の感情だった。

　人は感情の生き物だ。喜び怒いかり憎しみ悲しみ、愛しながら生きている。かつて、それらの感情は天と地へ還かん元げんされていた。天へ上のぼった善の感情は天から大地に生きる人々へ降り注ぎ、負の感情は地底で浄じよう化かされてから地上へと循じゆん環かんされていた。けれど、徐じよ々じよに天は遠ざかり、地底は扉とびらを閉ざしてしまった。善の感情は人々に伝でん播ぱされることなく立ち消え、負の感情は地上に留とどまり続けている。

　だから、地底に通じる穴のある罧原の里人には、人々の負の感情を地底に送るための力、すなわち神呪の力があるのだと、りんは教わってきた。

「呪のろい屋やがあるの」

　不意に、凛りんが発した呪い屋という言葉に、りんは意識を凛に戻もどした。

「神の呪いって書いているお店で、塾じゆくをさぼって街を歩いていたときにみつけたの。あ、塾をさぼってたって、内ない緒しよね。神の呪いって、格好いいと思わない？　万よろず呪い事引き受けますって旗がふざけてるけど、呪ってくれるって、本当なのかな」

　──神かん呪のうの文字が見えた……。

　神呪師という生なり業わいは、その特とく殊しゆ性故ゆえに、誰だれにでも知られているものではなかった。真に呪う心のある者にだけ、その文字は見える。呪う心のない者には、神呪の文字を見ることはできない。それが、神呪師という存在だった。

「……本当、だったら？」

　りんは囁ささやくような声で、凛に尋たずねた。肩かたから提さげたカバンをぎゅっと抱だき寄せた。

「もちろん、呪ってもらうわ。あの女を」

「……報むくいがあっても？」

「報いって？」

「人を呪って不幸せにするってことは、自分も不幸せになるってこと」

「ああ、そんなこと！」

　はん、と凛は鼻で笑った。

「今のままでも十分、不幸せよ。あの女が不幸せになれば胸がすっとするに違ちがいないわ。いい気味よ。そうすれば、どんなに不幸せな目にあったって、幸せな気持ちになれるわ」

　凛は立ち上がると、足元にあった小石を拾い、池に向かって思い切り投げた。水面にぽちゃんと波は紋もんが広がる。

「でも、きっと高いんでしょうね。お小こ遣づかいなんかじゃ足りないと思うわ」

「無料にしてあげましょうか？」

　神呪師は報ほう酬しゆうを受け取ることで、呪いはビジネスというスタンスを取っていた。そうでなければ、個人的な恨うらみに手を貸すだけになってしまうからだ。

　──これは、凛の恨みじゃない。

　りんは冷静に分ぶん析せきしていた。

　──ただ、認められたいだけ。それが、認められたい一心で、憎ぞう悪おしている。憎悪することで、自分の母親に、自分の気持ちを知ってもらおうとしている。でも、それでは駄だ目め。ただ、負の感情が増すだけ。

　だから、それを浄じよう化かするために呪いをかけるのだ。

　──呪うことで、凛の負の感情を浄化し、そして、凛の気持ちに凛のお母さんが気付いてくれればいい。

　おそらくは、凛自身さえ気付いていない、彼女の心の内を、りんはそう分析していた。

　──そうよ。私は、神かん呪のう師しになるために、努力をしてきた。それは、神呪師としての使命を果たすため。神呪師の使命は、負の感情を浄じよう化かすること。だから、これは正しいこと。本来、神呪師の目的は、金銭にだけあるものではないはずだもの。

　りんの申し出に、池を見ていた凛りんは「え」と振ふり返った。

「どういうこと？」

「私が、神呪屋の神呪師なの」

　この街に代理で派は遣けんされた神呪師、それがりん。

「でも……りんちゃんって、何年生？」

「五年生」

　この春、五年生に進級した。この街でも近くの小学校に転入することになっている。問われたので素す直なおに答えたのだが、凛はぷっと吹ふき出した。

「五年生って……子供じゃないの」

　小こ馬ば鹿かにしたような凛の物言いに、あなたもね、という言葉が喉のどまで出かかった。

「歳としは関係ないわ。この街の神呪師が厄やく払はらいのために休業しているあいだ、私が代理で神呪師を引き受けたの」

　そう答えると、りんはカバンから鏡を取り出した。青銅でできた鏡はガラスでできた鏡のように美しく姿を映すことはない。あくまで呪じゆ術じゆつのための道具だった。代々の神呪師に伝えられてきた銅鏡は、長い長い時を刻んでいた。それだけに、禍まが々まがしさには磨みがきがかかっていた。

　りんの神呪師の説明と取り出した銅鏡に、凛は小馬鹿にしたような表情を一変させた。そしてベンチに座るりんの隣となりに真しん剣けんな表情で戻もどり、腰こしを下ろした。

「……本当に、そんなことが……できるの？」

　凛の問いに、りんはこくりとうなずいた。

「あなたの憎にくしみにふさわしい呪のろいを。ただし、ふさわしい報むくいが訪おとずれることになる」

「かまわない！」

　凛はきっぱりと答えた。

「では、この鏡の縁ふちを握にぎって。鏡に向かって、あなたの呪いたい相手を思い浮かべて」

　凛はうなずくと、りんが差し出した鏡の縁に指をかけた。鏡を握った凛の指に、細かい傷がたくさんついていた。りんはかすかに目を細め、無視をした。呪いには関係がない。

　普ふ通つうの人には、ただの青銅の円えん盤ばんにしか見えないけれど、りんにははっきりと凛が呪う相手の姿が見えた。街で見かけた眼鏡の女性、凛の母親。

「あの女は、わたし自身じゃなくて、成績が自じ慢まんなのよ」

『あの子は、素す晴ばらしい才能がある、里の宝だ』

「あの女の言うとおり受験して、生きていかないといけないんだわ」

『あの子は私たちの期待通り、素す晴ばらしい神呪師になるだろう』

「成績が悪ければ、生きていく価値がないのよ」

『能力がなければ、存在を認めてもらえないの？』

「凛りん、勉強はしてるの？」

『りん、修しゆ行ぎようはしてるの？』

「凛、あれをしなさい、これはしてはいけません」

『りん、あれをしなさい、これはしてはいけません』

「いつもいつも、うるさいのよ」

　──いつもいつも、うるさい。

　凛が母から受ける期待や圧力は、りんが里の人々から受ける期待や羨せん望ぼうと同じだった。

　同じ名前を持つ少女の呪じゆ詛そが、りん自身に囁ささやきかける。

「あんな女、呪われてしまえばいいんだ──死んじゃえばいいのよ！」

　──呪われてしまえば、いいのよ。

　そうして、銅鏡に映し出された女性に、凛の呪のろいはかけられた。







　大切な鏡の入ったカバンを斜ななめにかけると、りんはメモを片手に街を彷徨さまよい歩いていた。

　──ここが栄さかえ町二丁目……さっきのところが西にし池いけ原はら町三丁目……？

　凛と別れたりんは、目的地を目指して歩いていた。はたして自分の行きたい場所は近づいているのか遠ざかっているのかも分からない。疲つかれてお腹なかも減ってきたところで、道沿いに店てん舗ぽを発見した。

　店の名前はよく分からないけれど、これが都会にある「コンビニ」という類たぐいの店であるらしいということは、りんにも分かった。ちらりと店の外から店内を覗のぞいてみると、商品がたくさん並んだ棚たなが目に入った。

　雑ざつ誌しにパンやジュース、それにお菓か子しの数々に目を奪うばわれる。誘さそわれるように、りんはふらふらと店の入り口に近寄った。突とつ然ぜん扉とびらが勝手に開き、りんはびくりと身を硬かたくした。

「いらっしゃいませー」

　元気な女性の声が聞こえた。見ると、店員らしいお姉さんがりんに向かってにこりと笑えみを送ってきた。どう対応すればいいのか分からない。お邪じや魔ましますとか、こんにちはと挨あい拶さつすべきなのか。

　口を開きかけると、お姉さんは何を思ったのか、両手のひらをりんに向けた。そして、くるりと手首を一回転させた。と、先ほどまでなかった短い杖つえがお姉さんの手のなかに現れた。

　──なに？　魔ま法ほう？

　なにが起こるのかと、視線を釘くぎ付づけにしていると、お姉さんは杖を一ひと振ふりした。すると、杖の先からぽん、と鮮あざやかな花が現れた。

　──ふわわ……！

　お姉さんは杖つえの先に咲いた花を抜ぬき取ると、膝ひざを屈かがめながらりんに差し出した。

「はい、こんにちは」

「あの……」

　と口を開くと、お姉さんは「ん？」と、りんと同じ目線にまで膝を曲げた。

「何か探しもの？」

　喉のどはからからで、お腹なかも空いている。でも様々なパッケージのお菓か子しにも興味をそそられた。と、それを全身で訴うつたえるように、りんのお腹が「ぐうぅ」と鳴った。

「あらら、食べるものね？」

　お姉さんはパンがたくさん陳ちん列れつされている棚たなを指さした。

「あそこで、好きなのを選んで、ここまで持ってきてね」

　なるほど、そういう仕組みなのかと、りんはうなずいた。早さつ速そく、パンの棚に足を運ぶと、背後で扉とびらの開く音と「いらっしゃいませ」という声が聞こえた。続いて、

「古こ神か子ごくん、藤ふじ崎さきくん、こんにちは」

「こんにちは、日ひ浦うらさん」

「おっす」

　そんな会話が聞こえてきた。棚越ごしにそっと覗のぞくと、駅のホームで見かけた男の子が、背の高い男の人と一いつ緒しよに店に入ってきた。三人は親しそうに会話を続けていた。

「今日もカラオケ？」

「いんや、こいつの連れを探してるんだ。駅からずっと、歩きづめ」

　りんは気付かなかったが、いま喋しやべっている背の高い男の人もあの男の子の近くにいたらしい。

「あら、人探し？」

「うん。駅で待ち合わせをしていたんだけど、あえなくって」

「たいへんじゃない。駅で待ってなくていいの？」

「ずいぶん待ってたんだけど、もしかして行き違ちがいになったかもしれなくて……駅のほうは掲けい示じ板に伝言をしておいて、街を探してたんだ。まあ、そのうちに見つかると思う」

　と、男の子は笑っている。

　──いつも笑っているのかしら。

　ホームでも、笑っていた。どうして、そんなに笑っていられるのだろうか。

　そんなことを考えていると、

「ちょっと買い出しさせてくれよ。探し回って疲つかれちまった」

「どうぞどうぞ、お客様」

　男の子と男の人は、店員のお姉さんとの会話を切り上げると、りんの近くの飲み物のケースの前に歩いてきた。りんはなんとなく、パンの棚で身を隠かくした。

「そういやさ、優ゆう哉や」

　と、ケースの前で背の高い男の人のほうが男の子に小声で話しかけた。どうやら、お姉さんに聞かれたくない内容らしい。けれど、棚たなの後ろに立っているりんには丸聞こえだった。

「駅で女の子の手を握にぎろうとしただろう」

　その会話に、りんは身体からだを硬かたくして、耳を澄すませた。

「ああ、うん、まあ」

　男の子が肯こう定ていすると、男の人は「お前なぁ」と、呆あきれたような声をあげた。

「日ひ浦うらのときは分かるとして、駅のあの子、知り合いなのか？　目についた人間、全員の手を握って、どうするんだよ」

「そう言われても、見えちゃったら……」

「天てん秤びんか？」

「うん、そう。あの子の天秤が不幸に傾かたむきかけてたんで、つい……」

　──天秤……？

　りんは駅でのことを思い出した。近づいてくる貨物列車、ホームの端はしににじり寄る凛りん。あのとき男の子がいなければ凛は列車に飛び込んでいたかもしれない。

　──天秤が不幸に傾くって、そのこと……？

　それにしても、自殺未み遂すいと手を握ることの関連が分からないでいると、

「そりゃ、お前の右手には幸運を分け与あたえる力があるんだろうけど……無限じゃないんだろ？　自分の幸運を見ず知らずの他人にほいほいやってると、いつかお前自身が……」

　──他人に、自分の幸運を分け与える？

　男の人の言葉に、りんは驚きよう愕がくした。

　りんたち神かん呪のう師しは人を呪のろい、不幸にする力がある。人を幸せにする力があるとすれば、それは神呪師の対極に位置することになる。

　──でも……。

　人は感情の生き物で、嫌きらったり憎にくんだりする以上、その負の感情を浄じよう化かする必要がある。しかし人を幸せにすることができれば、そもそも人は負の感情を発生することはないのだろうか。いや、どんなに幸福な人でも負の感情は発生する。なぜなら人の欲望に限りはないからだ。

　──それでも……。

　人を幸福にすることで負の感情を発生させないとすれば、神呪師の存在は必要なのだろうか。

　そっと棚の陰かげから飲み物のケースを覗のぞくと、男の子が肩かたからかけているカバンから、白い生き物の一部が見えた。

　──あ。あれは……。

　奇き妙みように心を惹ひかれる、その白い生き物は鼻と思われる部分をカバンから突つき出して、ふんふんとひくつかせている。まるで店内にある異質な匂においを嗅かぎ取ろうとしているかのように。

　そんな生き物の行動に気付いたのか、男の子はカバンを動かすと、白い毛玉の塊かたまりのような生き物をカバンの奥に押し込んだ。

　──あれ、なんなのかしら？

　そんなことを考えていると、男の子と男の人は、ケースからお茶とコーラを取り出してお姉さんのところまで戻もどっていった。

「そうそう、探している人って、どんな人？　さしつかえなければ教えてよ」

　お姉さんが聞くと、男の人は呆あきれたように肩かたをすくめた。

「それがさ、こいつ、名前しか聞いてないって言うんだ」

「え？　でも、街を探してたんでしょう？」

「ちょっと気になる子を駅で見かけたんで、もしかしたら、その子かもしれないと思って……」

「で、ちなみに、その気になる子って、どんな子？」

　お姉さんが重ねて聞くと、男の子は渋しぶ々しぶといった風に答えた。

「十歳さいくらいの髪かみの長い女の子で、カバンを斜ななめに引っかけて、若草色の上うわ衣ぎを着た……」

　男の子の言葉に、お姉さんはぱちりと瞬まばたきをした。そして、少しだけ顔を動かし、

「それって……」

　と、視線を一点に向けた。つられて、男の子と男の人がお姉さんの視線の先に顔を向けた。

　三人の視線の先に、りんが立っていた。




　店の表にりんたちは場所を移動させた。

「それで、あの……君が、罧ふし原はらの里の……？」

　と、男の子は恐おそる恐る訊きいてきた。

「そうよ」

　りんが簡潔に答えると、男の子の隣となりに立っていた男の人がりんを見下ろしながら、

「なんだよ、ガキじゃないか」

　と不ぶ躾しつけな言葉を投げかけてきた。

「人のことをいきなり子供扱あつかいするあなたのほうが子供じゃなくて」

「いや、だって、本当に子供だろう、あんた……」

　男の人はたじろぎながら言い訳をした。

「はは、僕たちが悪いよ、我が王おう」

「ていうか、お前の親おや父じさんが、はっきり言っておかなかったから悪いんだろう」

　──それは、古こ神か子ご夢ゆめ人ひとのことね。

　罧原の里でも、古神子夢人という神かん呪のう師の名前は有名だった。悪名のほうでだが。曰いわく、勝手に里を出ていき、勝手に神呪師として活動し、勝手にどこの誰だれとも知れぬ女と子供をつくり、気がむいたときだけ里に帰ってくる。それでも、神呪師としての才能はそれなりにある。それに引き替かえ、息子むすこにはさっぱり才能がない。

　──こんな子に、人を幸福にする力なんてあるの……？

　半信半疑のまま、りんは改めて男の子を観察した。彼から感じる感情にはどこも濁にごったものがない。そんな人間は初めてだった。

　そして、ずっと気になっていたこと。

「あなた、本当に古こ神か子ご優ゆう哉や？」

　りんが聞いていた情報では、古神子優哉は古神子夢ゆめ人ひとの息子で、現在十五歳さいの高校一年生のはずだった。けれど、目の前に立っているのは自分と同い年くらいの男の子だ。

「うん、僕が古神子優哉だよ」

　にっこりと笑え顔がおで答える古神子優哉に、りんは憤いきどおりを感じた。

　──高校生って、大人と同じじゃないの。それなのに、こんな……私と同じくらいの顔で、のほほんと笑って。私は、神かん呪のう師しになるための修しゆ行ぎようをしてきたのに。なんなの、こいつ！

　神呪師の息子でありながら、神呪師の素養の欠片かけらもないなんて。子供の顔で、暢のん気きに笑っている場合じゃないはずなのに。

「じゃあ、最初に、はっきりさせておきましょう」

「は、はい？」

　りんは、優哉に向けてぴしりと指を突つきつけた。
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「私が神かん呪のう師しとして派は遣けんされた以上、あなたにも立派な神呪師になってもらいます」

「え、え？　それって、どういう……」

「これからは、私が師で、あなたが弟で子しっていうことよ」

「え、ええと……」

　優ゆう哉やはりんの勢いにたじろぎながら、

「お手て柔やわらかに」

　と答えていた。







「俺、本屋に寄っていくよ」

　古こ神か子ご家に向かうことになった優哉とりんに、優哉と一いつ緒しよにいた男の人、我が王おうが言うと、

「じゃあ、そこまで一いつ緒しよに行こう」

　優哉が答え、りんを先導して二人は歩き出した。

　道々、優哉はりんに説明をしてくれた。

「家は、大通りの向こうにあるんだ。もう少し歩くけど、大だい丈じよう夫ぶ？」

　りんがうなずくと、優哉は説明を続けた。

「父さんが帰ってくるのに一ヶ月はかかると思うけど、そのあいだのことは聞いてる？」

　そのあいだに、三人は優哉の説明通り、駅前から続く大きな通りに出た。通りの交差点で信号待ちをしながら、りんは優哉の問いに答えた。

「こっちの学校に転校してくる手続きはもう済ませてある」

　週が明けたら、新しい学校へ行く。それから、古神子優哉に神呪師の修しゆ行ぎようをさせながら、求めに応じて神呪師の役目を果たす。それが、りんがこの街ですることだった。

「じゃあ、学校も案内しておかないと……」

　言いかけて、優哉は言葉を切って、一点に視線を向けた。

　優哉の視線は、通りを行き交かう人々のなかで立ち止まって携けい帯たい電話で通話をしている女性に向けられていた。

　──あの人は……。

　その顔には見覚えがあった。

　銅鏡に映し出された女性の顔。凛りんの母親。そして、りんが呪のろった相手。

「優哉、どうかしたのか？」

　我王が問いかけると、

「あの人……変だ」

　それはそうだろう、とりんはむしろ胸を張りたい気分だった。

「そうよ」

　りんの言葉に、優ゆう哉やは「えっ」と顔を向けた。

「あの人、私が呪のろいをかけたのよ」

「呪いを……」

「変も何もないでしょう。これが、神かん呪のう師しの役目なのだから。これで、あの人は呪いを受ける。それによって、呪った相手の負の感情は浄じよう化かされるのよ」

　きっぱりとりんは答えた。

「でも」

　それでも優哉は引き下がらない。

「あなたも神呪師の息子むすこなら」

「かかりすぎてるんじゃない？」

　りんの言葉を遮さえぎって、優哉は答えながら視線を再び女性に向けた。

「え？」

　慌あわてて、りんは女性の様子を見た。

「あれは……」

　恨うらみ事ごとを買って神呪師に呪われた者には、神呪師にだけ見える、ある特とく徴ちようがあった。それは、呪いをかけた神呪師によって様々な形をしていた。時に鎌かまを持った死に神の影かげであったり、ただの黒い影であったり、骸むくろの首輪であったりした。りんの場合は、恨うらみがこめられた宝石が輝かがやく、美しくもおぞましい宝ほう冠かんであった。

　彼女の頭に宝冠があることは分かっていた。ほかならぬりんが呪いをかけたからだ。しかし、問題はその宝冠に飾かざられている宝石の大きさにあった。

　──大きすぎる……。

　肉親の情のもつれほど、憎ぞう悪おの激しいものはない。けれど、凛りんの恨みは女性が戴いただいている宝石の輝きほどの恨みだっただろうか。優すぐれた神呪師であればこそ、呪う人の恨みの深さも分かる。

　──違ちがう！　凛の呪いは、そんなものではなかった。

　ならば、りんが女性にかけた呪いは、正しい呪いではない。

「そんな……」

　戸と惑まどい、焦あせり、そんな感情が湧わき出る。

「なんだ、お前、失敗したのか？」

　ずけずけと、我が王おうが言い放つ。

「な、なにを……！」

　その容よう赦しやのない言葉に、ますますりんは慌あわててしまう。

「なんとかしないとね」

　りんの過あやまちを叱しかるでもなく、優哉は静かに口を開いた。その優哉の言葉で、やっとりんは自分の為なすべきことに思い至った。

　──なんとか……そうよ、解かい呪じゆすれば……。

「あの子……凛りんを探さないと」

「は？　りんって、お前のことだろ？」

　我が王おうはぼけたことを言う。しかし、優ゆう哉やは瞬しゆん時じに理解したようだった。

「それが、あの人に呪のろいをかけた人の名前？　その子の連れん絡らく先とか、聞いてる？」

　丁てい寧ねいな問いかけが、まるで駄だ々だをこねる子供を諭さとしているかのようだ。

　──な、なによ！

　これでは、まるでりんに落ち度があったかのようではないか。

　そんなりんの気持ちも知らずに、我王は暢のん気きに口を挟はさんだ。

「でもさ、呪われるほうにも理由があるんだろう？」

「あの人……呪った、凛の……鷺さぎ之の森もり凛の母親なの」

「母親？　娘むすめが自分の親を呪ったのか？」

　うーんと我王は唸うなって黙だまり込んでしまった。

　信号が三回変わっても、女性は携けい帯たい電話で話を続けていた。どうやら、切せつ迫ぱくした話であるらしいことは、彼女の表情や身み振ぶりで分かった。

「なんか、やばいことになってそうだな。これもあれか、呪いってやつか？」

　我王は女性の姿を見て、肩かたをすくめている。

　携帯電話に話しかける女性の声は、次し第だいに大きくなり、周囲にも聞こえるほどになった。

「……ですから！　はい……はい、もちろんで……はい、こちらとしましても、一層の努力をいたしまして……え？　はい、それは、きちんと仕事をしているつもりで……いえ、そんなことは決して……」

　携帯にしがみつくようにして、懸けん命めいに説明をしている。何度も頭を下げる。やっと電話が終わったかと思われた、その瞬しゆん間かん。

　──あっ！

　女性の頭上の宝ほう冠かんが黒い輝かがやきを放った。

「……ああっ！」

　女性の悲鳴じみた声が路上に響ひびいた。頭を下げていた女性のカバンから書類が落ち、風に舞まって次々と飛んでいく。

『わたしの本を捨てられたの。大切なものをなくす悔くやしさや悲しさがわからないのよ』

　凛りんの言葉がリフレインする。

　──凛の……呪い？

　恨うらみを買えば、呪いとなってその人に返る。因果は、巡めぐる。

　りんの耳に、女性の悲痛な叫さけびが届いてきた。

「待って！　待って！」

　女性は、懸けん命めいに書類を集めようとする。その様は、見ていて痛々しいほどだった。

「僕たちも手伝おう」

　飛び出そうとした優ゆう哉やを、りんは慌あわてて引き留とめた。

「あれは凛りんの呪のろいだから……あの人は、凛にそれだけ恨うらまれているのだから、だから……」

「でも……」

「あれは……あれは、呪いなのよ！」

　自分に言い聞かせるように、りんは叫さけんだ。

　そんなりんの叫びをかき消すように、クラクションが鳴り響ひびいた。

「あっぶねえ」

　女性を見ていた我王がほっと胸を撫なで下ろしている。振ふり返ると、女性は書類を追って道路に飛び出していた。その脇わきを、車がびゅんびゅんと通り過ぎていく。クラクションや怒ど号ごうが、女性を責め立てている。

「おいおい、やばいんじゃないのか、あの呪い。日ひ浦うらのときみたいだな」

　日浦ってさっきの店のお姉さんのことだろうか、と一方で思いながら、もう一方では、凛がりんに呪いを依い頼らいしたときのことを思い出していた。

『死んでしまえ』

　──凛は、そう言った……自分の、母の死を、強く願って……。

　ぞっとした。

　凛の『死んでしまえ』という言葉が額面通りに呪いとしてかかってしまっていれば。

　──だから、あれほど呪いの宝ほう冠かんが大きく……。

　凛の母の宝冠をみつめる。

「危ねえなあ……おい、そのガキ、どうした？」

「りんちゃん？」

「あの人……死ぬかも……」

「えっ？」

　りんの言葉に優哉は驚おどろき、女性を振ふり返った。

「確かに、あの人の天てん秤びんは……」

「おいおい、マジかよ？　それって、その凛とかって子供の呪いのせいでか？」

　こくりとりんはうなずいた。

「まずいんじゃないのか、それ──あ、行っちまうぞ」

　歩道に戻もどった女性は大きなため息をひとつついてから、歩き出した。

「おい、どうする？」

「追いかけないと……僕たちは、鷺さぎ之の森もりさんを探す」

「じゃあ、俺は後をつける。その凛りんとかをみつけたら連れん絡らくしてくれ」

　我が王おうが母親を追って歩き出すと、優ゆう哉やはカバンをりんに押しつけた。

「りんちゃんは携けい帯たい、持ってる？」

　優哉の問いにりんは首を横に振ふった。携帯電話の存在は知っていたが、持ち合わせていなかった。罧ふし原はらでは携帯の電波が通じないこともあるけれど、村人全員が知り合いのような状じよう況きようで、メールや電話はあまり必要性がなかった。

「それが僕を探せる。鷺さぎ之の森もりさんをみつけたら、それに聞いて僕たちと合流して」

　それというのは何度か目にした白い毛玉の塊かたまりのような生き物のことだろう。

「白い生き物？」

「どうして知っているの？」

　りんの言葉に優哉が驚おどろいた。

「顔、出してた」

　その答えに、優哉は「あちゃー」という表情をつくった。

「外では姿を見せないようにって言い聞かせていたのに……そいつの名前、パルっていうんだ」

　よくは分からないが、よほど頭のいい生き物らしい。

「あなたが先に凛をみつけたら、私はどうやってそれを知ることができるの？」

「僕が、そいつに報しらせる」

　どうやって、とは聞かないことにした。罧原の里で生まれ育ち、神かん呪のう師しとして育ったりんとしては、「そういうこともできるのだろう」くらいにしか思わなかったからだった。

「気をつけてね」

　優哉の気き遣づかいの言葉に、

「馬ば鹿かにしないで」

　と答えて背を向けた。

　そうして、優哉と別れたりんは初めての街で、たった一人で人探しをすることとなった。







　とりあえず、凛と別れた公園まで戻もどってみた。二人で話をした池のほとりのベンチの前まで戻ると、ぐるりと辺りを見回してみる。

「いるわけない、か……」

　ここで別れてから、もうすでに数時間が経過している。同じ場所でうだうだと悩なやんでいるとは限らない。最悪なのは、りんに呪のろいを依い頼らいした後、この池に飛び込んで命を絶ってしまったという可能性だ。絶対にないとはいえない可能性に、そっと池の縁ふちまで近づいてみる。と、

「危ないで、お嬢じようちゃん」

　という声が聞こえた。突とつ然ぜん聞こえてきたというよりも、あまりにも近くで聞こえたことに、りんは驚おどろいた。こんな近くまで人が来たことに気付かないはずがないからだ。

　いったいどんな人が、と確かめるために後ろを振ふり返った。

「ここや、ここ。ここにおるで」

　また、すぐ近くで聞こえた。同時に、肩かたからかけていたカバンが、もぞもぞと動いた。そして、そこから白い毛玉の塊かたまりが顔を出した。

「……パル？」

　と、優ゆう哉やは言っていた。

「はいな」

　と、白い毛玉が答えた。

　──毛玉が……ネズミみたいな生き物が、人間の言葉を喋しやべっている……。

　これはいったいどんな神かん呪のう師しの技わざなのだろうか。いや、もしかすると別の異能の人々の能力が生み出したものなのか。そんな技のこと、罧ふし原はらの里では誰だれも教えてはくれなかったが。

「なあ、お嬢じようちゃん。お嬢ちゃんも根ねの界かいの関係者かいな？」

　パルの言葉にりんは身体からだを硬かたくした。

　──どうして、そのことを……。

　罧原の里には根の界に続く穴がある。それゆえ罧原の里人は根の界に人々の負の感情を送り届ける神呪師となるのだ。が、根の界の存在は神呪師以外には知られてはならない秘密だった。

「ああ、そう警けい戒かいせんといてえな。おいらは、あれや、天てん雲うん界かいの関係者なんや」

「天雲界……あなたが？」

　どう見ても怪あやしいネズミにしか見えない。カバンから身体を出すと、ネズミの背ににゅうっと羽が生えた。羽を羽ばたかせ、ネズミはぱたぱたとりんの目の高さで浮遊する。

　──ネズミが……飛んでる……。

　世にも希まれな空飛ぶネズミを目にしながら、りんは天雲界にまつわる伝承を思い出した。

　天雲界は根の界とは逆の世界だ。天にあって、天に昇のぼった善き感情を地上に降らす役目を負っていた。が、根の界に通じる門のほとんどが閉じてしまったのと同じように、天雲界は地上からどんどん遠ざかり、善き感情を地上に戻もどすことをしなくなってしまった。そのため、地上には負の感情が淀よどみ、善き感情は戻ってこない。

　そのように、りんは教わっていた。しかし、その天雲界にいるのがこのような羽のあるネズミとは意外だった。天雲界という言葉から、そこに住まうのは天使のような、背に羽のある人々だと思っていた。まさか、人ではなくネズミに羽があるとは。

「お嬢ちゃんは、あの女の子を探しているんでっしゃろ？　ユーヤも人が悪い。それやったら、おいらに任せてくれれば無む駄だな労力を遣つかわなくても済んだものを。あの女の子の気を辿たどるくらいのこと、おいらにだってできまっせ。せやけど、時間が経たつと、いろんな気に混じってもうて、わからんなってしまうよって、追うなら、早いほうがええわな」

「じゃあ、すぐにはじめて。──あ、ちょっと待って」

　先導しようとするパルを、りんは慌あわてて引き留めた。

「その姿、目立ちすぎるんじゃない？」

　いかに田舎いなかの罧ふし原はらで育ったとはいえ、パルが非常識な生き物であることはりんにも分かった。

「ああ、ほんなら」

　と答えると、パルはぽんと音を立てて変身をした。それは指の先ほどの大きさの羽だった。

　羽はふわふわと、まるで風に舞まっているかのように、宙に浮かんでいた。

「それならいいわ」

　りんがうなずくと、羽はこっちこっちと、りんを導きはじめた。

　ふわふわと浮かぶ羽は、やがて大通りに出た。様々な服を並べた巨大なビルの入り口を漂ただよった後、羽はたくさんの本が並ぶ大きな店の前に辿たどり着いた。それから、また飛びはじめる。ふわふわと浮かぶ白い羽は、やがてりんを裏通りへと導いた。

　──どこへ行くつもり……。

　まったく土と地ち勘かんのない街では、この羽を信じるしかない。りんは表の大通りに比べて極きよく端たんに人の少ないビル街をやや早足で羽を追いかけた。やがて、古ぼけたビルが立ち並ぶなかで、シートを被かぶったビルの一部が見えた。どうやら、建設途と中ちゆうのビルらしい。立ち入り禁止のフェンスと看板の前に、りんは見覚えのある姿をみつけた。

「あっ……あれは……」

　看板の前で、行ったり来たりしているのは、間ま違ちがいなく凛りんだった。りんを先導していた白い羽が、ぽんと音を立ててネズミの姿に戻もどった。

「あれあれ、あれでっしゃろ、お嬢じようちゃん」

「うん、そうみたい。後はいいから、あなたはカバンに入っていて」

「えっ？　ここまで手伝ったのに、もう用済み？　用が済んだらぽい捨てかいな」

「い、い、か、ら！　入って！」

「へえへえ」

　パルがカバンに飛び込むと、優ゆう哉やが到とう着ちやくするまで待ったほうがいいか迷った。きっと、どういう方法でか、今いま頃ごろパルが優哉に報しらせているはずだ。

　迷った末に、りんは思い切って凛がうろうろしている工事中のビルに近づいた。五十メートルほどの距きよ離りに近づいたところで、凛がついに工事中の看板のあいだをすり抜ぬけてビルのなかに入ってしまった。

　──なにをするつもり……まさか！

　日曜日だけあって、今日の工事は休みらしく、ビルには人の気配がない。そんなビルに忍び込んですることといえば、りんに思いつくのは飛び降り自殺くらいだった。

　──いま、死なれたら困るのよ。

　凛りんの母親にかけた呪のろいを解かい呪じゆしなければ。恨うらみにふさわしい呪いであれば気にはしないけれど、恨み以上の呪いをかけたままで自殺されては、りんの沽こ券けんに関かかわる。

　凛を追うために、りんは看板の位置まで走った。凛と同じように看板の脇わきをすり抜け、工事中のビルの敷しき地ちに入ったりんは、誰だれかの背中にぶつかった。

「おおっと！」

　そこにいたのは凛ではなく、我が王おうだった。

「あなた……どうして？」

「例の母親、このビルに入ったんだ。優ゆう哉やに連れん絡らくしようと思ったら、人が来たから隠かくれて……」

　たまたま母親が入ったのと同じビルで自殺するとは思えない。では、凛は母親がこのビルに向かったことを知っていて、それでここに入ったのだろう。

「優哉に連絡しておくよ。お前、優哉が来るまで勝手なことをするなよ」

「はいはい。せいぜい、大急ぎで駆かけつけるように言っておいて」

　りんは言い捨てると、凛と彼女の母親を追って工事中のビルのなかに入った。







　階段を上がり、そこに二人がいないか気を探ってみる。パルほどではないけれど、りんにも気配を殺したり探ったりすることはできる。

　階段は八階までだった。八階はまだ建設半ばで、壁かべもなく、ただ柱が空に向かって伸のびている。俄にわかに張り出してきた暗雲のため、空はどんよりと暗く沈しずんでいた。

「お母さん」

　凛の声が聞こえた。柱の陰かげから窺うかがうと、建設半ばのビルの端はしに立っている女性に向かって、凛が呼びかけていた。こんな場所に突とつ然ぜん現れた娘むすめの存在に、母親は驚おどろいているようだった。

「あなた、こんなところで何をやっているの」

「あのね、わたし、話を聞いてもらいたくて……」

　母親を前にした凛の身体からだからは、まだ黒い幽ゆう鬼きのような恨うらみの霧きりは見えなかった。むしろ、その声には母を慕したう、甘えのような響ひびきすらあった。が、

「ここは子供の来るところじゃないわ。早く帰りなさい」

「うん……お母さんは、今日はお仕事、お休みじゃなかったの？」

「ああ、もう、まったく、出来の悪い部下のおかげで、休日返上で仕事よ。予定より工期が遅おくれているうえに、さっき突然、契けい約やくの変へん更こうの連絡があって……まあ、そんなことは凛には関係ないことね」

「か、関係なくなんか……たまには、休日をゆっくりと、二人で……」

「この追い込みの時期にゆっくりなんかできるわけないでしょう。凛も、さっさと家に帰って勉強をしなさい」

「でも……」

「あなたはお勉強をしていたらいいの！」

　母の言葉のひとつひとつの後、凛りんの身体からだから恨うらみの黒い霧きりがじわりと発生する。

「お母さん、あのね、わたし、もっとお母さんと一いつ緒しよにいたいの」

「ああ、ええ、そうね。うん、そうそう。お母さんもそうよ」

「お母さん、わたしを見て。わたしを見て、言って！」

「凛、赤ちゃんみたいなことを言わないで。笑われるわよ」

「お母さん！」

　事実、母は最初に凛を一いち瞥べつして以後、一度も彼女に目を向けてはいなかった。

「凛、お母さんは忙いそがしいの。あなたの相手をしている暇ひまはないのよ」

　その直後、凛の身体から黒い怨おん念ねんが噴ふん出しゆつした。

　呪のろいが発動する。

　突とつ如じよ、突風がオフィス街を吹ふき抜ぬけた。ビル風は唸うなりをあげて猛もう進しんし、建設中のビルの突つき出た柱を激しく震ふるわせながら去っていった。

　風の勢いに思わず目を閉じ足を踏ふん張る。風が収まった後、目を開いて柱越ごしに二人の姿を探すが、凛しか見えなかった。もう一人はどこへ行ったのか、と足を一歩踏み出した。

「凛」

　りんに呼びかけられて、凛は驚おどろいたように振ふり返った。

「りんちゃん？　どうして、ここへ？」

「それは……」

　だれか……。

　口を開きかけたとき、どこからかかすかに声が聞こえてきたような気がした。

「凛、お母さんは？」

「……そんな人、知らない」

　凛の目が、一いつ瞬しゆん、ビルの端はしに動いたのを、りんは見逃のがさなかった。りんは凛の瞳ひとみがさし示した場所に向かって、全力で疾しつ走そうした。

「わたしには、お母さんなんていないのよ！」

　りんの背に向けて、凛が絶ぜつ叫きようする。

　建設中のビルの床ゆかは、建築資材で雑然としている。それらを避さけながら、りんが辿たどり着いた場所に、彼女はいた。

「だ、だれか……」

　伸のばした腕うでの先、指だけを作りかけの床に引っかけ、足元も同じように数センチだけできた床の出っ張りにつま先だけで立っている。一人でよじ登るのは不可能に見える。次に同じような突風が吹けば、落ちてしまいそうだった。

　りん一人ではとても大人を引っ張り上げられない。りんは助力を求めて、凛りんを振ふり返った。

「凛、手伝って！」

　母親の状じよう況きようは理解しているはずだった。しかし、凛はわずかに後じさっただけだった。

　──優ゆう哉やたちはなにをしているのよ！

　いらいらと舌打ちをする。ビルの八階、おそらく二〇メートル以上はある。落ちたら、無事では済まない。

　パルは、と見れば、しかし、パルはカバンから出てくる気配はない。

「凛！」

　助けを求めて凛を呼びつける。しかし、凛はわずかに首を横に振った。

「凛、それで、いいの？　あなたのお母さんなんでしょ！」

　しかし、凛は首を振り続けるだけ。

「……いい気味……いい気味よ、そんな人！　落ちちゃえばいいんだわ！」

　凛の絶ぜつ叫きようとともに、凛の背後に蠢うごめいた黒い影かげが狂きよう喜きした。

　──呪のろいの……報むくいが！

　再び、突とつ風ぷうがビルを襲おそう。

「きゃあーっ！」

　突風は凛一人を抱だきかかえ、ビルの端はしにその身体からだを引きずり落とそうとする。

「いや、いや……いや──っ！」

　呪いには、呪いを。人を呪った者は、相応の報いを受ける。母に呪いをかけた凛に、その報いが襲いかかった。

　懸けん命めいに身体を捻ひねり、風から逃のがれようとするけれど、黒い影は凛の身体を抱きかかえ、ビルの端に突き落とした。

「凛っ！」

　叫さけんだのは、今にも転落しそうな凛の母だった。

　凛は、母の二メートルほど横で、母と同じような体勢でビルの壁かべにしがみついていた。

「凛、凛、凛！」

　娘むすめの危機に、母親は自分の置かれている状況も忘れて動こうとする。

「駄だ目め！　動いちゃ駄目よ！」

　りんは慌あわてて、彼女の動きを制止した。彼女自身、いつ転落してもおかしくはないのだ。りんは、凛の母の手をしっかりと握にぎった。

「私はいいから！　凛を……娘を助けて！」

　覗のぞき込むようにして手を握ったりんに向かって、凛の母は嘆たん願がんした。

「あの子は、私の娘なの。とても……とても、優やさしい娘なの……」

　その優しい娘が、この状況を招いたのだ。りんはわずかに眉まゆ根ねを寄せた。

「駄だ目めな母親のために、刺し繡しゆうをしてくれるような、優やさしい子なの」

　りんを見上げて、弱々しく笑った。

「慣れない刺繡をして、指をたくさん怪け我がしているの。だから、私よりも、先に……」

　呪のろいを行うため鏡に手をかけたときに見た凛りんの指先を思い出した。針の先で刺さしたような、細かい無数のひっかき傷。

　──あれは……そう、刺繡で……。

「お母さん……刺繡のこと、どうして……」

　凛は壁かべにしがみついたまま、顔だけを母に向け、呻うめくように問いかけた。

「凛、危ないわ。喋しやべっては……」

「いいの！　教えて！　そうじゃないと、わたし、ここから飛び降りる！」

「待って！　待ちなさい！」

　凛の母は小さく嘆たん息そくすると、諦あきらめたように説明をはじめた。

「どんなに遅おそくなっても、おやすみなさいを言うことを欠かしたことはないわ。最近は寝ね顔がおに向かってしか言ってなかったけれどね」

　見上げて喋ることに疲つかれたのか、俯うつむいて小さく息をついた。それから、母は言葉を続けた。

「舞ぶ台たいに興味があるのね？」

　母の言葉に、凛ははっと息を吞のむ。

「あなたの本ほん棚だなに演劇の資料がたくさんあるのを見たのよ。好きな道に進んでほしいから……櫻さくらヶが丘おかは演劇部が有名な学校なの。勉強になることもたくさんあるはずよ。だから……」

「それで……それで、櫻ヶ丘を受験しなさいって……」

「あそこは大学まであるから、受験に気を取られずに演劇に打ち込めるって、聞いてきたのよ」

「調べて……くれてたの？」

「娘むすめが通うことになるかもしれない学校のこと、調べないわけがないでしょう？」

「お、お母さん……」

　母の言葉に娘の声が震ふるえた。

　凛は気付いているだろうか。母の状じよう況きようが、自分の状況が、すべて自らが招いた災さい厄やくであることに。本来、起きずともよかった災わざわいが、自らの誤解や無理解によって生じたということに。

　そして、それに手を貸したのはほかならぬ、りん自身だった。

　──凛の恨うらみは正当なものだった……。

　だからこそ、神かん呪のう師しの呪いがかかったのだ。恨みにふさわしい呪いが。けれど。

　母の命を奪うばいかねず、その報むくいによって凛自身の命も奪いかねない状況。命でもって贖あがなわなければならないような恨みや報いではないはずだった。

　──じゃあ、これは誰だれの恨みなの……？

　不意にりんは思い出した。

『呪のろわれてしまえば、いいのよ』

　凛りんの呪いを成立させたとき、りんもまた、同じことを願わなかっただろうか。凛の母に対する恨うらみに乗じて、凛の母にりんの恨みをぶつけやしなかっただろうか。

　──まさ、か……。

　背筋を走った悪お寒かんに、りんは震ふるえた。

　りんの異変に、ビルにしがみついていた凛と凛の母がりんを見上げた。

「あなた、大だい丈じよう夫ぶ……」

「りん！」

　凛の母の言葉を遮さえぎって、背後からりんの名前を呼ぶ声があった。

　振ふり返ると、優ゆう哉やと我が王おうが階段から姿を現した。凛と凛の母の存在に気付いていない二人は、りんを認めてほっと足を止めかけた。

「早く！　こっちへ来て！」

　凛も気になるけれど、凛の母の手を離はなすことのできないりんは、苛いら々いらと二人を急せかした。

「あの二人はどこへ……わっ！」

　ビルの端はしに近づいてきた二人は、そこでやっと、危機的状じよう況きように気付いた。

「なにやってるのっ！　早く助けなさいよっ！」

　ただ驚おどろいている我王に、りんは激しく命じた。優哉は、りんが命じるまでもなく、さっさと凛に向かっていた。我王の逞たくましい腕うでががっちりと凛の母の手を取ると、凛の母は、

「お願い、娘むすめを先に！」

　と嘆たん願がんした。りんは彼女を我王に託たくすと、一人で奮ふん戦せんしている優哉の側そばに駆かけ寄った。凛は優哉に腕を取ってもらって足場を探っているけれど、なかなか足をかけることができない。かけることができても、すぐにずり落ちてしまう。

　りんが凛の腕をしっかりと握にぎると、りんが来るのを待っていたかのように優哉が口を開いた。

「あなたが、鷺さぎ之の森もり凛？」

　この切せつ迫ぱくした状況で、優哉はなにを言っているのかと、りんは訝いぶかしんだ。が、

「まだ、お母さんを憎にくんでる？」

　続いた優哉の言葉に、りんははっとした。

　──解かい呪じゆ！

　切迫した状況だけれど、だからこそ、解呪をしなければならない。呪いの力によって、どんな不測の事態が起こるかわからないからだ。

　優哉の言葉に、凛の目が大きく開かれた。その目に、みるみる涙なみだが湧わき出た。

「ううん……お願い、お母さんを……助けて！」

「承うけたまわりました」

　凛に、りんが応こたえた。

「あなたの呪のろいの解かい呪じゆを承しよう諾だくします」

　刹せつ那な、黒い宝ほう冠かんが極ごく小しようの粒つぶになり、大気に溶とけるようにして消えた。

「あ……」

　凛りんには、肩かたが軽くなったように感じられたはずだ。怨えん恨こんによって暗く曇くもった表情が明るく変化したことが、目に見えて分かった。呪いさえ解ければ、状じよう況きようは改善されるはずだ。

「ゆっくり、慌あわてないでいいから」

　優ゆう哉やは凛に声をかけながら、どこに足場があるか指示をしている。すると、先ほどまでどうやってもかけることのできなかった足が、しっかりと足場にかけられた。身体からだが固定され、十分に上のぼってこれそうな体勢になった。

　ちらりと横を見ると、我が王おうも凛の母に同じように指示をしていた。

　──よかった……。

　優哉と力をあわせて、凛をはい上がらせると、りんはほっと息を吐はいた。今では、あれほど凛を取り巻いていた憎にくしみの黒い霧きりは取り払はらわれている。

　安あん堵どしていると、目の前に優哉の手が伸のびてきた。

「なに？」

「いやあ、みんなが助かってよかったね、と思って」

　優哉は人の好いい笑えみを浮かべている。よかった、というのはりんの率そつ直ちよくな感想でもある。

「まあ、ね」

　悪い気はしないし、せっかく差し出した手を無下に断るのも、優哉が可哀かわい相そうだ。それでりんは仕方なく、優哉の手を握にぎり返した。

　──え……？

　優哉の手は、温かく、優やさしく、慈じ愛あいに満ち、この世のすべての憎にくしみや怒いかりや悲しみ、それに妬ねたみを癒いやしてくれるような、そんな大きな手だった。

　──な、なに……？

　許されている。

　なにか、次元を超こえた、遥はるかに高い場所にある巨大な存在に、罪を許されたような、そんな気さえする。

　その感覚に、眩暈めまいする感じがしたときだった。

「お母さん！」

　突とつ然ぜん、凛が立ち上がり駆かけ出した。

　その向かう先に視線だけ向ける。

　りんと優哉に向かって歩き出していた我王が、驚おどろいて振ふり返っている。

　すべてが、まるでスローモーションのように、はっきりと見える。

　すべての視線の先で、ビルの端はしに立った凛の母がビルから落ちようとしていた。
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　──どうして！

　呪のろいは解けたはずなのに。疑問と同時に、記き憶おくがめまぐるしく巻き戻もどった。

『呪われてしまえ！』

　呪ったのは、誰だれ？　それは、凛りん。凛が、凛の母を呪った。そして。

『呪われてしまえ』

　──まさか……！

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすりんの前で、優ゆう哉やと我が王おうは身を翻ひるがえし凛の母を助けようとする。そして、凛が。

「お母さん！」

　りんと優哉と我王、三人の誰だれよりも先に、凛の手が母を捉とらえた。

「だめ！」

　母が叫さけぶ。その拒きよ絶ぜつは自分の身体からだが半ばビルから落ちていることを察知し、娘むすめを巻き込むわけにはいかないという、叫びだった。

　けれど凛は、それでも母に手を伸のばした。そして。

　抱だきあうようにして、二つの影かげが、ビルの八階から消えた。

「凛っ！」

　──解かい呪じゆ！　私の呪いよ！　解けて！

　悲鳴のように自分と同じ名前を叫さけびながら、二人が消えたビルの端はしにりんは駆かけ寄った。

「凛りん！」

　二つの影かげが一つになって、抱だきあうように、互たがいに互いをかばいあうように、丸くなって、どさりと青いシートの上に、落ちた。

「凛っ！」

　どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう、どうしよう……。

　頭のなかはパニックを起こし、ただただ、自分のせいだ、自分の呪のろいのせいだ、ということだけが渦うず巻き、そこから一歩も抜ぬけ出せないでいた。

　そんなりんの耳に、毅き然ぜんとした声が響ひびいてきた。

「僕は下へ降りる、我が王おうは救急車を呼んで！」

　我王は即そく座ざに優ゆう哉やの指示通りに携けい帯たい電話を取り出している。我王と同じく、りんもまた、優哉の声で自分のすべきことが分かった。

「私も……行く！」

　自分が招いたことであれば結果を見届けないと。そして責任を果たさないと。それが人としての責務だと思った。優哉の瞳ひとみがりんを捉とらえた。その瞳はりんの心の内側がわまで見透すかしているかのようだった。

「うん」

　りんの決意を見抜ぬいたのか、優哉は同意し、そして手を差し伸のべた。りんは、優哉の手を握にぎると、二人はそのまま、階段を駆かけ下りていった。

　優哉の手は温かく、その手を握っていると、とても安あん堵どできた。







「それにしてもさ、運がよかったよな」

　病院からの帰り、しみじみと我王が口を開いた。

　凛と凛の母が落ちたブルーシートの下は、ビルの植え込みになっていた。工事の期間、シートを張って保護していたようだった。

「そうだね。八階から落ちて、無傷だなんて、本当に幸運だよ」

　うん、と優哉もにこにこと笑いながらうなずいた。

　──シートと植え込みがクッションになったとはいえ、八階から落ちて無傷だなんて、幸運というよりは奇き跡せきよね。

　と、りんは感じていた。

　現場に駆かけつけた救急隊員や、病院の医師や看護師は、二人が互いを守りかばうように身を丸くして落ちた、その落ち方も無傷だった理由のひとつだろう、と話していた。

　──……幸運？

　ふと、優ゆう哉やが言った幸運という単語が頭に残った。ごく最近も、幸運という単語を聞いたような気がした。

　──どこで……あっ！

　思い出した。ふらりと立ち寄った店の中での、優哉と我が王おうの会話。

『幸運を分け与あたえる力がある』

　確か、そんなことを言っていた。聞いていたときは、なんのことだろうと思っていたけれど。今なら、分かる。ビルの上で、優哉は凛りんを助けるために、その手を取って引き上げていた。

　──あのとき、凛に……？

　考えすぎて歩の止まったりんに、優哉と我王が足を止めて振ふり返った。

「りん、どうかした？」

「……あなたが、凛に幸運を与えたのね」

　問いではなく、断定として口にした。りんの言葉に、我王が目を見張って驚おどろく。

「優哉、また、あの力を遣つかったのか？　あ！　だからか！　あの二人が無傷で済んだのは！」

　我王の言葉に、けれど優哉は笑って否定した。

「まさか。あの二人が無傷だったのは、りんの解かい呪じゆが間に合って怪け我がをするような呪のろいや報むくいが避さけられたからじゃない？　それに、二人がお互たがいを思いやる気持ちがあったから、衝しよう撃げきの少ない落ち方をしたんじゃないかって、お医者さんたちも言ってたじゃないか。だいたい、僕に、それほどの力はないよ。ちょっと運がよくなるだけだからね」

　それだって、なんの力も持たない一いつ般ぱんの人間にとっては、異能の力だ。

　そこまで考えてから、りんは自分が優哉の幸運をもたらすという力を頭から信じていることに、今いま更さらながら気付いた。神かん呪のう師しという、異能の力を扱あつかう業に自らが就ついているからだろうが、己おのれの浅せん薄ぱくさに失笑しかける。しかし、あのビルの上で握にぎった優哉の手の温ぬくもりを思い出すと、確かに、優哉には人に幸運をもたらす不思議な力があると、確信めいたものを感じてしまうのも事実だった。

　──優哉の右手……？

　自分は確かに、ビルの上で優哉に手を握られた。あのとき、自分は優哉から幸運を貰もらったのだろうか。

　──だから、私が凛のお母さんにかけた呪いの報いを受けずに済んでいるのかも……。

　そう考えて、あの屋上での出来事がぐるりと駆かけ巡めぐっていった。そして、

「でも……やっぱり、あの二人の命を助けたのは優哉ね」

　りんはぽつりと呟つぶやいた。

「僕が？」

「優哉が、解呪に手を貸してくれたから、あの二人は無事だったのよ。そうでなければ、今いま頃ごろ、凛のお母さんも、凛も、それに私も……」

　命はなかったかもしれない。

「僕が……」

　りんの言葉に、優ゆう哉やは足を止めて、自分の右手をしみじみと見やっている。

「どうかしたの？」

「いや、なんでもないんだ」

　優哉は笑え顔がおで首を振ふった。

「昔、僕は命を助けてもらったことがあるんだ」

　優哉の突とつ然ぜんの身の上話に、けれど驚おどろいた顔をしたのは我が王おうだった。

「優哉、それは……」

「助けてもらった命で、人を助けた……僕の役目は終わったのかもしれないね」

　その笑顔は、少し泣いているようにも見えた。

「なにを……言っているの？」

　人が生きることに役目なんてあるのだろうか。りんが首を傾かしげたとき。

「ああ、君たち」

　不意に、背後から呼び止められた。その声には、聞き流すことのできない、不思議な力があった。三人が足を止めて振り返ると、黒ずくめの男性が立っていた。黒いスーツにアスコットタイ、黒い帽ぼう子しと、そろそろ季節的に不似合いな黒のコートまで羽織っているが、すらりとした肢し体たいに端たん正せいな顔立ちは、違い和わ感を感じさせない。

「危ないよ」

　その男性は、にこりと微ほほ笑えみながら、優哉に忠告をした。

　その直後、進行方向でがちゃんという大きな破は壊かい音が聞こえた。視線を戻もどすと、優哉の目の前に割れた植木鉢ばちが落ちていた。どうやら、道沿いに建っていたマンションのベランダから落ちてきたらしい。男性に声をかけられなければ、優哉は直ちよく撃げきを受けていたかもしれなかった。

「あっぶねえなぁ」

　しみじみと割れた鉢をみつめる我王の横で、優哉は恩人に礼を言おうと振り返った。

「あの、本当に……」

　が、そこにはもう誰だれも立っていなかった。振り返った道は真まっ直すぐで横道などなかった。

「あれ、さっきまでいたよな？　その辺の家の人だったのかな？　ま、運がよかったよ」

　たった瞬まばたき数回のあいだに、家に入り扉とびらを閉めたのか。そんな気配はなかったけれど。訝いぶかりながらも、運がよかったと我王の言葉を反はん芻すうしたときだった。

「運が……あっ」

　我王の言葉に、りんは雷かみなりに打たれたような衝しよう撃げきを感じた。

　りんは、凛りんと一いつ緒しよに凛の母を呪のろってしまった。呪いには報むくいがある。しかし今のところ、りんには報いは起きていない。優哉は手を握にぎることで、人に幸運を与あたえる。それが、優哉自身の幸運と人の不運を取り替かえることだとすれば。

　たった今、優ゆう哉やは落ちてきた鉢はちにぶつかりそうになった。

　──もしかして、あれは本来私が受けるべき報むくいだったのでは……。

　人に幸運を与あたえ、そして呪のろいの報いさえも肩かた代がわりをしてしまう優哉の力。

　──じゃあ、私の力って……。

　今まで築き上げてきたりんの足元が揺ゆらいだような気がした。罧ふし原はらの里で一番の神かん呪のう師し。それが、りんの存在価値だった。だが、たとえ罧原の里で一番の神呪師であっても、優哉の力の前では意味がないのではないか。

　ビルの屋上で優哉に握にぎられた右手がじんわりと温かくなる。それは恨うらみや憎にくしみや悲しみでつくられる壁かべすべてを溶とかしてしまうような温かさだった。

「私……私……」

　どうすればいいのか分からない。このままここにいていいのか。このまま神呪師として役目を果たし続けていいのか。

「え？　ちょっと、りんちゃん？　ど、どうしたの？」

　道にしゃがみ込んでしまったりんに、優哉はあたふたとしている。我が王おうも優哉の隣となりで、なにかしたほうがいいのか困っている、微び妙みような表情を浮かべている。

　と、優哉はしゃがみ込んでりんと同じ目線になると、カバンから短いステッキを取り出した。

「ええと……はい！」

　かけ声と同時に、ステッキを振ふる。が、ステッキに変化は起きない。

「あ、あれ……？」

　優哉はステッキの先を覗のぞき込みながら、えいえいとステッキを振っている。唐とう突とつに、ステッキの先から赤い花が飛び出した。

「あ、あははは……」

　苦笑いを浮かべながら、優哉はステッキの先から花を抜ぬき取った。

　──あ……。

　その光景には見覚えがあった。優哉と出会った店のお姉さんの魔ま法ほう。お姉さんの魔法には、全然及およばないけれど。

「友達はうまいんだけどね」

「優哉はいつまで経たっても上達しないな」

　我王の言葉にはりんも同意せざるを得ない。

「きっと、私のほうがうまくできるわ」

　りんは立ち上がると、赤い花をしみじみとみつめた。

　優哉は人に幸運を与えることができるかもしれないけれど、魔法はまったくうまくない。そして魔法使いのお姉さんには神呪師の力はない。

　──じゃあ、私は……。

　不意に、ふっきれたような気がした。

　──私は……神かん呪のう師し。

「じゃあ、一いつ緒しよに練習しようか」

　優ゆう哉やの言葉に、りんは小さくうなずいた。

　そうして不ふ死し原はらりんの、この街における暮らしがはじまった。













　　　幕まく間あい







「パル、パスタ食べる？」

「食べる、食べる！　あのちゅるんってした食感が好きなんや」

「野菜も食べてね」

「もちろんやで！　葉っぱも大好きや！」

「パル、チーズは食べる？」

「おほっ！　チーズ、大好きやー！」

「美お味いしい？」

「めっちゃ美う味まいで、ユーヤ！」

「よかった」

「あー、ほんま、美味いわ。こんな美味いもんが食べれて、おいら幸せや。ユーヤのおかげやな……はっ！　おいらは、ユーヤに幸せにしてもらうんやのうて、ユーヤを幸せにするためにここに来てるのに……なにをやってんのやー！」
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　藤ふじ崎さき我が王おうは図書館を出ると、本を手に優ゆう哉やの家に向かった。

　優哉の家の居間は台所と兼かねられており、夜には神かん呪のう屋やという怪あやしい店にもなる。店は悪あく魔まを呼び出す儀ぎ式しきの部屋のようだったり、壁かべさえもない無の部屋に見えたりするそうだ。訪問した人によって感じ方が異なるらしい。

　現在、神呪屋は不ふ死し原はらりんが営んでいる。りんさえも、訪おとずれた人によっては高こう齢れいの婆ばばあだったり妙みよう齢れいの女性に見えたりするらしい。実際は、小学五年生のガキだ。

　そんな風に、神呪屋は不思議で奇き妙みようで怪しい店だった。真に神呪屋を必要とする者にしか神呪屋の扉とびらをノックすることはできないというのだから、都市伝説そのものだ。

　我王にはただの古アパートの一室にしか見えない。普ふ通つうは、そうとしか見えないらしい。

　優哉は居間続きにある優哉の父の部屋を使っていて、以前の優哉の部屋はりんの部屋になっている。まだガキのくせに何を色気づいているのか、りんの部屋は絶対立ち入り禁止になっている。頼たのまれてもガキの部屋になんて入る気はしないが。

「ちーっす」

　勝手知ったる人の家、我王は合あい鍵かぎを使ってさっさと扉を開けた。玄げん関かんを入った居間兼けん台所にあるテーブルセットの椅い子すにりんがちょこんと座っていた。

「優哉は？」

「……出かけてる」

　優哉となにかあったのか、ちょっと唇くちびるを尖とがらせてりんが答える。

「そんな顔になるぞ」

　忠告すると、驚おどろいて口に手を当てた。手を下ろすと、尖らせていた唇は元に戻もどっていた。

「元の顔はいいんだから、あんまり、そんな顔するもんじゃないぞ」

　感じたままに言ってみる。と、りんはみるみる顔を赤くした。

「べ、別に、私がどんな顔をしても、私の勝手でしょう」

　そう言いつつも、唇を尖らせることはしない。

「ま、それもそうだな」

　我王は答えながら椅子を引き、どっかりと腰こしを下ろした。そして本を開く。

「ちょっと。どうしてこの家の鍵、持ってるの？」

　りんが話しかけてきた。

「は？　鍵？　そりゃ、アレだ」

　いつだったか優ゆう哉やが風か邪ぜをひいて寝ね込んでいたとき、合あい鍵かぎを貰もらったんだった。

「信しん頼らいされてるってことだろ」

　面めん倒どうなので、適当なことを言ってみる。

「なにしに来たの？」

　りんは続けて訊きいてきた。

「見ればわかるだろう。本。本を読みに来たんだ」

「わざわざ、ここへ？　あなた、自分の家があるでしょう？　どうして人の家に来て本を読まないといけないの？」

　ああ、うるさい、うるさい。

　うるさいのでりんの問いを無視して一行目を読もうとした。

「……どうせ、私の言葉なんて、誰だれも聞いてくれないのよ」

　不吉な物言いに、我が王おうは顔を上げた。

「なんだって？」

　口うるさく我王を責めていたのに、拗すねたような口ぶりに我王は黙だまってりんの言葉を聞いてみた。

「どうせ私なんて言うことを聞かない、挨あい拶さつもできない、友達もできない、駄だ目めな子なのよ」

「……は」
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　なにやら、学校でひともめしたらしい。まあ、田舎いなかから出てきた世間知らずのお嬢じようちゃんなら仕方ないと思いつつも、聞き逃のがせない言葉があった。

「おい」

「な、なによ」

　我が王おうのドスのきいた言葉に、りんは一いつ瞬しゆんひるんだようだった。

「どうせ、どうせ言うな。俺はな、自分のことをそんな風に決めつける奴やつが大だい嫌きらいなんだ」

　夕焼けの西にし陽びが差す教室のなかで、人生が変わった瞬間を思い出す。

　そう。あの瞬間、自分で決めつけていた人生が変わった。

　──そういえば。優ゆう哉やと初めて会ったあのときも、夕焼けだった。







「おそらがまっかだよ」

　子供の声に「それは夕焼けだからだ」と心のなかで突つっ込こみを入れただけでなく、思わず振ふり返ってしまったのは、舌っ足らずな喋しやべり方に、どんな奴が言ったのか顔を見てみたかったからかもしれない。

　四、五歳さいだろう。男か女かわからない、線の細い子供だった。

「あれはね、夕焼けっていうんだって」

　子供と同じ目線になるように膝ひざを折り、丁てい寧ねいに説明をしているのが子供の母親らしかった。子供は同じ歳としくらいだが、子供の母親は我王の母親とはまるで違ちがっていた。

「ふーん。ゆうやって、ぼくのなまえとおんなじだね」

　馬ば鹿か。ゆうやじゃなくて、夕焼けだ。

「優哉くんは、あのお空、好き？」

「うーん……どうかなあ？」

　そんなことはいいから、訂てい正せいしろ。ゆうやじゃなくて、夕焼けだ。

「お母さんは、好きかなぁ。優哉くんと同じ名前だから」

　母親は訂正せずに会話を続けている。その馬鹿っぷりに、我王は呆あきれた。けれど、同時に子供の母親に釘くぎ付づけになっていた。優やさしくて、温かくて、まるでふかふかに干ほした保育園の昼ひる寝ね用布ふ団とんのよう。

「じゃあ、ぼくも好き！」

「そっか、よかった。じゃ、帰ろうか」

「うん！」

　母は子に手を差し出し、子は母の手を握にぎった。そして、楽しそうに笑いながら、「ゆーやけー、こーやけー」と歌っている。その笑え顔がおや歌声は、まるで絵本で見た天使のようだった。天使が実際に笑い歌えば、こんなだろうという想像が、そのまま動き、そして去っていった。

「……お母さん」

　我が王おうは、母子と反対の方向の家路を急ぐ自分の母親の元に駆かけ寄った。そして、その手を母に向けて差し出した。

「ちょっと！　なにすんのよ！」

　母の手に指が触ふれた瞬しゆん間かん、母親にはね除のけられた。

「ったく、暑苦しい真ま似ねするんじゃないわよ」

　そう言うと、苛いら々いらとポケットから煙草たばこを取り出し、火をつけた。

　我王が握にぎろうとした母の指には、我王の指ではなく、煙草があった。







　それから数年が経たち、我王は小学五年生になっていた。

　ある日、学校から帰ると父が家にいた。

「……仕事は？」

「やめだ、やめだ、あんなところ。こっちから願い下げだ」

　そう言って缶かんビールを呷あおると、ごろりと横になりゲームをはじめた。父の仕事は珍めずらしく二ヶ月も続いたと思ったが、どうやらそれが限界だったらしい。

「あれは？」

　あれ、というのは我王の母で、この飲んだくれの妻をさしているのは間ま違ちがいなかった。

「……パチンコだろ？」

　ほぼ毎日、母はパチンコに出かけている。この時間にまだ帰ってこないということは、そこそこ玉が出ているのだろう。そのほうがいい。少しでも出たときは景品で菓か子しを持ち帰ってきてくれる。出ない日は、腹いせに殴なぐられるから。

「おい、煙草、取ってくれ」

　すぐ目の前のテーブルの上にある。自分で取ればいいと、我王は無視をした。

「取れって言ってるんだ！」

　飲みかけのビールごと、缶が我王めがけて飛んできた。咄とつ嗟さに避さけると、それが気に入らなかったらしい。父はアルコールの入った身体からだにもかかわらず、俊しゆん敏びんな動きで立ち上がり、我王に歩み寄った。そして、耳の後ろをしたたかに殴りつけた。目から火花が出て、その衝しよう撃げきにくらくらと座り込んだ。

「親が取れって言ったら、取ったらいいんだ」

　すかさず、父の蹴けりが我王を襲おそった。頭と腹を守るために、丸くなって父の蹴りを受ける。

　一度火がつくと、収まるのを待つしかない。

　殴られ、蹴られることは、もう慣れていた。それは、両親が我王に向ける挨あい拶さつのようなものだった。どこをどう殴れば、服を着たときに目立たないか、両親が教えてくれた。それは、身をもって学んだ。

　本の読み方も、字の書き方も、数の数え方も、そして頭の下げ方も、二人から学んだことはなかった。教わったのは、人の殴なぐり方と、唾つばの吐はき方かたと、そして嘲あざけりの言葉だった。

　我が王おうは黙だまってタンスを開けると、そこから母のへそくりを取り出した。ここに金を隠かくしていることは知っていた。その金で仲間と遊ぶことにしていた。どうせ母はここに金を隠していることも覚えていないはずだ。

　家を出ると自転車に乗って、家から少し離はなれた本屋に向かった。住宅街にぽつりとある老店主が経営している小さな本屋が集合場所だった。そこは漫まん画がにビニールのカバーがかけられていないため立ち読みができる数少ない本屋だった。

　店の前にはすでに三台の自転車が停とめられ、その周囲で仲間がにやにやと笑っていた。四年のときから同じクラスの沖おきと、五年で同じクラスになった井いの上うえ、早はや瀬せの三人。

「やっときたか、我王」

　井上に名前で呼ばれ、我王は自転車を降りると井上に摑つかみかかった。

「俺のこと、名前で呼ぶな」

　我王は自分の名前が嫌きらいだった。両親がつけた漫画のような名前が子供じみていて、学のない両親の程度の低さをしみじみと感じてしまう。お前は馬ば鹿かだ、と面と向かって言われているようで、名前で呼んだ奴やつは、誰だれ彼かれかまわず殴なぐりかかっていた。そのおかげで、人からは危険人物扱あつかいされてもいた。

「わ、悪かったよ」

　我王の勢いに圧あつ倒とうされて尻しり餅もちをついた井上は、半べそをかきながら謝あやまった。

「ばーか。だから言っただろう」

　沖はさもありなん、という顔で井上を見下ろしている。それから、

「藤ふじ崎さき、糞くそでもしてたのか」

「最後だから、ジュースは藤崎の奢おごり決定な」

　沖と早瀬は口々に言いたいことを言う。それらに「知るか」と答えると、我王は仲間を先導して店内に入った。狭せまい店のなかは天てん井じようまで棚たなが届いている。膨ぼう大だいな文字の羅ら列れつに、鳥とり肌はだが立つほどの興こう奮ふんを覚えたが、慎しん重ちようにそれを鎮しずめた。

　沖たちは漫画のコーナーで足を止めると、手に取る漫画を吟ぎん味みしている。立ち読みは一人一冊さつ十分程度、というのが店主と客の暗あん黙もくの了りよう解かいだった。

　同じように手に取る本を吟味していた我王は、店の奥から歌声が聞こえたような気がした。

　──歌……？

　その声に呼ばれるように、我王は店の奥に向かった。

　棚を回り込んだ反対側がわに、女性の客がいた。脚きや立たつに乗って、棚の上のほうにある本を探していた。その歌声は、とても小さく聞き逃のがしてしまいそうなほどか細い声だった。けれど、その歌声にも、見上げた顔にも見覚えがあった。

　──あの人は……。

　子供の頃ころ、夕焼けの街で子供と手をつなぎながら夕焼けの歌を歌っていた人だった。あれから五年ほど経たっているけれど、その声も顔もまるで変わっていないように見えた。

　女性は目当ての本をみつけたらしい。歌をやめると、棚たなから本を取り出そうとした。が、そこはぎゅうぎゅうに詰つめ込まれていたらしく、なかなか取り出すことができない。力任せに引っ張り出したときだった。

　女性が取り出そうとした本は、周囲の本と一いつ緒しよに勢いよく抜ぬけ出た。勢いあまって、女性の身体からだは脚きや立たつの上でのけぞり、

「あ、ら、ら」

　そんな声と同時に、脚立から足が離はなれた。そして、まるでワイヤーで吊つられているかのように、ゆっくり、ふわり、と床ゆかに着地した。それは、魔ま法ほうでも見ているような感じだった。

　続いて、女性が手にした本と一緒に抜け出た本が、ばさばさと音を立てて落ちた。その音に、店主がレジから離はなれてやってきた。

「どうしました」

「ごめんなさい。落としてしまいました」

「ああ、いやいや、詰め込んでいましたからね。お怪け我がはありませんか」

「はい。幸い、私は。でも、大切なご本が……」

　老店主は「ご無事でなによりです」と柔にゆう和わな表情を浮かべた。そして本を手にして脚立に上のぼった。女性はその横で床ゆかに落ちた本を拾っている。

　我が王おうの足元にも一冊の本が落ちていた。女性がそれに気付き歩いてくる。それで、その本を拾い上げると、やってきた女性に差し出した。

「ありがとう」

　その笑え顔がおは、光り輝かがやいていた。ただ、拾って、渡わたした。それだけなのに。自分に向けられたその言葉は、ほんのり温かく、眩まぶしく、くすぐったい感じがした。

　ありがとう。

　たった五文字の魔法の言葉。

　知っているけれど、まるで初めて聞いたような気がする。実際、ほんの少し記き憶おくを辿たどってみても親や自分が遣つかったことはない。

　ちらりと親の顔が脳裏に浮かんだ途と端たんに、温められた心が冷えていくのが分かった。

　自分には絶対に手に入らないもの。手に入らないのだったら、最初からないほうがいい。欲しいと思うから手に入らなかったとき、悔くやしくて腹が立つのだ。だから、

「べつに」

　我王は叫さけぶと、振ふり切るように女性に背を向けた。漫まん画がのコーナーに戻もどると、いつの間にか仲間たちの姿は消えていた。

　店の外に出ると、自転車に乗った仲間たちがニヤニヤと笑いながら我が王おうを待っていた。

「おい、行くぞ」

「早くしろ」

　口々に我王を急せかせる。言われるまま自転車にまたがると、仲間たちは一目散に少し離れたところにある公園まで自転車を疾しつ駆くさせた。

　公園に着くや、自転車から降りた仲間たちは肩かたを叩たたきながら大笑いをしている。

「なに、どうしたんだよ？」

「よくやったよ、藤ふじ崎さき！」

　早はや瀬せが言うと、みんなの懐ふところから次々と漫まん画がが出てきた。

「それ……」

　店主が出入り口のレジから離はなれた隙すきに、沖おきたちは漫画を懐に入れたのだった。

　──俺があの人のところに行っていたから……？

　我王の疑問を確定するように、

「お前が店の奥で気を引いてくれたおかげだよ」

　沖が面おも白しろそうに、我王へ共犯者の目を向けた。

「いや、あれは……」

　本を拾った。

　それで盗ぬすみの共犯になった。

　もしも我王が店の奥へ行かなければ、店主が席を離はなれることはなく、沖たちも盗みをはたらかなかったかもしれない。

　しかし、店主が目を離せば盗みを行う。それが、我王がつるんでいる仲間だった。

　──そう、そうなんだ……こいつらといると、こういうことになるんだ。

「おい、親や学校には言うなよ」

　誰だれに言うでもなく、沖が念を押した。

　俺たち、共犯だからな。

　言外に、そう言っている。

　気のあう仲間は同時に、共犯者として互たがいに互いを監かん視しし、そうして結束を固めている。

　所しよ詮せん、自分はその程度の存在なのだと、我王は冷めた頭で理解した。







　五年生にもなると、ただのガキだった級友のなかから色気づく者が出てくる。男と女の性の差を敏びん感かんに感じ取りはじめていた。男子は男らしさを、女子は女らしさを意識するようになる。

　男子のように格好いい女子は同性の女子から支持されるが、女子のように可愛かわいい男子は同性の男子の支持は得られにくい。

　優ゆう哉やは、まさしく、そうした存在だった。

「コカコちゃん」

「ユウコちゃん」

　本当は古こ神か子ご優哉なのだが、同級生たちは彼のことを「コカコ」「ユウコ」と女の子のように呼んでからかっていた。そんな風に呼ばれると、

「僕は古神子優哉だよ？」

　優哉はいちいち真ま面じ目めな顔で答える。それが面おも白しろくて級友たちはますます優哉をからかった。

　五年生になって初めて優哉と同じクラスになった我が王おうは、優哉の女子のような容姿に驚おどろきはしたものの、そのことをどうこうとは思わなかった。

　体育の時間、たまたま我王は優哉と組みになって体操をする機会があった。

「どうしてみんなは僕のこと、あんな風に呼ぶのかなあ？」

　と優哉に聞かれた。

「お前の名前、子ってついてるだろ。それって女の名前みたいだから、それでじゃないか」

　我王は素す直なおに答えた。すると、優哉はやっと合が点てんがいったという顔をして、「ああ、なるほど」と納なつ得とくしていた。そして、

「教えてくれて、ありがとう」

　と我王に礼を言った。

　男子なのに女子のような優哉は、宗教画で描えがかれる男でも女でもない天使のようにも見えた。そんな顔で「ありがとう」という言葉を吐はかれると、自分が「ありがとう」と言われる価値のある人間のような幻げん想そうを抱いだいてしまう。自分はそんな人間ではないのに。

　だから、

「べつに」

　言って、そっぽを向くしかできなかった。







　今までは顔を背そむけて無視すればよかった。そんな古神子優哉という存在が、ある日、変化した。

　いつものように沖おきたちと盗ぬすみをするために本屋やコンビニを物色していた夕暮れ時だった。

「おい、あれ。ユウコちゃんだ」

　早瀬が道路の向かいを指さした。それは市内にある小規模なスーパーの前だった。大きなスーパーには監かん視し員がいるが、小さな店にはそこまで人は配置されていないだろうからと、狙ねらっている店だった。

　スーパーから出てきた優哉は、後から出てきた人に笑え顔がおを向けた。そして、その人が両手に提さげていた重そうな袋ふくろの一つを持ってあげた。声は聞こえないけれど、その人の口が「ありがとう」と動いたことがわかった。

　それは、あの女性だった。初めて我が王おうが盗ぬすみの共犯になった書店で、本を拾って渡わたした女性。その人が、優ゆう哉やと一いつ緒しよに楽しそうに笑いながら歩いている。

「知ってる。あれ、ユウコちゃんの母ちゃんなんだって」

　井いの上うえが呟つぶやくように口を開いた。井上の家は母子家庭で、いつも遅おそくまで母親は働いているため、優哉のように母と一緒に夕飯の買い物に行くことなどあり得ないことだった。

　羨うらやましい、という思いは同時に、妬ねたましいという思いに変へん換かんされる。

「あの店、今日はやめようぜ」

「あ？　どうして？」

　沖おきの問いに、

「古こ神か子ごの女顔見て、萎なえた」

「そりゃ、いえる」

　我王の言葉に、すかさず井上が同意した。

「それもそうだな」

　気が削そがれたのか、口々に同意の声があがり、場所を変えることにした。

　自転車を別の店に走らせながら、どうしてこれほど腹が立っているのか、我王は考えていた。

　──あの人が……母親なんだ……じゃあ、あいつがあのときの。

　夕焼けの小道を歩いていた二人を思い出した。

　一いつ緒しよに手を握にぎり歌を歌いながら帰ってくれる母親。ありがとうという言葉を当然のように遣つかってくれる人。

　パチンコと酒におぼれ、夫を「てめえ」と呼び、理由もなく息子を殴なぐる。そんな自分の母とは、正反対の人。

　明確に思い描えがいたことはなかったけれど、その女性に我王は理想の母親像を当てはめていた。そんな理想の母を持つ子供が、すぐ側そばにいた。同じ学校の、同じ教室に。

　自分が持っていないものを、欲しくても欲しくても絶対に手に入れることのできないものを、生まれたときから持っている奴やつがいた。

　──あんな……奴……。

　無関心だった古神子優哉という存在が、憎にくしみの対象になった瞬しゆん間かんだった。







　図書館を出た我王は、近道をしようと路地に入った。そこは複数の大きなマンションの裏道になっているため、昼でも薄うす暗ぐらく人通りのない道だった。角を曲がろうとした瞬間、

「いいから、さっさと金を出せよ」

　がなり声が聞こえてきた。角から顔を覗のぞかせると、中学くらいの学生が我が王おうよりも年少の小学生をかつあげしている現場だった。中学生はナイフを手にしている。

　ふと自分の手を見ると、図書館で借りてきた本がある。ハードカバーの分ぶ厚あつい本だ。

「ふ、む……」

　ひょい、と持ち替かえると我王は角から出るなり、中学生に向かって全力投球した。

「ぎゃっ」

　ハードカバーの角が狙ねらい違たがわず中学生の後頭部に命中した。衝しよう撃げきでナイフが手て許もとから落ちた。中学生が憤ふん怒ぬの表情で我王を振ふり返った。そのとき、

「おまわりさーん！　こっちでーす！」

　我王の後方で叫さけび声ごえが聞こえた。まさか本当に誰だれかが警官を呼んだのだろうか。中学生は慌あわててナイフを拾い上げると、素す早ばやく逃にげ出してしまった。かつあげをされていた被ひ害がい者の小学生まで一いつ緒しよになって逃げ出すとは思わなかったが。

　別に礼を言ってもらおうと思っていたわけではないので、それ自体はどうでもよかった。なんにせよ、二人には道を譲ゆずってもらう必要があったからだ。むしろ借りてきた本に被害がなければいいのだけれど。

　そんなことを考えながら誰が警官を呼んだのだろうと振り返ると、そこに優ゆう哉やの顔があった。

「お前……」

　呆ぼう然ぜんと立っていると、優哉は我王の脇わきをすり抜ぬけて、本を拾い上げた。文字がびっしりと詰つまった本を、目を白黒させながら見ている。

「りょう、し……りきがく？　えっと……難しい本を読んでるんだね」

　と優哉は感心をしている。そして、「はい」と我王に差し出しながら、

「藤ふじ崎さきくんって優やさしいね」

　笑え顔がおを見せた。そのなんの悩なやみもなさそうな笑顔に、我王は猛もう烈れつな怒いかりが湧わき起こった。

　──何も知らないくせに！

　一いつ瞬しゆん、脳裏に優しく「ありがとう」と笑う女性の顔が浮かんだ。優哉は、我王があの子供を助けたと解かい釈しやくしている。結果的にそうなったけれど、本当に助けようと思ってそうしたのか、自分自身でも分かっていなかった。

　けれど、優哉は我王が助けたと疑っていない。それは優哉が、人を助けること、人に優しくすることが当たり前だと思うような環かん境きようで育ったからだ。

　──あの人を親に持つこいつには絶対に分からない。分かるわけがない！

　我王は本をむしり取るようにして受け取ると、優哉の肩かたを壁かべ際ぎわに押しつけた。

「優しい？　俺が？　お前、なにか勘かん違ちがいしているんじゃないのか？」

　なにもかもが、どうでもよくなっていた。

　──どうせ俺は、働かない男と飲んだくれの女が親で、暴力的で、仲間とつるんで盗ぬすみをはたらくようなガキなんだ。俺の将来なんて、たかが知れてる。

　そう考えると、いま手にしている本がどんどん重くなっていくように感じられる。そして、

「なあ、コカコちゃん、金、貸してくれよ」

　たったいま追い払はらった中学生と同じことをしていた。

　──ほかに、何ができるっていうんだ！

　なにも思いつかない。ゆすりやたかりや盗みで必要なものや欲しいものは手に入れる。それが楽でいいじゃないか。どうせそんなふうにしか生きられないのだから。

　ところが、優ゆう哉やはにっこりと笑うと、ポケットから五百円硬こう貨かを出した。

「うん、いいよ。これしかないんだけど、これで足りる？」

　はい、と言って優哉は我王に硬貨を差し出した。

「ばっ……」

　脅おどされていることを分かっていないのか、素す直なおに金を差し出し、「これで足りる」などと聞く優哉は、馬ば鹿かなのか馬鹿にしているのか、どちらかだと思った。

　硬貨を優哉の手から奪うばうと、優哉の顔を見ないよう、さっと背を向けた。

「もう用はないよ。行けよ。行っちまえよ！」

「あ、うん。じゃあね」

　言って、優哉はその場を去っていった。

　──ちくしょう……。

　金を奪ったのは我が王おうなのに、負け犬のような気分だった。







　その日、帰宅した我王は両親から突とつ然ぜん、引ひっ越こしの話を聞かされた。

「昔、世話になった人から一いつ緒しよに働かないかって誘さそわれたんだ」

　へえ、と他ひ人と事ごとのように聞いていると、

「お前も一緒に行くんだぞ、我王」

「行くって……どこへ？」

「だから、大阪だよ、大阪」

　青せい天てんの霹へき靂れきだった。学校への連れん絡らくもままならないまま、その日のうちに慌あわただしく引っ越しの準備をした。それはまるで、テレビで見たことのある夜よ逃にげのような慌ただしさだった。実際、後になって考えると夜逃げ同然だったのかもしれない。

　翌朝、藤ふじ崎さき家は車で大阪へ向けて長距きよ離り移動することになった。車はおんぼろで決して乗り心地ごこちがいいとはいえない。これで大阪まで行くかと思うと、うんざりした。

　車中では寝ねて過ごすか本でも読もうと思ったとき、図書館から持ち出した本をそのままにしていることを思い出した。駅から図書館は近い。そこで、ふと思いついたことがあった。

「町を出る前に寄りたいところがあるんだ」

　突とつ然ぜん、一方的に親の勝手で街を出ることになって、せめてもの嫌いやがらせだった。

　身を乗り出して、我が王おうは運転席と助手席の両親に嘆たん願がんした。「ああ？」と面めん倒どうがる声が聞こえたけれど、車がコンビニの前にさしかかったことが幸いした。

「まあ、いいか。丁ちよう度ど買い出しもしておきたかったしな。すぐに帰ってこいよ」

　父に念を押され、車が停とまると同時に我王は転がるように飛び出した。

　置き去りにされれば、されたときだと、そのときは思っていた。まだ開館前の図書館で、本を玄げん関かんに置き去りにすると、再び駅まで戻もどってきた。

　通りの向こうに、父の車が停まっているコンビニが見える。信号と父の車を交こう互ごに見ていて、向かいに立っている人物に気付いた。

　──あれは……。

　古こ神か子ご親子だった。休日の早朝から、散歩でもしていたのだろうか。優ゆう哉やとあの女性が、和なごやかに会話をしながら信号を待っていた。談笑するその姿にすら我王は苛いら立だちを感じた。笑いながら会話するなど藤ふじ崎さき家ではとうてい考えられない。

　我王が気付くとほぼ同時に、優哉も我王に気付いたようだった。通りの向こうで優哉が元気よく手を振ふっている。

　無視して通り過ぎよう、どうせ大阪へ引ひっ越こしてしまえば二度とあうことのない人間だ。我王はそ知らぬ顔で、青信号になった交差点に足を踏ふみ出した。

　優哉は青信号になった横断歩道に勢いよく飛び出し、我王はそれに顔を背そむけた。

　だから、気付かなかった。

　駅の東から走行してきた車が、駅前の交差点を猛もうスピードのまま左折した。

　その車が、優哉に襲おそいかかる。

　タイヤが路面に削けずられる、甲かん高だかい音に驚おどろいて顔を上げた。

　その瞬しゆん間かん。




　視界が、白一色に染まった。

　真っ白い羽の一群が、交差点を舞まい踊おどる。




　我王は呆ぼう然ぜんと、その光景をみつめていた。

　車と優哉は、確かにぶつかったように見えた。

　けれど横断歩道に横たわっていたのは、優哉の隣となりに立っていた女性だった。

「そんな……」

　急ブレーキの音が遠くで聞こえる。

　人々のざわめき。

「人がはねられたぞ！」

　そんな叫さけびが耳に届くと同時に、我が王おうは走り出していた。

「古こ神か子ご！」

　けれど優ゆう哉やの耳には届いていない。優哉は、横たわっている女性だけをみつめている。

「おい、大だい丈じよう夫ぶか？」

　続々と人が寄ってくる。

「古神子！」

　肩かた越ごしに優哉の名を叫ぶ。けれど、微び動どうだにしない。

「救急車！　救急車を呼んで！」

　我王は叫びをあげた。自分の叫びに半ば驚おどろきながら、人をかき分けて優哉に駆かけ寄った。

「ゆう……や……」

　震ふるえる声が、我王の耳に届いた。

　息も絶え絶えの女性が、優哉の名を呼んでいる。

　──喋しやべらせちゃ駄だ目めだ！　救急車が到とう着ちやくするまで安静にさせておかないと……。

　けれども、女性は優哉を求めるようにその手を差し伸のべている。

「お母さん！」

　答える優哉の手が、しっかりと女性の手を握にぎった。

「ゆうや……」

　女性の口が、動く。優哉は、一言も聞き漏もらすまいと、しっかりと耳を傾かたむけている。

　その言葉は、我王の耳にも届いた。




　この世に生まれ、生きているということは最高に幸運なこと。あなたは、あなたの人生を大切になさい。




　その人は、確かにそう言った。

　そして。

　視界が再び白く染まった。

　白い羽が、辺りを包む。

　ごう、と風が吹ふいた。

　羽は突とつ然ぜんの突風によって、一いつ瞬しゆんのうちに空へ昇のぼっていった。

　──今のは……。

　まるで、白昼夢のようだった。町中で、突然羽の大群に出くわすなんて。頭を振ふって自分が眠ねむっていないことを確かく認にんすると、再び視線を優哉に戻もどした。

　しかし、そこに倒たおれていたはずの女性の姿は消えていた。救急車のサイレンが近づいてくるのに、怪け我が人の姿がない。

「あの人は……？」

　そのとき、

「我が王おう、そんなところでなにをしてるんだ！」

　父の声だった。

「父さん、待って！　友達が事故にあったんだ！　助けてあげないと……」

「関係ないだろ！　置いていくぞ！」

　強引に腕うでを摑つかまれると、引きずられるようにして人ひと垣がきを割って交差点を離はなれた。

「古こ神か子ご！　おい、古神子！」

　優ゆう哉やの名前を叫さけぶ。けれど人垣に吞のまれて優哉の姿は見えない。

　我王は父の車に投げ込まれると、そのまま車は町を離れた。







　その気になれば、優哉や優哉の母がどうなったのか調べることはできた。クラスメイトだったのだから、学校に問い合わせれば教えてもらうことはできたはずだった。

　けれども、我王は問い合わせることができなかった。

　──知って、それでどうなるっていうんだ……。

　横断歩道に先に歩き出したのは、優哉だった。けれども、横断歩道に倒たおれていたのは優哉の母だった。どうして優哉が助かり、優哉の母が倒れていたのか。そして、その前後に見えた白い羽がなんだったのか。優哉の母がどうなったのか。

　理解できないことはたくさんあった。

　けれど、そのなにもかもが我王にはどうでもいいことのように思えた。

　──なにもできなかった。

　為なす術すべもなく車が交差点に進入するのを見ているしかできなかった。横たわっている女性を助けることもできなかった。そして、優哉になんと声をかければいいのかも分からなかった。

　ただ父に引きずられて町を離れるしかできなかった。

　無力な自分。非力な自分。

　それを思い返したとき、我王はやっと自分の心を知った。

　──俺は、助けたかったんだ。力になりたかったんだ……。

　優哉の母に憧あこがれ、優哉を羨うらやましいと感じた。それは、決して憎にくしみではなかった。

　──でも、それなのに、俺は助けることができなかった。

　所しよ詮せん、人を助けることも、人の力になることもできない。

　案の定、大阪でも父の仕事は長続きしなかった。そして我王の周囲にいるのは、かつての仲間と同じく、盗ぬすみや恐きよう喝かつでしか欲しいものを手に入れることのできない者ばかりだった。

　──どうせ、俺はこうやって生きていくしかないんだ。

　それが、我が王おうの悟さとった生き方だった。







　そうやって三年の月日が流れた。

「帰る」

　三年前と同じく唐とう突とつに父が宣言した。大阪に来て最初の職も、結局長続きしなかった。様々な職を転々としながら借金を積み重ねた挙あげ句く、大阪の街にいられなくなってしまった。

　そうして、逃にげるように故郷の翠みどりヶが丘おか市へと帰ってきた。

　我王は、沖おき、井いの上うえ、早はや瀬せというかつての仲間の歓かん迎げいを受けた。三年前と違ちがっていたのは、盗ぬすみや恐きよう喝かつがより組織的かつ狡こう猾かつに、そして凶きよう暴ぼうになっていたことだった。三年のあいだに体格は大きくなり、子供のそれから手のつけられない凶悪な集団へと成長を遂とげていた。

　なかでも、沖はより残ざん忍にんで暴力的になり、グループのリーダー的存在になっていた。

　──どこに行っても、収まるところに収まるものなんだな。

　我王が属するのは、結局、不良グループと呼ばれるような集団だった。それは三年前も、そして三年のあいだ暮らしていた大阪の街でも同様だった。

　皆みなが子供から大人へと変化をしようとしていた。そんななか、我王は中学の生徒たちのなかに異質な存在を見つけた。

「あれは……」

　小学生だった。中学でも一年の頃ころは小学生の延長のような生徒もいたけれど、二年になるとその数はぐっと減る。そんななかで、あきらかに子供の顔をした生徒は、人目を引いていた。そして、その顔は我王の記き憶おくのなかにある顔とまるきり変わっていなかった。

　そんな我王の視線に気付いた早瀬が、渋しぶい顔をしながら口を開いた。

「古こ神か子ごか。全然変わってないだろ？　あいつの家って、ナントカって呪のろい屋やをやってるらしいんだぜ。なんつーか、気味が悪いよな、下手に手を出すと祟たたられるかもしれなくて」

　その弱気な言葉をほかの仲間たちが口々になじる。が、否定もしなければ、あえて優ゆう哉やを標的にしようという提案もないところを見ると、皆も本音は早瀬の言うとおりなのだろうと我王は推すい測そくした。

　──呪い？　祟り？　そんなもの、あるわけないだろう。

　びびっている仲間を小こ馬ば鹿かにしながら、優哉の姿を改めて同級生のなかに見た。その瞬しゆん間かん、我王と優哉の目があった。

　優哉は我王や我王の仲間たちに怖おじることなく、笑いながら駆かけ寄ってきた。

「藤ふじ崎さきくん！　久しぶりだね！　大阪から戻もどってきたんだ。すっごい背が伸のびたね」

　優哉は、にこにこと笑っている。
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　──こいつ……。

　三年前とまったく変わらない優ゆう哉やの顔を見て、あの日の出来事がフラッシュバックした。あの日、事故にあい白い羽が舞まうなかで消えた優哉の母の姿が。それは、つい昨日のことのように思われた。

『この世に生まれ、生きているということは最高に幸運なこと。あなたは、あなたの人生を大切になさい』

　あの日の、優哉の母の言葉を思い出した。三年間、記き憶おくの底に押し込めていた言葉が、むくりと頭をもたげた。

『あなたの人生を大切になさい』

　優哉に向けた言葉ではあったけれど、その言葉は我が王おうのなかにも深く刻み込まれていた。けれど、とてもそんな人生を歩けそうにない我王は、その言葉を封ふう印いんするしかなかった。

「お前……」

　優哉の母は無事だったのか、聞きたかった。けれど、そんなことを聞いてなんになるのかという思いが同時にあった。

　それは、三年前にやろうと思えばできたことだった。けれど、無力で非力な自分は優哉とその母を置き去りにして、父に従って街を離はなれるしかできなかった。

　そして、大阪で過ごした三年間も、ただ無む為いに、非行に走っていただけだった。

　自分は変わることもできなければ、変わろうともしなかった。

　だから優ゆう哉やの母の、あの言葉を封ふう印いんしてきた。我が王おうにとって、優哉のことなど、優哉の母の言葉と同じく意味のない存在でなければならなかった。

　そうでなければ、あの言葉を封印した意味がないではないか。

「知らねえよ」

　吐はき捨てるように言い放つと、我王は優哉に背を向けた。







　関かかわらなければいいんだ、そんな我王の決意にもかかわらず、翠みどりヶが丘おか市のあちこちで優哉の母の存在を思い起こしてしまう。

　夕焼けの小道、初めて「ありがとう」と言われた本屋、そして駅前の交差点。

　そうした場所を見るにつけ、「ありがとう」と微ほほ笑えんでくれた姿や、あの人の言葉を思い出してしまう。三年間、思い出さないようにしていた記き憶おくが堰せきを切ったように我王を襲おそった。

　駅に続く大通りを、三年経たってもあまり変化のない町並みを確かく認にんするようにぶらりと歩いていたときだった。

　強い風によって駅前の駐ちゆう輪りんスペースに置かれてあった自転車が将しよう棋ぎ倒だおしになっていた。その前で見るからに非力そうな高こう齢れいの女性が途と方ほうに暮れたように立っていた。おそらく倒れている自転車のうちの一台の持ち主なのだろう。のしかかるように倒れている自転車を起こさないことには、その一台を取り出すことは不可能のように見えた。

　──あの人なら、困っている人を見過ごしたりなんてしないだろう……。

　ぼうっとそんなことを考え、一いつ瞬しゆん、足が止まった。

　次の瞬間、我王は誰だれかに手を引かれた。バランスを崩くずして危あやうく転びそうになる。

「なんだよっ」

　文句を言いながら手を引いた人間の顔を見ると、それは優哉だった。

「古こ神か子ご……」

「藤ふじ崎さきくんも、手伝ってくれるんでしょう？」

「ええ？」

　優哉はにこにこと我王が手伝うのを待っていて、そして老婦人は頭を下げている。

「俺は……急いでるんだ」

「そうかあ、じゃあ、仕方ないね」

　言い訳にもならない言い訳をして、我王は逃にげるように、足早に立ち去った。







　次の日の学校で、またも我王は優哉に声をかけられた。

　休み時間、どこかで一服しようと、ポケットのなかの煙草たばこを握にぎりしめているときだった。

「あ、藤ふじ崎さきくん。よかった」

「ああ？　なにが？」

　人の顔を見て「よかった」とは何事か、と我が王おうは顔をしかめた。

「飼し育いく小屋のウサギが逃にげ出しちゃったらしいんだ。捕つかまえに行こう」

　評判のよくないグループの一員である我王に、なんてことを頼たのんでいるんだと、廊ろう下かを通る生徒たちは優ゆう哉やを見ている。彼らの顔は一様に、「あの藤崎がそんなこと承しよう諾だくするはずがない」と言っている。

　──ああ、その通りさ。

　拒きよ絶ぜつのために我王は口を開いた。

「ほかを当たれよ。今日は風か邪ぜ気味で調子悪いんだ」

「風邪かぁ、じゃあ、仕方ないね。大事にね」

　そう言って、優哉は昇しよう降こう口の方へ駆かけていった。

　優哉の背を見送っていると、誰だれかが馴なれ馴れしく肩かたを抱だいてきた。

「よ、我王。お前、いつの間に風邪なんかひいたんだよ」

　井いの上うえだった。

「うるさい」

　その手を払はらい除のけると、井上の襟えりを摑つかみ、

「俺のこと、名前で呼ぶなって言ってるだろう」

「わ、悪かったよ」

　仲間のなかでも一ひと際きわ体格のいい我王が凄すごむと、大たい抵ていの仲間は引き下がった。

「先に屋上に行ってるぜ」

　屋上はグループの溜たまり場ばで、皆みなそこで煙草を吸っていた。

　井上の後を追うように屋上への階段を上のぼりながら、

　──あいつはどうして俺に声をかけるんだ。

　と考えていた。同時に、

　──どうして俺はいちいち、言い訳をしているんだ。

　脳裏に、一人で自転車を起こし、一人でウサギを追いかけている優哉の姿が閃ひらめいた。

「くそっ」

　苛いら々いらする。きっと、ニコチンが切れたせいだ。

　我王は、そう自分に言い聞かせた。







　夕方の町をあてなく歩いていた。ただ真まっ直すぐに家に帰るのがいやだった。かといって仲間といる気分でもなかった。小学生の頃ころと違ちがって、彼らの素行は悪化の一いつ途とを辿たどっている。一いつ緒しよにいると、自分がどんどん社会からドロップアウトしていくような気がした。

　──実際、もう十分にドロップアウトしてるじゃないか。

　その瞬しゆん間かん、本屋で「ありがとう」と笑う優ゆう哉やの母や、倒たおれた自転車を前に頭を下げている婦人の顔が浮かんだ。

　──俺は、別に……。

　今いま更さらいい子ぶって「あいつらとは違う」なんてスタンスに立つ必要があるのか。やはり仲間のところへ行こうと、来た道を振ふり返った。そこに奇き妙みようなものをみつけて我が王おうは足を止めた。

「あれは……」

　逢おう魔まが時ときの薄うす闇やみのなか呪のろい事ごと引き受けますという旗がはためいている。それに真っ黒い扉とびら。

　一見、ごく普ふ通つうのアパートの一階の一室なのに、そこだけ異質な空間が広がっている。

『あいつの家って、ナントカって呪い屋をやってるらしいんだぜ』

　早はや瀬せの言葉を思い出す。

　──じゃあ、あれが優哉の……。

「藤ふじ崎さきくん！」

　不意に聞こえた声に、我王は驚おどろいて振り返った。いつの間にか、優哉が立っていた。

「お前か……」

「わあ、奇き遇ぐうだね！　僕の家、すぐそこなんだ。藤崎くんの家もこの辺り？」

「いや、俺は……」

　素す直なおに答えようとして、首を振った。

　──なに普通に会話してるんだよ！

　優哉の脳天気な顔を見ていると、つい会話に引き込まれてしまう。

「丁度よかった。お願いがあるんだ。あのね、僕……」

「いい加減にしろ」

　優哉の言葉を我王は遮さえぎった。

「どうして、そんなに俺に頼たのみをするんだ」

　沖たちとつきあっている我王に対して、クラスメイトたちは一線を画した態度を取っている。優哉のようになんの偏へん見けんもなく普通に接してくれる者など、教師にすらいなかった。

「だって」

　そんな我王のことを、優哉はきょとんとした顔で見返した。

「藤崎くんは、困っているときに助けてくれる人でしょう？」

「なっ……！」

　それが、さも当たり前だと言わんばかりの顔。我王はかっと顔が熱くなるのを感じた。

「俺が……いつ！　そんな……」

「藤ふじ崎さきくんは、僕のお母さんを助けようとしてくれたでしょう？」

　優ゆう哉やの言葉に、あの日の出来事が次々に蘇よみがえった。

　白い羽、倒たおれている優哉の母、そして、優哉の母の言葉。

「俺は、ただ……」

　我が王おうにできたことは、ただ救急車を呼ぶように人に頼たのんだだけ。その後、父に引きずられるように車に戻もどされた。

「僕、すごい驚おどろいてて、救急車を呼ぶとか、そんなこともできなかった。だから藤崎くんがすごく頼もしく見えた」

「それは……」

　俺ハ、ソンナ立派ナ人間ジャナイ。

「お前の……勘かん違ちがいだよ」

　我王は優哉に背を向けると、いつかのように、逃にげるように足早に立ち去った。







　沖おきからその話を持ちかけられたのは、いつものように屋上で一服しているときだった。

「藤崎、今夜つきあえ」

「今夜？　どこへ？」

　てっきりカラオケにでも行くのかと気軽に聞き返すと、沖はにやりと笑って答えた。

「駅の南のでかい公園あるだろう、最近あそこにホームレスがいるんだ。そいつをちょっと、狩かりに行くのさ」

　そして、くいっと首の横で指を引いた。沖の言動に中なか島じまがにやにやと笑い、井いの上うえと早はや瀬せもへつらうように笑っている。

「ふうん……」

　とりあえず、話の内容は理解したとうなずきながら、頭の中では激しく考えが渦うず巻いていた。

　──狩り？　人間を？

　無む抵てい抗こうの人間を殴なぐる蹴けるしている姿を思い浮かべる。うっすらと吐はき気けすら覚えた。

　これまでも、理由なく暴力を振ふるったことがないわけではない。目があったと、それだけのことに、暴力を振るうだけの理由など存在しないことも理解していた。

　しかし、沖が放った「狩り」という言葉には、これまでの恐きよう喝かつや喧けん嘩か以上の意味が含ふくまれていることは間違いなかった。

「おい、ドタキャンはなしだぞ」

　ぐいっと中島に肩かたを摑つかまれた。逃げるな、告発するなと、その目は脅おどしている。

「うるさい。分かってる」

　我王は中島の手を払はらい除のけると、煙草たばこをもみ消して立ち上がった。

「放課後、呼びに行くからな」

「ああ」

　後ろ手に沖おきへ手を振ふって答えながら、我が王おうの心は迷っていた。







　答えをみつけられないまま、放課後になってしまった。同じクラスの中なか島じまは午後の授業から教室に戻もどってこなかったので、みんなでカラオケかゲーセンにでも行っているのだろう。彼らが戻ってくるのを待っているうちに、やがて教室は夕焼けに染まっていった。

「あれ、藤ふじ崎さきくん？」

　誰だれもいない教室で一人窓からグラウンドを見ていた我王を呼んだのは、優ゆう哉やだった。教室の入り口で、ひょいと顔を覗のぞかせて我王を見ている。

「……お前か」

　優哉の脳天気な顔を見ていると妙みように和なごんでくる。話しかけてもいいような気がした。

「こんな時間までなにやってたんだ」

「飼し育いく小屋の手入れとか、まあ、いろいろ」

　押しつけられて一人でやっていたために遅おそくなったであろうことは容易に想像できた。

「藤崎くんは？」

「俺は……」

　まさか、見ず知らずの何の罪もない無む抵てい抗こうの人間を痛めつけに行く、とは言えない。口くち籠ごもっていると、優哉はとことこと教室に入ってきた。

「何か、悩なやみ事ごと？」

　散々、馬ば鹿かなことをやってきた。けれど、今日の沖の誘さそいに乗れば後あと戻もどりができなくなってしまう。そう考えると、足が動かなくなる。声が出なくなる。

　──俺は、どうすれば……。

　ぐるぐると同じ場所で思考が空回りする。なんの建設的な解答も見いだせないままでいると、唐とう突とつに優哉が手を出してきた。

「藤崎くん、握あく手しゆしようよ」

「……は？」

　握手とは、何事か。

「いいから、いいから。悩なやんでいるときは、こうやって」

　と、我王は強引に優哉に手を取られた。そして、優哉の小さな手でしっかりと握にぎられていた。

「人の温ぬくもりを感じるんだ。そうすると、一人じゃないって、実感できるでしょう」

　小学生のように小さな優哉の手を、払はらい除のけることもできない。そればかりか、優哉の手を通して圧あつ倒とう的な存在感に吞のまれてしまいそうになるのを感じていた。

　──なに……なんだよ、これ！

　優ゆう哉やの優やさしさと、寛かん容ようさと、そして強さと。

　それらが我が王おうを包み込み、すべてを許してくれる。

　手を握にぎったまま、優哉が口を開く。

「僕ね、時々、人の頭の上に天てん秤びんが見えるときがあるんだ。いいことと悪いことの天秤」

　説明を聞きながら、優哉から自分に足りないものが流れ込んでくることを感じていた。

「いま、藤ふじ崎さきくんの天秤は悪いほうに傾かたむいている」

　それは自分が沖おきたちとつきあっていることを言っているのだろうかと、我王は手を握られたまま考えていた。

「じゃあ、俺は……どうすればいいんだ」

「藤崎くんは、藤崎くんの信じたとおりに行動すればいいと思うよ」

　優哉の言葉を通して、あの人の言葉が蘇よみがえる。

『あなたは、あなたの人生を大切になさい』

「俺は……」

　あの日、本屋であの人に本を拾ってあげたのは、盗ぬすみをするためじゃなかった。あの日、恐きよう喝かつされている小学生を助けたのは、本当にあの子が困っていると思ったから。あの日、自転車置き場で足を止めたのは、婦人を助けてあげたいと思ったから。あの日、風か邪ぜだと言い訳をしたのは、みんなが我王がウサギを捕つかまえるなんてするはずがないという目で見ていたから。でも本当は、優哉と一いつ緒しよに捕まえたかった。

　本当は、いつだって困っている人を助けたいと思っていた。誰だれかの役に立ちたいと、自分の力が役に立つのなら、手を差し伸のべたいと思っていた。

　決して人を傷つけたいと、本気で思ったことなんてなかった。

　──今いま更さらかもしれない。

　でも。それでも。

「……今からでも、間に合うかな……？」

「そうしたいと思ったときが、本当のタイミングだと思うよ。遅おそすぎるなんてこと、ないよ」

「……そうか」

　我王が納なつ得とくすると、やっと優哉の手が離はなれた。

　けれど、優哉の手の温ぬくもりはずっと残っていて、我王に勇気を与あたえてくれていた。

「ありがとう、古こ神か子ご」

　言ってから、我王は自分が初めて人に「ありがとう」と言ったことに気付いた。







　優哉が帰った後、我王は沖たちの制裁を受けた。

　井いの上うえはナイフを取り出すと、「裏切り者」とか、ほかにもわけの分からないことを叫さけんだ。ナイフを持っていることと、これから人を刺さそうとしている自分に興こう奮ふんしているようだった。

　一度、二度、袈け裟さに斬きりつけられたが、我が王おうは難なくかわせた。

　三度目、井上は猛もう然ぜんと我王の胸を刺さしに来た。よけようとした我王の身体からだは、背後に回り込んでいた早はや瀬せと中なか島じまに押さえつけられた。

　──やばい。

　思ったときには、井上のナイフが我王の胸で止まっていた。何か硬かたいものが我王の胸をナイフから護まもっていた。

　人を刺したという事実と、けれど刺さらなかったという事実に井上は戸と惑まどっている。その隙すきに、我王は早瀬と中島をふりほどくと、井上の手からナイフを奪うばい取った。

　その刹せつ那な、硬いもので頭を殴なぐられ目の前に火花が散った。沖おきが持ち込んでいた角材で我王を殴なぐっていた。

　殴られた衝しよう撃げきで足元がふらついたけれど、ナイフだけは手放さなかった。手のひらが切れることもかまわず、井上に奪い返されないように、しっかりと握にぎりしめた。

　沖はかまわず角材で我王の左足を強打した。激痛が我王の身体をくの字に折り曲げた。続いて、再び頭部に衝撃。

　教室の床ゆかに崩くずれ落ちながら脳裏に浮かんだのは、誰だれかにみつかったときにナイフを持っているのはやばいかも、ということだった。







　激しく殴られて脳のう震しん盪とうを起こしたらしく、意識を取り戻もどしたとき、我王は自分がどこにいるのか一いつ瞬しゆん理解できなかった。

　──ここは……？

　瞬まばたきを一回してから、やっと周囲の状じよう況きようが飲み込めた。

　──病院？

　何な故ぜこんなところにいるのかと身体を起こそうとして、激痛に顔を歪ゆがめた。

「藤ふじ崎さきくん、気がついた？」

　聞き慣れた暢のん気きな声に痛みが和やわらいだ気がした。声のしたほうを見ると、そこに優ゆう哉やの姿を認めた。

「お前……なんだよ、その格好」

　優哉は病室のベッドに右足を吊つられて横たわっていた。

「実は、階段から落ちちゃって」

　あはは、と笑っている。

「ドジだな」

「うん、本当に。藤ふじ崎さきくんは？　驚おどろいたよ。忘れ物をして教室に帰ろうとしたら、藤崎くんが倒たおれていたんだから」

「俺は……」

　では優ゆう哉やが自分を助けてくれたのかと安あん堵どしたとき、やっと自分の状じよう況きようを理解した。我が王おうは優哉と反対の左足を吊つられていた。

　かつての仲間でも、沖おきたちは容よう赦しやはしなかった。むしろ仲間だったからかもしれない。沖が手にしていた角材で我王の足を強打したとき、ひどい痛みに襲おそわれた。あのとき、骨が折れてしまったらしい。あのまま沖たちとホームレスを襲しゆう撃げきするという取り返しのつかないことをしてしまったり、井いの上うえに刺さされて死んでしまったりしたかもしれないことを考えると、足の一本を折ったくらい安いものだった。

　もう二度と彼らと行動をともにすることはないだろう。そう思うと、ずっと心にかかっていた霧きりが晴れていくような気がした。

「あのね、藤崎くんが持っていたものだけど、僕のお父さんが鉛えん筆ぴつを削けずるのに使うから貸してくれって、持っていっちゃったんだ」

　井上から奪うばったナイフのことだと、すぐに分かった。我王は笑いながら了りよう承しようした。

「たぶん、それがあれの正しい使い方なんだよ。それより、古こ神か子ご」

「はい？」

「お前、俺に自分のやりたいようにやれって言ったよな」

「うん」

「おかげで、仲間がいなくなった」

「ええっ？」

　優哉は素すっ頓とん狂きような声をあげて驚おどろいている。我王は晴れ晴れとした顔で続けた。

「だから、責任を取れ」

「どうしたらいい？　なにをしたらいい？　僕、なんでもするよ！」

　おろおろと、焦あせり顔を浮かべている。

「お前、俺の友達になれ」

「友達……？」

　我王の言葉に優哉はきょとんとした顔になった。それから、にこりと天使の顔で笑った。

「僕、前からずっと友達だよ」

　優哉の言葉に、我王は一いつ瞬しゆん言葉を失った。

　──そうか、そうなんだ……。

　優哉はずっと友達だった。いつだって我王に対し真まっ直すぐに、なんの偏へん見けんもなく接していた。

「……そうか……そうだな。ああ、そうだ」

　不意に我王は思い出した。

「俺、古こ神か子ごにずっと借りっぱなしだったものがあるんだ」

「え？　なに？」

「五百円」

　優ゆう哉やから奪うばった五百円は、結局遣つかうことのないまま持っていた。ベッドの枕まくら元もとを見ると、学生服に入れていた学生証が置かれていた。

　──ああ、これが……。

　優哉から奪った五百円を入れた学生証が、井いの上うえのナイフから我が王おうの胸を護まもってくれたのだ。身体からだをねじってそれを手に取ると、中を開いた。学生証が入っているケースの裏に五百円硬こう貨かが入れられていた。

「これ」

　ぽい、と優哉のベッドに投げる。

「五百円……そんなこと、あったっけ？」

「お前が覚えてなくても、俺が覚えてるんだ」

「うん、我王がそう言うなら、きっと、そうなんだよね」

「ばあか」

　笑って応こたえながら、優哉が自分のことを我王と名前で呼んだことに気付いた。あれほど名前で呼ばれることが嫌きらいだったのに。自分の名前なんて、大嫌いだったのに。

　けれど、優哉の呼ぶ自分の名前には、沖おきたちや両親に呼ばれるのと違ちがう、温かさがあった。

　──優哉……。

　自分が名前で呼ばれることが嫌いだったから、人のことも名前で呼んだことはなかった。

　──けど……。

「……優哉」

「ん、なに？」

　試ためしに名前で呼んでみた。

「あ……い、いや……」

　優哉の名前を呼んだとき、その距きよ離りが確実に縮ちぢまったことを感じた。

　──悪くない、かも……。

　そんな素す直なおな感想が出ることが、自分でもおかしくて、笑ってしまった。

「いや、なんでもないんだ」

「なにか欲しいものがあったら言ってね。我王の分も、父さんに買ってきてもらうから」

「頼たよりにしているよ」

　優哉に名前で呼ばれると、嫌っていた自分の名前が好きになれるような、そんな気がした。







　そして我が王おうは優ゆう哉やの右手が自分を救ってくれたということを知った。

　優哉は人の運命の天てん秤びんが見えると言った。だから、優哉が自分の持つ幸運を分け与あたえてくれたということを。

　その話を聞いて、我王は不ふ審しんにも思わなかったし、気味悪いとも思わなかった。むしろ、すとんと胸に落ちるものがあった。

　優哉の母の存在。あの、不思議な、天使のような人の息子むすこであれば、そんな不思議な力も持ちあわせているのかもしれない。

　事実、あの人は天使だったのに違ちがいないと、我王は思っていた。

　自分は、優哉の母と優哉に救われた。彼らの存在がなければ、自分は駄だ目めな人間だと決めつけて、周囲の予想通り駄目な人間になっていた。

　けれど、優哉たちだけは我王のことを理解してくれていた。

　──だから、俺が優哉を護まもる。

　それが、自分を救ってくれた優哉への恩返しだと思った。







　それから、沖おきたちが我王に制裁を加えた後、公園でホームレスの人を襲おそおうとしたところを補導されたという話を警察から聞かされた。

　我王はきっぱりと沖のグループと訣けつ別べつをした。

　その後校内で行われた学力テストに、それまで本気を出していなかった我王が本気で臨のぞんだところ、あっさりと学年一位を獲かく得とくして周囲を驚おどろかせた。優哉は涼すずしい顔をして、

「知ってるよ。我王は、とても頭がいいんだ」

　と、答えた。

　教科書程度なら一度読めばほとんど覚えることができる記き憶おく力と、専門課程の学問も理解できる我王は、すでに中学のレベルは凌りよう駕がしていた。

　そして、古こ神か子ご優哉と藤ふじ崎さき我王という凸でこ凹ぼこコンビは、揃そろって翠みどりヶが丘おか高校へ進学した。







　思い出してみると、優哉との関かかわりが自分にとってどれだけのウエイトを占しめているのかがよく分かる。

　──話してやってもいいけど……ま、いいか。

　もったいないから、話すのはやめにした。

「まあ、そういうわけで、だ」

　りんはきょとんとした顔をしている。

「俺は自分で自分のことを駄だ目めだって決めつける奴やつは大だい嫌きらいなんだ」

　優ゆう哉やにまつわることは、まるで昨日のことのように覚えている。駆かけ巡めぐる思い出を嚙かみしめながら、我が王おうはうんうんとうなずきながらりんを諭さとした。

「なにがそういうわけ？　一人で納なつ得とくしないでよ」

　りんは不満げだが、「自分で駄だ目めだと決めつけるな」という我王の言葉は伝わったと信じたかった。口を閉じて考え込んでいる姿を見ると、どうやら伝わったかもしれないと、我王は安心して本を開いた。







　友達だよ、と優哉は言った。

　それなのに、優哉の苦しみや悲しみを、本当に理解できていなかった。













　　　幕まく間あい







「ユーヤ、なんや願い事とかないんか？」

「願い事？　うーん……これといってないかな？」

「なんやあるやろ？　かけっこで一等になりたいなあとか」

「かけっこって……僕、小学生じゃないんだよ」

「じゃあ、試験で一等になりたいなあとか」

「試験は自分で勉強した結果を試ためすものだろ？　パルに一位にしてもらってどうするんだよ」

「あ、そっか。うーん……ほんなら、素す敵てきな彼女が欲しいなあ、とか？」

「それこそ、自分でどうにかするよ！」

「あ、あ、ユーヤ！　ちょい、待ちいな！　……あーあ、怒おこって行ってまいよった。それにしても、おかしいなあ。おいらは人を幸せにするのが、使命や。でもって、おいらを手にしたのはユーヤや。ということは、おいらはユーヤを幸せにせなあかんはず……うーん………………ま、えっか」
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　風が、吹ふいてきた。

　空は黒い雲が低く垂たれ込め、今にも雨が降り出しそうだった。一いつ瞬しゆんぽつりと冷たいものが頰ほおに触ふれ、通りを歩いていた人々は空を仰あおいだ。

　屋上のプレイランドには、喚かん声せいをあげる子供の姿も、遊具を管理する大人の姿もなかった。

　重い手動の扉とびらを開けて屋上に現れたのは子供だった。が、遊具で遊ぶためにここを訪おとずれたのではない。

　プレイランドの訪問者を迎むかえたのは、黒いスーツ、黒いコート、それに黒い帽ぼう子しを被かぶった黒ずくめの青年だった。

「ようこそ、古こ神か子ご優ゆう哉や」

　動くことのないメリーゴーラウンドの傘かさの上で、黒い青年は被っていた帽子を取ると、高々と上げた。そして左足を引きながら、上半身を深々と折って挨あい拶さつをした。

「ここは人ひと払ばらいをしてあります。どうぞ、自由に語りあいましょう」

　青年はにこりと優哉に話しかけた。そんな青年の笑え顔がおに、優哉は硬かたい表情で応こたえる。

「僕に話があると言われましたね。──母のことで」

　挨拶もなく、いきなり本題を持ち出した。そんな優哉の性急な会話に、青年はおやおやと呆あきれながら首を振ふった。

「もっと事は慎しん重ちように、かつ優ゆう雅がに進めるべきですよ。なにしろ、君の最さい期ごの瞬しゆん間かんの演出を決めるのだからね」

　青年の言葉を聞くやいなや、優哉が提さげていたカバンから白い毛の塊かたまりが飛び出してきた。

「おい、こら！　黙だまって聞いとったらなんやねん！　最期やなんて縁えん起ぎでもない！」

　パルはぴょんぴょん飛び跳はねながら、青年に抗こう議ぎしている。

　青年はパルの抗議を意に介かいする様子もなく、言葉を続けた。

「我々はこの世界を地上界と呼んでいる。もう一つの呼び名は、無論、人間界だ。そう、君たち人間が住んでいるからね」

　君たち、と青年は右の指先を優哉に向けた。そして、左の指先を地に向けた。

「地には根ねの界かいが」

　続けて、青年は左の指先を天に向けた。

「そして、空には天てん雲うん界かいが」

　青年が天に向けた指先をくるりと回すと、その指先に黒い羽が現れた。

「さて、君が選ぶべき道は二つある。一つは、人間の姿のまま命を終える」

　青年は一度口を閉じると、その選せん択たくはあり得ないと言わんばかりに首を振ふり、それから口を開いた。

「もう一つは、君の本来属する世界の眷けん族ぞくとなること」

　青年は気を取り直すと、黒い羽を振りながら、彼の高い鼻に当てた。芳かぐわしい香かおりを嗅かぐかのような仕草で。

「眷族やて？」

　パルの問いに、おもむろにうなずいた。

「そう。眷族だ。よもや、古こ神か子ご優ゆう哉やがただの人間だったとは、君も思ってないだろう？」

「それは……ユーヤの力のことか？」

　青年はパルの言葉を鼻で笑った。

「いずれにせよ、このまま彼を地上界に野放しにするわけにはいかない」

　言葉を続けながら、青年は羽の香りに酔よいしれているように見えた。そして、羽先を優哉に向けた。

「けれど、君の存在を見逃のがしてきたのも我々だ。だから、選ばせてあげよう」

　青年は、さも施ほどこしを与あたえてやると言わんばかりに、傲ごう慢まんな態度で優哉を見下ろした。

「ちょい待て、待て、待て！　おいらの使命はユーヤを幸せにすることなんや！　勝手にユーヤを横取りせんといてくれんか」

　しかし、青年はあくまでもパルの存在を無視して話を進めるつもりのようだった。

　青年はただ、優哉がどちらの選択肢しを選ぶのか、その答えを待っていた。

「ユーヤ！　こないな奴やつ、がつんと言ったれ！　大きなお世話や、って」

　パルが叫さけぶ横で、優哉はけれど静かに考えていた。

　──僕、僕は……。

　いつか、こんな日が来るということは心の底でうすうす予感していた。

　そして、どうすればいいのか迷いつつも、心の奥では、すでに答えは決まっているようなものだった。ただ、その日がこれほど唐とう突とつに訪おとずれるとは、予想できなかった。

　──どうして、こんな……。

　優哉は、そっと記き憶おくを辿たどっていた。







　そろそろ上うわ衣ぎは不要になり、長なが袖そでのシャツ一枚でも一日を過ごせるようになった頃ころ、その人はまるで季節を無視しているのか、真っ黒な上下にコートまで羽織っていた。

「あれ……あの人」

　優哉は街ですれ違ちがった青年に、軽い既き視し感を覚えた。振り返って青年の背を見送りながら、それはどこだったのだろう、と目を細めた。

「病院の帰りに会った奴やつだな」

　隣となりを歩いていた我が王おうは、優ゆう哉やの考えを察したのか答えを放った。

「ほら、植木鉢ばちが落ちてきたときに……」

「ああ！」

　思い出した、ともう一度青年の背中に視線を向けた。

　その瞬しゆん間かん。

「あっ……」

　突とつ如じよ、青年の頭上に天てん秤びんが現れた。

　人の運命を示す天秤は、その人の不運と幸運を載のせていた。不幸に見舞まわれた人は天秤が不運に傾かたむき、幸福が訪おとずれる人は天秤が幸運に傾いていた。

　黒ずくめの青年の不自然なほどぴったりと水平にバランスを取っていた天秤が、突如、不運に傾いた。まるで優哉に救いを求めるかのように。







　いつの頃ころからだったろうか。人の頭上に天秤を見るようになったのは。いつの頃だったろうか。その天秤の意味を知るようになったのは。

「優哉は神かん呪のう師しの血を引いているからかしらね」

　天秤が見えると伝えると、母はそう言った。

　父の生なり業わいである神呪師の意味を知ったとき、優哉はとても怖こわかった。地の底から黒い手が伸のびてきて、自分の足を摑つかむのではないだろうかと、闇やみに怯おびえた日もあった。

　そんなとき、母が話してくれる雲の話に癒いやされた。

　母は空からやってきた人だと、父は言っていた。それで空の話に詳くわしいんだ、と。

「だから、母さんの名前は空そら子こなんだ。父さんがつけたんだぞ」

　いい名前だろう、と父は自じ慢まんげに語っていた。

「お母さん、名前、なかったの？」

　幼い優哉が問うと、母はにこりと微ほほ笑えんだ。

「そうよ。お母さんはね、お父さんとあうために生まれたの。だから、お母さんの名前も、お父さんがつけてくれたのよ」

　少しだけ大きくなったとき、母の天てん真しん爛らん漫まんさを「空から来たから」と寓ぐう意い的に話しているのだと思った。きっと、記き憶おく喪そう失しつかなにかだったのだろうと考えた。

　もう少しだけ大きくなったとき、真実、母は空からやってきた人なのだと知った。

　地の底に根ねの界かいがあって人の負の感情が堕おちていくように、空の上には天てん雲うん界かいがあって人の善き感情が昇のぼっていく。

　母は、その世界から遣つかわされたのだと知った。

「誰だれにも内ない緒しよよ。お父さんとお母さんと優ゆう哉やと、三人だけの秘密」

　しいっと唇くちびるに指を立てた母の姿を、今でも覚えている。

　人の頭上に天てん秤びんが見えるのは、父が神かん呪のう師しだからか、それとも母が天てん雲うん界かいの人だからか。

　いずれにせよ、幼い頃ころの優哉には、ただ天秤が見えるだけだった。







　天秤は、いつでも誰だれの頭上にも見えるわけではない。また、天秤が見えるのは不運に傾かたむいているときばかりではない。幸運に傾いていることもある。ただ、不運に傾いている人を見過ごせないだけだった。

　──あの人、よくないことが起こる……。

　不運に傾いた天秤を見ると、いても立ってもいられなくなる。善意でも義務でもなく、本能に近い行動だった。

「ちょっと行ってくる！」

「はあ？　おい、まさか……」

　我が王おうの制止も聞かず、優哉は青年に駆かけ寄った。

「あの！」

　優哉は青年の背に声をかけた。青年が足を止め、振ふり返る。

「一日に何人の人と握あく手しゆできるか、友達と競争してるんです。協力していただけませんか」

「握手の競争？　ああ、かまわないよ」

　躊躇ためらいなく青年は答え、優哉と手を握にぎりあった。

　──僕の、幸運を……！

　ただ、人の天秤が見えるだけだった優哉に、人に幸運を与あたえる力をくれたのは母だった。

　空からやってきた母は、五年前、空へと還かえっていった。最さい期ごに、優哉に母が持っていたすべての幸運を残して。

　──だから、これは本当は母さんがみんなに与えるはずだった幸運なんだ。

　願いをこめて手を握ると、優哉の持つ幸運が相手に流れ込んでいき、不運に傾いていた運勢が逆転する。そして、その分、優哉の幸運がなくなる。

「ふうん、なるほど」

　青年は謎なぞめいた言葉を発すると、口元を引き上げ笑え顔がおをつくった。

「私は役に立ったかな？」

　微び動どうだにせず、能面のような顔で笑っている。

「はい」

　背後で我王が呼んでいる。

[image: ]

　──あの人……僕のことを知っている……？

　以前にもあっているのだから、顔見知りといえば顔見知りだ。けれど、ただの通りすがり以上の何かを知られているような、そんな気がした。

「優ゆう哉や、行くぞ！」

　焦じれた我が王おうが叫さけんでいる。我王は、「また、そんなことをして」と怒おこるだろう。そんな怒いかりが声に表れている。苦笑しながら、「いま行くよ」と振ふり返って我王に答える。

　優哉は後うしろ髪がみを引かれる思いでもう一度黒ずくめの青年を見た。

「あ……」

　時間にしてわずかに数秒。周囲を隔かく絶ぜつするほどの存在感を漂ただよわせて立っていた青年が、大地に溶とけたか、空に融とけたかのように、忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「どこへ……」

　辺りに視線を飛ばした優哉は、誰だれかに呼ばれたような気がして、空を仰あおいだ。

　黒い烏からすが青い空を、一点の染みのように飛んでいた。







　老婦人は、「ああ」とにこやかに笑えみながら頷うなずいた。

「ええ、ええ、覚えていますとも。本当に優やさしい子ですよ。いつもねえ、私が何かに困っているときに出あうんです」

　婦人はまるで恋をしている乙女おとめのように恥はじらいながら言葉を続けた。

「この前もね、林りん檎ごを買いすぎちゃって。私、青森の出身でしょう？　実家のお隣となりもね、林檎をつくってたの。小こ松まつさんとか山やま本もとさんとか。食べたらね、わかるのよ。小松さんのところなのか、山本さんのところの林檎なのか。それで、つい、あれもこれもって、買いすぎて」

　婦人はそこまで一気に喋しやべると、思い出を嚙かみしめるように、ほうと息を吐はいた。まるで、白馬の騎き士しでも思い浮かべているようだ。

「そこへね、あの子が現れるの。おろおろしていると、持ちますって言って、さっと私の林檎を持ってくれるの。どこまでですか、って聞くから、つい甘えちゃって。家まで重い林檎を二ふた抱かかえも。本当に、小さいのに立派な子よねえ」

　婦人はそう言うと、「それに引き替かえ、最近の若い人は……」と、小声で喋りながら、明後日あさつてのほうへ歩いて行ってしまった。







　その茶ちや髪ぱつの若い男は、「ああ」と言うと唾つばを地面に吐いた。

「覚えてるぜ。あの生意気なガキ」

　口調も態度も憎にく々にくしげだが、それは彼の生来の気質のようで、決して本気で憎んでいるわけではないようだった。

「まったく、余計な口出ししてきてさ。愛車で、ちょいとドライブでもしようかって、話をしてたんだ。ああ、そこの駅の辺りだよ」

　くいっと駅前のロータリーを顎あごで示した。

「そうしたら、あのガキがちょこちょこ寄ってきてさ。今日は遠出はやめたほうがいいよって。ほら、あのガキ、ちょっと見た目は可愛かわいいだろ？　女たちが騒さわいでさ。どうして女って、あんなガキがいいのかね」

　男はもう一度、唾を吐いた。

「で、まあ俺たちもしらけてさ、予定を変へん更こうして朝までその辺の店で飲むことにしたわけさ。そしたら、なんか国道で崖がけ崩くずれがあったってニュースが流れたわけよ。あのままドライブに行ってたとしたら、丁度事故にあってたかもしれない時間でさ。また女たちが大騒ぎ」

　そう言って、また唾を吐いた。







　その少女は、「はい」と胸を張って答えた。

「命の恩人です」

　少女はきっぱりと答えた。

「それから、わたしと母の……」

　少女は一いつ瞬しゆん瞳ひとみを閉じると、記き憶おくを嚙かみしめているようだった。

「塾じゆくに行かないといけないので」

　頭を下げると、急ぎ足で立ち去ってしまった。







　その男性は、皺しわ一つないスーツ姿で、にこりと笑った。

「ああ、もちろん覚えているさ。あれは、そう、僕の人生の転機だった」

　その日のことを思い出して、男性はわずかに顔をしかめた。

「リストラってやつさ。いつものように出社したら、突とつ然ぜん呼び出されて、来月から来なくていいよ、だって。それで終わり」

　男性はわずかに首を振ふった。

「まったく、雇やとわれるってことの馬ば鹿か馬鹿しさを感じたね。会社のために奴ど隷れいのように働いたっていうのに、終わりとなれば一いつ瞬しゆんだ。実際、会社どころか人生をやめたくなったよ。丁度ちょっと頑がん張ばってマンションを買ったところでね。来月からローンをどうしたらいいんだって、目の前が真っ暗になった。会社を出て、ふらりとそこの公園に寄ったところで、あの子に会ったんだ」

　身の上を語る男性の表情が、一変した。

「ジュースを買うのに小銭を持ちあわせてないから、両りよう替がえしてもらえないかって声をかけられてね。普ふ段だんなら、そんなことは絶対にしないんだ。いろいろと物ぶつ騒そうな世の中だろう？　けど、その子の顔を見ると、なんだか信じたくなったんだ。理由？　そんなものないよ。ただ、直感さ。この子を信じたら、うまくいくかもしれないって。ほら、家まで石を蹴けり続けられたら願いが叶かなうとかって、やったろう？　あんな感じかな」

　男性は、一人得心したように、うんとうなずいた。

「そうしたら、ありがとうって手を出されたんだ。まあ、悪い気はしなかったから、どういたしましてって手を握にぎり返した。そうしたら、なんていうのかな……」

　男性は思い返すように、じっと右手を見た。

「人に優やさしくすること、人を信じること、人を……いや、自分を信じることかな？　そんな当たり前のことが、うわーって押し寄せてきてね」

　そう言って、顔を上げた男性の顔は、自信に満ち溢あふれていた。

「もう一度がんばろうって思えたんだ。おかげで、再就職もあっさり決まって、前よりも給料も待たい遇ぐうもよくなったんだ」

　ははは、と男性は笑って、もう一つ付け加えた。

「新しい会社で運命の女性にあえた。半年後には結婚式さ。あの子にも出席してほしいな」







「いらっしゃいませ」

　店員はカウンターで小さな女の子に手品を教えていた。

「え？　ええ、知ってます。けど、あの……どういうご関係の方ですか？　え？　お母様の縁えんの？　へえ、そうなんですか」

　店員は警けい戒かいを解くと、にこりと笑った。

「クラスメイトなんです。同い年とは思えないくらい、しっかりしていて、いつも助けてもらってます」

　にこにこと笑え顔がおの店員の横で、小学生ほどの少女は、じっと睥へい睨げいしている。

「え？　握あく手しゆですか？　ええと、その……」

　店員は、頰ほおを赤らめると、小さくうなずいた。

「はい、あります。すごく落ち込んでたときに、助けてもらいました。……彼の手、すごく大きくて、温かいんです」

　そのときのことを思い出し、嚙かみしめるように言葉を紡つむいだ。

「ただ手を握にぎっただけっていうのとは違ちがうんです。がんばれって励はげまされているような、勇気みたいなものが湧わいてくるんです」

　自分の言葉に店員は、うんとうなずいた。

「負けちゃいけない、もう少しがんばってみようって、そんな感じ」







　黒ずくめと早さ紀きの会話を、りんは黙だまって聞いていた。

　──この人、どうして優ゆう哉やのことを……？

　優哉のなにを知っていて、なにを知ろうとしているのだろう。

「もう少しがんばってみようって、そんな感じ」

　早紀が答えると、黒ずくめの男は満足したようにうなずいた。

「そうですか。わかりました」

　そして、背中を向けて店を出ようとする。りんは男の後をすぐに追いかけた。

　顔までは覚えていなかったけれど、真っ黒な格好には見覚えがあった。

　鷺さぎ之の森もり凛りんの母親に呪のろいをかけた日に優哉に声をかけた人。その人が、優哉のことを知っている早紀に、優哉の右手のことを聞きに来た。

　おそらく、早紀のところだけではないはずだ。

　何かの目的があって、優哉のことを調べている。

　──勝手に、優哉のことを調べるなんて……！

　罧ふし原はらの里から古こ神か子ご家に遣つかわされたとき、りんは夢ゆめ人ひとの代役だけでなく、優ゆう哉やが立派な神かん呪のう師しになるよう指導するという役目も負っていると考えた。いわば、りんは優哉の師であり、師は弟で子しを護まもる役目も負っている。

　だから、男のことを見過ごすことはできなかった。

「ちょっと、待ちなさいよ」

　コンビニを出ると、思い切って男の背に声をかけた。男が振ふり向いた。最初からりんが声をかけることを見越こしていたかのような動きだった。

「あなた、ゆ……彼のお母さんの縁えんって、本当なの？」

　にこりと笑いながら答える。でも、目が笑っていない。口元だけ持ち上げて、笑っている顔を演じている。

「本当だとしたら？」

「噓うそ」

　即そく答とうした。

「だって、彼のお母さんは……」

　りんは口くち籠ごもった。優哉の母親には家族どころか、親類縁えん者じやはいないはずだった。罧原の人たちは皆みな、口を揃そろえてそう言っていた。それに、もしも本当に親類なのだとすれば、優哉の母が死んだときに姿を現しているはず。死んでからすでに五年が経過して、それで今いま頃ごろ出てくるなんて、いかにもおかしい。

「もう死んでいるから？」

　それとも、と男は続けた。

「人間じゃないからかな？」

　笑った。本当に、おかしそうに笑った。いや、嘲あざ笑わらっている。

　りんは目を見張って驚おどろいた。

「あなた……誰だれ？」

　確かに、優哉は普ふ通つうの人間とは少し違ちがう。

　罧原の神呪師である夢人の息子むすこであり、人の頭上に運命の天てん秤びんが見えるらしい。さらに人に幸運を与あたえることができる。

　それは罧原の血を引いているから、という理由だけでは考えにくい。もしかすると優哉の母親もまた、ただの人間ではなかったのかもしれない。

　けれど。だとしても、そんなことをすらすらと口にできる人間がいるのだろうか。

　いるとすれば？　その人もまた、ただの人間ではないのかもしれない。

「誰だれ、というのはどういう問いだろうか？　私は私、見ての通りだ」

「はぐらかさないで！」

　りんは苛いら々いらと叫さけんだ。聞きたいことは山ほどある。どこから来たのか。いつから優哉のことを調べているのか。どうして優ゆう哉やの母親のことを知っているのか。目的はなんなのか。それから、名前は。

「……名前、名前は！」

　りんの問いに、男はふむ、と腕うで組ぐみをした。

「名前、か。それは問われても困るな。固有の名めい称しようは持ちあわせていない」

「名前がないって……馬ば鹿かにしてるの？」

　いやいや、と男は芝しば居いがかった仕草で応こたえた。

「馬鹿にするなど、そんなことはしない。とはいえ、君たちが固有の名称にこだわることも事実。それならば……そう、私のことは烏からすと呼んでくれ」

「烏って、鳥の……？」

　烏と名乗った男は、また口元だけの笑えみでりんを見下ろしている。

　──馬鹿にして！

　子供だと思ってなめているのだろうか。確かに、まだ小学生だけれど、一人前の神かん呪のう師しでもある。そこらの子供と一いつ緒しよにしてほしくない。

「あなた、優哉の何を知っているの？」

　りんは畏おそれることなく一歩を踏ふみ出した。

「君は？　君は、彼の何を知っているのかな？」

「わ、私は……」

　優哉は罧ふし原はらの出身で、人の運命の天てん秤びんが見えて、幸運を与あたえることができる、それは知っている。

　けれども、どうして天秤が見えるのか、幸運を与えることができるのか、優哉の外見が自分と同じくらいなのか、優哉の母親がどんな人だったのか、それは知らない。

　知らないことはほかにもある。むしろ、知っていることのほうが少ない。

　その事実が、「なんでも知っている」と自信を持って答えることを躊躇ためらわさせていた。

「残念だが、君に興味はない」

　烏は首を振ふると、大おお袈げ裟さにため息をついた。

「そっちになくても、こっちにはあるのよ！」

「小さいからか、よく吠ほえる」

「なっ……」

　烏の嘲ちよう笑しように、りんは全身の血が沸ふつ騰とうしたのではないかと思うほど、熱くなった。

「君から聞けることはないようだ」

　烏の冷れい徹てつな表情が、りんをますます熱くさせる。

　背を向けた烏に、りんは咄とつ嗟さに手を伸のばした。

「待ちなさいよっ」

　りんの指が触ふれようとした、その瞬しゆん間かん。




　サワルナ。




「きゃっ！」

　ごう、と風がりんを襲おそった。一瞬、視界が黒く染まる。咄とつ嗟さに、両手で顔を覆おおった。

　──黒い……風？

　風が通り過ぎ視界が元に戻もどる。が、そこに烏からすの姿はなかった。

「いない？」

　慌あわてて周囲を見渡わたす。




　タカガ人間ノ分際デ、気安ク触レヨウトハ。




　頭上から、声が聞こえたような気がした。

　空を仰あおぐと、一羽の烏が黒い翼つばさを広げて舞まい上がっていくところだった。

「まさか……うそ……」

　りんは口を開けて、空へ消えていく烏を見送るしかなかった。







　優ゆう哉やと別れた我が王おうは、一人図書館へ向かっていた。その道のりで、親友の迂う闊かつさをあれこれ思い悩なやんでいた。

　──ったく、お人ひと好よしも度が過ぎる。見ず知らずの人間にまで力を与あたえてどうしようっていうんだ。

　優哉の、自分の幸運を人に与えるという不可思議な能力を、今ではすっかり受け入れていた。

　──まあ、認めないわけにはいかないよな……。

　自分自身、その恩おん恵けいを受けたこともあるし、優哉と関かかわるうちに、その力を目まの当あたりにしてもきた。

　そして、人に幸運を与えるかわりに、優哉が不運な目にあうことも見てきた。

　──それでも、あいつは人に力を与えることをやめようとはしない……。

　どうしてそこまでできるのか、と思う一方で、優哉の母のことを考えると、「やはりあの人の息子むすこなんだな」と感じざるを得ない。

　何度も何度も繰くり返し、「力を遣つかいすぎて、自分が危ない目にあったらどうするんだ」と忠告をしてきたけれど、優哉がそれで躊ちゆう躇ちよしたことはない。

　──ＤＮＡなのかねえ……。

　それはもう、理り屈くつを超こえた本能というか、遺伝子に刷すり込まれているとしか言いようがない。考える前に身体からだが動いているのだから。

　だからこそ、優ゆう哉やが危険な目にあいそうになったときに、少しでも護まもってあげたい。

　それが、優哉に助けてもらった恩返しになる。

　──恩、なのかな。

　むしろ、これもまた理屈を超えた行動なのかもしれない。優哉が危ない目にあいそうなときは、護ってあげないといけないと、身体が勝手に動いてしまう。

　──感化されたのかもしれないな。

　そんなことを考えながら歩いていたときだった。

　背後で、鳥の羽音のようなものが聞こえた。と同時に、人の気配。何か、得体の知れない存在が、そこに立っている。それが自分に声をかけようと近づいてきている。

　顔のすぐ後ろに、そいつの指が迫せまっている。

　──誰だれだっ。

　振ふり返ったそこに、黒ずくめの男が立っていた。

「あんた……」

「これはこれは」

　黒ずくめの男は深々と頭を下げ、慇いん懃ぎんに礼をした。

「古こ神か子ご優哉の護衛の方ですね？」

　にぃっと口元を持ち上げて笑う。目は少しも笑っていないけれど。

　──むかつく野や郎ろうだ。

　男の態度は、こちらのことはすべて知っているにもかかわらず、知らないふりを装よそおっているように見える。その余よ裕ゆうの態度が、我が王おうをより不快にさせた。

「それで？　人にものを尋たずねるときは、まず自分からって、偉えらい人に教わらなかったのか？」

　心得ているといわんばかりに男はうなずいた。

「そう、そうでした。君たちは固有の名めい称しようにこだわるのでしたね。さきほど、烏からすと名乗ったばかりです。どうぞ、私のことは烏とお呼びください」

　──こいつ、馬ば鹿かにしてるのか？

　偽ぎ名めいですと白状しているようなものだ。そんな名を名乗って答えたつもりなのか。信じるつもりは毛頭ないけれど、なんの目的で優哉や自分の前に現れたのか、それを聞くほうが先決だった。

「それで？　俺に、何か用なのか？」

「かつて、古神子優哉と手を握にぎりましたね？」

「は？」

　夕焼けの教室で、優哉と手を握った日のことを思い出す。一生忘れることのないであろう思い出だ。そして、それは優哉と自分だけの思い出でもある。

「なかったって言えば？」

「それはあり得ない」

　烏からすは静かに首を振ふった。

「君の運命は、確実に変化している」

　烏の笑わない目が、じっと我が王おうを見据すえている。

「古こ神か子ご優ゆう哉やの右手がなければ、いま、君はここにはいなかった」

「なっ……」

　烏の言葉に、我王は拳こぶしを握にぎりしめた。

　夕焼けの教室で優哉の手を握らなければ、あのまま沖おきたちと行動をともにしていただろう。そして優哉と一いつ緒しよに翠みどりヶが丘おか高校に進学することもなかった。進学せず、働きもせず、街をうろつき、陰いん惨さんな日々を送っていたに違ちがいない。

「……優哉のことを、調べているのか？」

　優哉の不思議な力をどこからか知ったマスコミだろうか。それとも、政府の機関か。

　──まさか、そんな、漫まん画がや映画じゃあるまいし……。

　優哉の力は信じられても、そんな組織の存在は信じられない。優哉の力は我王にとって揺ゆるぎのない事実だけれど、政府の機関はフィクションの存在だった。

「調べている、と言えば？」

「馬ば鹿か馬鹿しい」

　我王は一笑に付した。優哉の力は真実だけれど、だからこそ、人に知られるわけにはいかない。笑い飛ばして、優哉の力の存在を否定する。

「あんた、優哉が超ちよう能のう力りよく者か魔ま法ほう使つかいとでも思っているのか？」

「超能力者か、魔法使い……」

　烏は我王の言葉を復唱すると、笑え顔がおを浮かべた。口元だけ笑って、目は笑っていない。

　芝しば居いがかった仕草で、首を振ふる。

「まさか。古神子優哉はそんなものではありません」

　きっぱりと否定する。その自信のある態度に、我王はもう一つの可能性を見た。

「じゃあ、あんた……」

　優哉の父の夢ゆめ人ひとや、りんのような神かん呪のう師しの関係者だろうか。

　──いや、それなら、いちいち調べに来るはずがない。

　夢人やりんを通じて調べればいいはずだ。

　自問自答して、「神呪師」と言いかけた言葉を、別の言葉に言い換かえた。

「あんたは、どこから来たんだ？　優哉のなにを調べているんだ？」

「なるほど、なるほど」

　我王の問いに対して、烏は満足そうにうなずいている。

「なにが、なるほど、なんだよ！」

　語気を荒あらげて問いただす。

「つまり、古こ神か子ご優ゆう哉やに手を握にぎられた君は、古神子優哉の身を案じるほど、彼に恩義を感じている、ということですね？」

「手を握られたからじゃないっ！」

　咄とつ嗟さに、我が王おうは反論していた。

　優哉に助けてもらったのは事実だし、恩も感じている。だからこそ助けてあげたいし、護まもってあげたいとも思っている。けれども、それよりももっと大切な意味がある。

「あいつは、俺のダチだ！」

　我王は、優哉に助けてもらったから友達になったわけではない。優哉は、ずっと我王のことを友達だと思っていたと言ってくれた。だから、友達なのだ。

「なるほど、なるほど」

　烏からすはまたうなずいた。

「古神子優哉の存在が、君を変えたのだね」

「それは……」

　それは、否定しない。否定のしようがない。

「十分、理解しました」

　烏は我王に向けて、深々と慇いん懃ぎんな礼をした。

「ちょっと待てよ。こっちは全然分からな……」

　すべてを言い終わらないうちに、我王は突とつ然ぜんの突風を全身に受けた。

　どこからか突然現れた黒い羽が舞まい、視界を黒く染める。咄嗟に目を閉じ、手で顔を覆おおう。

「古神子優哉は、この世界にいてはいけない存在……」

　烏の声が、我王の耳に届いた。

　次に目を開けたときには、そこに烏の姿はなかった。

「なっ……！」

　どこへ逃にげたのかと、急いで周囲を見渡わたす。けれど、一本道の住宅街のなかで人が身を隠かくすような場所はなかった。

　──黒い、羽……？

　かつて同じ光景を見たことがあった。ただし記き憶おくのなかの光景は黒ではなく、白だった。

　──優哉の母親と同じ……？

　白い羽とともに消えた、優哉の母親。

　──まさ、か……。

　当然のように優哉の母は普ふ通つうの人間だと思っていた。

　──まさか……。

　しかし、神かん呪のう師しという存在や、優ゆう哉やが飼かいはじめた奇き妙みような生き物や、優哉自身の力を考えたとき、別の存在の可能性が浮かんできた。

　かつて我が王おうは、優哉の母や優哉を見て、まるで天使のようだと感じたことがあった。

「黒い、天使……」

　空を仰あおいだとき、黒い染みのように空を飛ぶ烏からすが見えた。

「優哉……この世界にいては……いけない、存在……？」

　烏は、そう言っていた。

「黒い天使……優哉は、この世界にいては、いけない……」

　その瞬しゆん間かん、我王は確信した。

　──あいつは、優哉を連れていこうとしている……！

　それは、我王たち人間の手の届かない世界。

「そんなことっ……！」

　させるわけにはいかない。

　我王は図書館への道に背を向けると、優哉の家に向けて駆かけ出していた。







　我王と別れて帰宅した優哉を迎むかえたのは、白い毛の塊かたまり──パルだった。

「帰ってきたか、ユーヤ」

　ぴょんぴょん飛び跳はねて、優哉の胸に飛びついた。

「うん、ただいま。あれ、りんは？」

「早さ紀きはんの店に行く言うてはったかな」

「えっ、ずるい！　一人で日ひ浦うらさんに手品を教わりに行ったんだ」

「ユーヤは早紀はんとおんなじ学校なんやから、いつでも教わることができるやないか」

「それは、そうなんだけどさ……なに、さっきから？」

　会話をしながら、パルはしきりに優哉の匂においを嗅かいでいた。

「いや……なんや、知ってる匂いがしてるような気がして……」

「なんだろ？　今日は購こう買ばいのコロッケパンとメロンソーダと、それから……」

「そういう匂いやなくて……」

　パルは優哉の周囲をふわふわと飛びながら、肩かたや背中や腰こしの辺りに少しでも匂いが残っていないかと鼻をひくつかせている。そして、優哉の右手の辺りでぴたりと動きを止めた。

「──あ」

「え？　なに、なに？」

　なにかついているのだろうかと優哉は慌あわてて自分の右手を見た。特になにもついていない。

「なにもないよ？」

「ユーヤ……」

　優ゆう哉やを見上げるパルは、いつもと変わらず真っ黒でつぶらな瞳ひとみをしている。ただ、その声こわ音ねだけが、真しん剣けんな響ひびきを帯びていた。

「なに？　そんな怖こわい声して」

「あんさん、〝黒〟におうたな？」

「……は？　黒？」

「そや。〝黒〟や！　この嫌いやな匂におい、〝黒〟や！　〝黒〟に決まっとる！」

　興こう奮ふんしているパルを、優哉は宥なだめながら、記き憶おくを辿たどってみた。

　──黒、くろ、クロ……ええと……。

　不意に、脳裏に黒ずくめの男性が映った。黒といえば、あの人くらいだ。

「真っ黒い格好をした人にはあったけど、その人？」

「それや、それ！」

　どうしようもなくパルは興奮している。

「〝黒〟いうたら、おいらたち天てん雲うん界かいの天敵や！　おいらたちは、人間を幸せにするのが使命や。せやけど、〝黒〟は違ちがう。人間を不幸にする存在なんや」

「不幸に……」

　優哉は脳裏に浮かんだ黒服の男性を思い出してみた。

　──ちょっと不思議な感じの人だったけど……。

「あかーん！」

　ぼうっと考えていると、耳元まで漂ただよってきたパルに叫さけばれた。耳がきんきんする。

「な、なに？」

「ユーヤは人を疑わんところがええところやけど、アレはあかん。〝黒〟は根ねの界かいに属する存在や。負の感情の塊かたまりみたいなもんなんやで」

「根の界？　根の界って、そんなに危険な場所なの？　神かん呪のう師しは、そんな危険な世界と関係してるの？　危険な世界の……手先なの？」

　優哉の問いに、パルはやっと落ち着きを取り戻もどした。

「ああ、いや、神呪師は負の感情が地上に溜たまらんように、根の界に送っとるだけで、手先とか、そんなんやないんやで」

「そうなの？　じゃあ……あれ？」

　どうして匂いだけで分かったのだろう、そう聞こうとしたとき、台所続きの優哉の部屋の窓を、こつこつと叩たたく音に気付いた。顔を上げると、窓ガラスの向こうに黒い鳥がベランダの手すりに止まっていた。長い嘴くちばしで、こつこつとガラスを叩いている。

「なんだろう？」

　優哉は部屋に入ると、がらりと窓を開けた。その瞬しゆん間かん、

「あかん！」

　台所からパルの叫さけびが聞こえた。

「その匂においは……！」

　パルの声に振ふり返ったとき。

　優ゆう哉やの頰ほおをかすめながら、黒い影かげがよぎった。

　飛び跳はねながら優哉に近づいてこようとしていたパルに黒い羽が突つき刺ささった。

「パルっ！」

　パルに駆かけ寄り、ぐったりとしている白い身体からだを抱だきかかえた。と同時に、背後で大きな羽音が聞こえた。

　パルを抱いたまま振り返った優哉が見たものは、黒ずくめの男性の姿だった。

「あなたは……」

「やあ、またおあいしたね、古こ神か子ご優哉」

「どうして、僕の名前を……？」

「無論、知っているとも。君は、君が考えている以上に、有名なのだよ」

　口元を引き上げて笑う。けれど、目は笑っていない。その黒い瞳ひとみは、真まっ直すぐに優哉を捉とらえて離はなさない。

「あなたは……いったい、誰だれなんですか？　どうして、こんなひどいことを……」

　手の中でパルはわずかに身をよじった。黒い羽がパルの身体に楔くさびのように刺さっている。

「誰？　そう、私のことは烏からすとお呼びください」

「烏……さん？」

「今日は、あなたにお話をするために……」

　烏の言葉は途と中ちゆうでとぎれた。

　優哉の手の中で身をよじったパルから、きらりと光るものが放たれた。

　パルが放った光は、烏の肩かたに白い羽となって刺さっていた。

「貴様……よくも……」

　烏の強い視線が、パルに向けられる。

「や、やる気か？　相手に不足なしや……か、かかってこんかい！」

　パルは黒い羽が突き刺さったままの小さな身体で強がっている。

　しかし、パルの挑ちよう発はつに烏は乗らなかった。

「いや、ここではやめておきましょう」

　そう言って、烏は室内を見回した。

「もっと、ふさわしい場所を用意しなければ」

　そして肩に刺さった白い羽を抜ぬき取った。

「古神子優哉。君の、母のことについて話をしたい」

「えっ……！」

「この街で一番高い場所で、君を待っている」

　そう言うと、抜ぬき取った白い羽を優ゆう哉やに向けて投げつけてきた。

「うわっ」

　思わず、目を閉じる。

　一いつ瞬しゆんの後に目を開けたときには、すでに烏からすの姿はなかった。

　振ふり返ると、白い羽は台所の床ゆかに突つき刺ささっていた。

　手のなかにはパルがぐったりと力なく横たわっている。おそらく、力を振ふり絞しぼって烏を撃げき退たいしたのだろう。

　──でも……。

　烏は、母のことで話をしたいと言った。行かないわけにはいかない。

「パル、ごめん」

　優哉の言葉に、パルはゆっくりと頭を持ち上げた。

「……どうしても、行きはるんか？」

「うん」

「罠わなかもしれへんで？」

　そう言うと、パルは自分の身体からだに刺さっていた黒い羽を小さな口を使って器用に引き抜いた。

「あの人は……僕を、どうするつもりなんだろう？」

　優哉が問うと、パルは少し考えてから、

「そやな、あいつが根ねの界かいの使いやとすれば……ユーヤの存在は、ある意味、邪じや魔まな存在ちゅうことになる」

　パルの言葉に、優哉は目を見張った。

「邪魔……なんだ？」

「そりゃ、そうやろ。根の界は負の感情をもろうてなんぼや。負の感情が来なんだら、存在する意味がない」

「僕、別に根の界に負の感情を送る邪魔なんか、してないよ？」

　根の界につながる大穴を塞ふさいでいる姿をイメージする。そんなこと、とてもではないけれどできるわけがない。

「そういう邪魔やのうて……ユーヤの行いや。自分の幸運を人にあげとるやろ？」

「それは……不運をちょっとでも回かい避ひさせることができたらって思って」

　パルはよいしょっと身体を起こした。

「不運な目におうたら、人は恨うらんだり憎にくんだりする。せやけど、ユーヤが本来不運な目にあう人を幸せにしてもうたら、その人は恨んだり憎んだりすることがなくなる。そうすると、神かん呪のう師しに頼たのんで恨みを呪のろいに変えてもらう必要もない」

「それは……そうかもしれないけれど……」

　早さ紀きにかけられた呪いによる不運を、幸運を与あたえることで回かい避ひさせたときのことを思い出した。あのとき、夢ゆめ人ひとに怒おこられたのだった。

「せやろ？　ユーヤは根ねの界かいにとって邪じや魔まな存在。邪魔な存在は、つまり、その……消してしまおうとしてるのかも……」

　パルは言いにくそうにもごもごと言葉を濁にごした。けれど、何を言わんとしてるかは、優ゆう哉やにもはっきりと分かった。

「消すって……殺すってこと？　根の界にとって、僕は生きていては駄だ目めな存在なんだ？」

　今もこうして呼吸をして、思考して、会話して、世界を見て、前を向いて生きている。それが、誰だれかにとって邪魔だと思われていることの衝しよう撃げきは、計り知れなかった。

「駄目なことあるかい！」

　暗い思考に陥おちいりかけた優哉を、パルの声が引き戻もどした。

「生きててあかんなんてこと、あるわけないやろ！」

「パル……」

「みいんな、幸せになる権利は持っとるんや！　幸せになって、ええ気を天てん雲うん界かいに送ってもらえたら、おいらたちかて万ばん々ばん歳ざいやないか。あっちの都合で邪魔やなんて勝手なこと言わんといてほしいわ！」

「ありがとう」

　そう言ってもらえると、あの日から生きながらえてきたことを許されたように思える。

　あの日、母が代わりに消えた日から。

「でも僕、やっぱり行かないと」

「罠わなでも、かいな？」

「烏からすさんは、母のことで話があるって言ってた。だから……」

　パルは、烏は根の界の使者だと言った。根の界は人の負の感情が送られる場所。負の感情が送られる場所の使者が、母のことで話があると言った。

　──もしも……もしも、母さんが……あの日、僕を助けたことを後こう悔かいしていたとすれば？　それで、母さんの負の感情が根の界に送られず地上に留とどまっているのだとすれば？

　自分が母の代わりに生きているのは間ま違ちがいなのではないか。

「確かめるために、僕は行かないといけないんだ」

　この街でもっとも天てん雲うん界かいに近い場所、と烏は言った。

　──スカイタワー……。

　翠みどりヶが丘おか公園に隣りん接せつするスカイタワーしか考えられなかった。隣接する公園のみならず、市内も一望できる。屋上には観かん覧らん車やメリーゴーラウンド、それにゴーカートなどがあり、小さなプレイランドになっていた。が、派手な遊具があるわけでもなく、風の強い日はすぐに閉へい鎖さされてしまうため、子供の遊び場としての人気はほとんどなかった。

　優ゆう哉やもまた、小さい頃ころは両親と一いつ緒しよに遊びに行った。遊具が楽しかったのではなく、家族で遊びに行ったという記き憶おくが、その場所を美しい思い出の場所にさせていた。

　──母さんと……よく行ったな。

　そう言えば、母はそこが好きだった。

『ここは、空が近いのね』

　そう言って、晴れた日はよく訪おとずれた。

『とっても高いから、空が広いの』

　母は永遠だと思っていた。自分が生きている限り、母もまた、ずっと生きていると思っていた。人の命に限りがあるということを理解するようになっても、それでも、自分をこの世に産み出した存在が、自分より先に存在しなくなるとは夢にも思わなかった。

　だからあの日、母が消えたあの日。

　母という存在が消えた日、古こ神か子ご優哉という存在も消えるはずだった。

　──それなのに、僕は、生きている……。

　母は、死んでしまったのに。







　辿たどっていた記憶がつながる。

　そして、優哉はパルと一緒に烏からすが指定した、この街で一番空に近い場所、スカイタワーの屋上に来ていた。

　選びたまえ、という烏に向かって、パルは果か敢かんに挑いどみかかった。

「ユーヤはおいらに姿を与あたえてくれたんや！　おいらに名前をくれて、おいらを人間界に存在させてくれた！　ユーヤはおいらが護まもるんや！」

「無む駄だなことを！」

　烏から数本の黒い羽が放たれた。

「させへんのや！」

　パルの身体からだから、無数の白い羽が放たれ、黒い羽の攻こう撃げきを防いだ。

　──白い……羽！







　夕暮れに霞かすむスカイタワーの最上階付近で、白い光が見えた。

「あれは……」

　翠みどりヶが丘おか市を一望できるスカイタワーは同時に、翠ヶ丘市のどこからも見ることができた。

　帰宅途と中ちゆうから。

　校舎の窓から。

　駅前広場から。

　店のなかから。

　ビルの窓から。

　どんなに遠くにあっても、その光を放っているのが無数の白い羽であることが見えた。







「優ゆう哉や！」

　古こ神か子ご家を訪おとずれた我が王おうは、優哉の不在に不安が的中したことを知った。

「くそっ、どこだ！　優哉っ！」

　台所から優哉の部屋に入り、りんの部屋を開けようとして、窓の外の光に気付いた。

　翠みどりヶが丘おか公園の脇わきに立つスカイタワーの屋上が光っている。

　きらきらと、白い光が放たれている。

「あれは……」

　優哉を護まもる、白い羽の光。

　その白い羽に、我王は確かに見覚えがあった。







　消えた烏からすという男を探すために、りんは一度家に帰ろうとしていた。

　黒い鳥を探して空を仰あおいだ。もう、何度目になるか知れない。

　りんの視界に、白い光が飛び込んできた。

「あれは……白い……羽？」

　優哉が飼かっている白いネズミのような生き物、パルことパルミジャーノ。

　彼の正体は天てん雲うん界かいの使いであり、その本体は白い、羽。

「パルが……なにか、あった……？」

　正体を隠かくしているはずのパルが、あれほどの羽を振ふりまくには理由がある。

　そして、それは優哉の身に危険が迫せまっている以外に考えられなかった。

「まったく！　年上のくせに！　自分で自分も護れないなんて！」

　りんは、その足をスカイタワーに向けて急がせた。







　自分を護るために放たれた白い羽。

　それは、いつかの見覚えのある光景だった。

「母さんは……僕の母は、人間ではなかった。母は天てん雲うん界かいの使いだった」

　母のことを語る優ゆう哉やに、烏からすが大きくうなずいた。

「そう、古こ神か子ご空そら子こ、古神子夢ゆめ人ひとが名づけた固有の名めい称しよう、空子は天雲界の使いだ。ちょうど、そこにいる毛玉と同じように」

　烏の黒い羽がパルを差した。

「君の母上の話をする約束だったね。ああ、そうだ。きっとそれを話せば、君も私の意向を承しよう諾だくすると思ったんだ」

　烏はメリーゴーラウンドの傘かさの上から、ふわりと宙に飛んだ。

「それでは、昔話を話して進ぜよう」

　烏は自ら手を叩たたいて拍はく手しゆを促うながす真ま似ねをした。

「はじまり、はじまり」

　ぱちぱちぱち。




　昔、むかし。

　空から白い羽が降ってきました。

　その羽は、一人の不幸な神かん呪のう師しを幸せにする使命を帯びていました。

　神呪師は、白い羽に美しく純真な女性の心を重ねあわせました。

　そうして白い羽は神呪師の想おもいを映し、美しい女性に変化しました。

　女になった白い羽は、神呪師を幸せにするために、彼の妻になり、彼の子を産み、その子を育て、護まもりました。

　子供の命が危険に陥おちいったとき、使いが持つ『幸運』をすべて、子供に『生きるという幸運』に変えて与あたえたのです。

　そうして、子供は地上界に『存在』し続け、女は使命に必要な『存在する幸運』を使い果たしたために、空へ還かえっていったのです。

　めでたし、めでたし。




　ぱちぱちぱち。

　烏の手が叩かれる。

「いかがでしたかな、私の昔語りは？」

　優哉は烏の語りを震ふるえながら聞いていた。

　母は、夢人を幸せにするために存在していた。そして、優哉を救うために力を遣つかいきり、使命を果たして天に還っていった。

　繰くり返し、繰り返し、あの日のことを思い出しては、自分に与えられた『幸運』のことを考えた。

　そして、自分に与あたえられた『幸運』が、自分をあの事故から救い、そのおかげで今も生きていること。

　だから、『幸運』がなくなれば、自分は存在することができなくなる。

　それは事故の後、夢ゆめ人ひととも話し合って導き出された結論でもあった。

『だから、その幸運は大切にするんだぞ』

　夢人は何度も優ゆう哉やに言い聞かせた。

　最愛の妻を失い、また妻が遺のこした息子むすこまで失うわけにはいかなかったから。

　けれど優哉にとっては、その『幸運』は自分だけのものとは思えなかった。

　母が与えた『幸運』。人を、幸せにする力。

　本当は、自分ではない誰だれかを幸せにするはずだった力。

　だから、優哉は進んで人に『幸運』を与えてきた。

　そして、本当は、優哉の存在は、あの事故のときに消えているはずだったのだ。

「だから、だから、僕は……」

「そう、だから君は自らの成長を止めてしまった」

　烏からすの言葉に、パルは優哉を見た。

「なんやて？　それ、ほんまなんか？」

「だって……僕は、あの事故のときに死んでいるはずだったんだ！」

「そうだ。君は、不当にも生きながらえてきた。いや、元をただせば、君という存在は本来は在あり得ないはずだった」

　烏はとうとうと説く。

「天より遣つかわされた羽は、確かに神かん呪のう師しを幸せにした。しかし、新たな命まで産み出す要があっただろうか？　天の使いは人ではない。人ではないものが、人と交わり、人の子をなすなど、自然の摂せつ理りに反する。いわば、君はイレギュラー、在ってはならない存在だ」

「在ってはならないだって？」

　突とつ然ぜん、背後から声が聞こえた。

　振ふり返ったそこに立っていたのは、我が王おうだった。

「俺の親友に向かって、よくもそんなこと言いやがったな」

「そうよ」

　もう一つの声はりんだった。

「その子は、私の弟で子しなのよ。よくも私の弟子に向かって！」

　突とつ如じよ現れた二人に、優哉は驚おどろくと同時に、二人の身を案じずにはいられない。

「我王……りん！　二人とも、ここは危ない……」

「だったら、なおさらお前だけにはできない」

「そうよ」

　すかさず同意したりんに、我が王おうは突つっ込こみを入れる。

「ったく。ガキは黙だまって引っ込んでいろ」

「ただの人間は邪じや魔まなのよ」

　我王に反論しながら、りんは優ゆう哉やに駆かけ寄る。

　そんな二人を見ながら、パルもまた、烏からすの説に嚙かみつくように反論した。

「ユーヤは確かにここに存在しとるんや。生まれ出た命、その存在をイレギュラーやなんて、そないなこと、よう言えたもんやな！　さすがは根ねの界かいの使いや！」

「根の界の使い？」

　蔑さげすむように烏は笑った。

「私は、根の界の眷けん族ぞくではない。天てん雲うん界かいの使い、君の眷族だよ」

「な、なんやて……？」

　びりりと白い身体からだが震ふるえた。

「おいらの眷族……？　そ、そないなことが……天雲界の使いが、人間を不幸にしたりするわけあらへんやないか！」

　烏はパルに向けて、ちっちっと指を振ふった。

「確かに、私は幸運を司つかさどる天雲界にあって、不運をもたらすものだ」

　そう言うと、黒い羽を持ち上げて空に図を描えがいた。

　円をＳ字の曲線が二つに分かつ。分かたれた片方は黒く、片方は白くなった。

「太たい極きよく図ずというのをご存じかな？　陰いんと陽よう、丁度、根の界と天雲界はこの陰と陽に当たる。太極図では、このように」

　黒のなかに白い点が、白のなかに黒い点が現れた。

「陰は陽を抱だき、陽は陰を抱いている。そう、私がこの陰だ」

　白のなかの黒い点に、黒い羽が突き刺ささった。

「陽中の陰。天雲界にあって、根の界の役目を果たすもの。人々の恨うらみを晴らすものだ」

「ちょっと待て。それで、どうして優哉が狙ねらわれないといけないんだ。優哉が何の恨みを負ってるっていうんだ」

　優哉の盾たてになるように立っている我王が叫さけんだ。

「そや！　ユーヤの行いはありがたがられこそすれ、恨まれるようなことやあらへん！　だいたい、なんで天雲界に、そないな……陽中の陰なんてもんがおるんや！」

　パルは優哉の前で優哉を護まもるように飛び跳はねている。

「陽中の陰、陰中の陽は、必然の存在だ。陽の中に陰は生まれ、陰の中に陽は生まれる」

　烏は優哉を見下ろして答えた。

「分からないか？　古こ神か子ご優哉こそが、陽の中に陰を生む存在だと」

「優哉が？　どういうことよ！」

「私は、古こ神か子ご優ゆう哉やが運命を変えた人々にあってきたよ。運命を変えられた人々は、一見、幸せになっているように見えた」

　烏からすの言葉に、

「一見でも二見でもいいじゃないの！　幸せになっているのなら」

　と、優哉を支えるように立っているりんが反論した。ちっちっと烏はまた指を振ふった。

「そんな近視眼的な視野で人の世を見てはいけない。存在しないはずの人間が古神子優哉に運命を変えられたことによってなにが起きたか？　本来、そこに存在していたはずの人間が、消えるはずだった人間に場所を奪うばわれたのだ」

「……どういう……こと？」

　奪われた、という烏の言葉に、優哉は震ふるえる声で問いを絞しぼり出した。

「そう……例えば君はかつて一人の仕事をなくした男に幸運を与あたえた。その男は君が与えた幸運によって、新たな仕事先をみつけ、そこである女性と巡めぐりあった。女性は君が幸運を与えた男と結ばれることとなった。だが君が男に幸運を与えなければ、はたしてその女性はその男と結ばれていただろうか？　違ちがうな。その女性は、別の男性と結ばれるはずだったのだ。君が一人の男に幸運を与えたことによって、本来結ばれるべき男が、その女性と結ばれなくなってしまった。君は、本来結ばれるべき相手だった男性の恨うらみを負った。つまり、そこに陰いんが生まれたのだ」

「言いがかりよ！」

　すかさず、りんが嚙かみついた。しかし、烏はやんわりと受け流した。

「こんな例はどうかな？　君はかつてある青年が事故にあうことを未然に防いだことがある。確かに、事故にあうという不幸は回かい避ひできた。しかし、本来は彼は同乗していた女性と、事故がきっかけで固い絆きずなによって結ばれるはずだった。そして、無む軌き道どうな生活から更生するはずだった。君は、彼の更生する機会を奪うばってしまった」

「でも、僕は……」

　震ふるえる声を発した優哉に、烏は畳たたみかけるように言葉を浴びせた。

「別の例もある。君はかつて、一人の老婦人を救った。しかし、彼女は君に救われたことによって、君以外の人間に対して心を閉ざしてしまった。本当なら、彼女は別の近親者によって救われるはずだった。そうして、彼女は近親者とともに暮らし、幸せな老後を送るはずだった。君は、孤こ独どくな老人の幸せを奪ってしまったのだよ」

「僕、僕は……」

「まだあるよ。君は……」

「いい加減にしやがれ！」

　我が慢まんできなくなった我が王おうが、烏の弁論を遮さえぎった。

「そんな仮定の話、うんざりだ。なにもかも、お前の妄もう想そうにすぎないじゃないか。事実は、優哉が人を助けたってことだけだ！」

　我が王おうは宙に浮かぶ烏からすの足を摑つかんで、引き下ろそうとした。

　しかし。

　我ニ触ふレルナ！

　烏の身体からだから黒い光が噴ふき出した。

「ぐあっ！」

　我王は黒い光によって、はじき飛ばされてしまった。

　烏は転がった我王を見下ろして、薄うすい笑えみを浮かべた。

「ほら、また君の存在によって不幸になった人間がいる。君は、君が存在し、君のいう幸運を振ふりまくことによって、たくさんの人々を不幸にしていることに気付くべきだ。そして」

　烏は黒い羽を天に向けた。

「君は、君の本来属する世界に戻もどるべきだ。君は天の使いによって生を受けた。だから、天に還かえるべきだ。それに、天には君の愛する母はは君ぎみもおられる」

　烏の言葉に、優哉と、はね飛ばされた衝しよう撃げきで痛む身体を押さえながら立ち上がった我王は、はっと顔を上げた。

「あの人が……」

「母さん……が？」

「そうだ。天の使いは、地上から消えたからといって死したわけではない。天の使いは使命を果たし、天に還る。君の母君もまた、天に存在している」

　懐なつかしい母の笑顔が脳裏をよぎる。

　優やさしい母の声、母の手、母の……。

「噓うそや！」

　パルの反論が母の幻げん想そうを打ち消した。

「天てん雲うん界かいには、人間のような個々の存在があるわけやない。人間界に降りてきて、人間に触れることによって、個の存在になるんや。天雲界におるのは、善っちゅう人間の善い気の集まりにすぎひんのや」

「善の……集まり？」

「そうや。ユーヤのお母ちゃんも、おいらも、元はひとつの集まりや。むかあしは、根ねの界かいがそうやったように、天雲界ももっと地上に近うて、善い気は普ふ通つうに循じゆん環かんしとった。せやけど、人間の気がどんどんどんどん乱れよって、それで天雲界はどんどん地上から離はなれていってしもうたんや。せやから、おいらたちは天から遣つかわされて、人間を幸せにしとるんや」

「でも……僕は……」

　母の存在を消す原因となってしまった自分が、幸せになってよいのだろうか？

「僕には、幸せになる権利なんて……生き続ける権利なんて……ない……」

　あるはずがない。

　震ふるえる優ゆう哉やの肩かたを、我が王おうの手が摑つかんだ。

「優哉……お前、そんなことを考えていたのか？」

　いつも笑って、人を幸せにすることを考えて、そして、藤ふじ崎さき我王を友達だと言った優哉が。

「それで、自分の成長まで止めて……？」

　我王は優哉の肩を揺ゆさぶった。がくがくと、力なく優哉の身体からだが揺れる。

「そんなこと……お前は、生き続けて、それから幸せにならないといけないんだ！　それが、お前を護まもって死んだ、あの人のためだろう！」

「違ちがう！　僕は……僕が、母さんを殺してしまったんだ！　僕が死んでいれば、母さんは死なずにすんだんだ！　僕が……僕が、幸せになっていいはずがない！」

「なんや」

　不意に、パルは優哉を見て答えた。

「なーんや、そやったんや！」

　ぴょんぴょんと、嬉うれしそうに飛び跳はねている。

「やっぱりユーヤやったんや！」

「パル……？」

「おかしい思うとったんや。おいらを手にしたのはユーヤなんやから、ユーヤを幸せにせないかんはずやのに、でけへんやなんて。やっぱりおいらはユーヤを幸せにするために遣つかわされたんや！　ユーヤや！　ユーヤやったんや！」

「パル、でも、僕は……」

「待て、貴様！　なにを……！」

　パルと優哉と烏からすの声が重なる。

　と、次の瞬しゆん間かん、優哉は別の場所にいた。







　そこは、真っ白な場所だった。スカイタワーのプレイランドも烏も見えない。上も下もない場所で、パルの声だけが頭のなかに響ひびいてきた。

「なあ、ユーヤ。ユーヤは、もう一回、ちゃーんとユーヤのお母はんと話をせなあかん」

　そう言うと、パルから無数の白い羽が放出された。







「優哉」

　白い羽のなかからふわりと現れたのは、優哉の母、空そら子こだった。

「母さん？」

　母はすでに死んでいる。

　──これは……幻まぼろし？

　けれど、おそらくパルが見せているであろう母の姿は、どんな力が働いているのか、まるで本物のように見えた。

「優ゆう哉や、無事だった？」

　無事かという問いが、あの事故のことをさしていると、優哉は悟さとった。

　──じゃあ、これは、五年前の事故の直後？　でも、母さんはあのとき……。

　優哉に代わって車にはねられ、息も絶え絶えの重態だった。

　そうは分かっていても、これがあの瞬しゆん間かんなのだとしたら。

「僕、僕は……」

　優哉は、母に伝えなければならないことがあった。

「ごめんなさい」

「んん？　どうしたの？」

「僕が……僕のせいで、お母さんが……」

「あらあら。やあね、お母さんは優哉の幸せを一番に願って、そのために行動したのよ」

　空そら子こは、優哉の頰ほおを持もち上げると、しっかりと視線をあわせた。

「ほらほら、こういうとき言わないといけないのは、ごめんなさいじゃないでしょう？」

　いつも、母が言っていた言葉。

　人が遣つかう、もっとも美しい言葉。

　母の、大好きな、言葉。

「お母さん……ありがとう」

「はい、よくできました」

　不幸な事故で急きゆう逝せいした母に、優哉は謝罪と礼を言うことができなかった。

　優哉が、母を殺したと思った。死ぬべきなのは、自分のはずだったのに。

　そして、ずっと優哉の時はあの事故の日のまま動くことができなくなった。

「じゃあ、お母さんとの約束、守れるわね？」

　この世に生まれ、生きているということは最高に幸運なこと。

　あなたは、あなたの人生を大切になさい。

「お母さん……」

　喉のどが詰つまって、言葉にならなかった。

　ぼろぼろと、涙なみだがこぼれ落ちる。

　優哉は、ただうなずくしかできなかった。

「うん。じゃあね、優哉。幸せにおなりなさい」

　白い羽のなか、母の姿が消えていく。

　そして。

　──時間が、動き出す。

　母との別れの儀ぎ式しきを済ますことで、優ゆう哉やの止まっていた時間が動き出した。







　気がつけば、そこはスカイタワーの屋上だった。

「……するつもりだ！」

　烏からすが叫さけんでいる。その言葉から、母の幻まぼろしと言葉を交かわしていたのは一いつ瞬しゆんなのだと分かった。

　──母さん……さようなら。

　別れの言葉を嚙かみしめる。

　そして、母の言葉がひしひしと蘇よみがえる。

　──母さんは……僕に、幸せになれ、と言った。

　だから。

　──だから、僕は……ここで、生きないといけないんだ！

　優哉は、毅き然ぜんと顔を上げた。

「貴様、こいつになにをした！」

　烏の黒い羽がパルを襲おそう。

「こいつは五年前に死んでいたはずの人間だ。いや、正確には生まれるはずではなかった存在だ。間ま違ちがった命が存在することによって、正しい人間の運命が狂くるってしまう」

「ユーヤの命はユーヤのもんや。おいらたちがどうこう言うもんやあらへん！」

　黒い羽が次々と優哉に放たれる。それを、ことごとくパルが防ぐ。

「パル！」

　パルの小さな白い身体からだが、黒い羽で埋うめ尽つくされた。差し出した優哉の手のなかに、飛ぶこともできなくなったパルが墜おちた。

　パルの代わりに、優哉の前に立ったのは我が王おうであり、りんだった。

「優哉がいることで、ほかの人間の運命が狂くるう？　じゃあ、俺は人のものを盗ぬすみ、人の身体を傷つけ、人の命を奪うばうような人間になることが正しい運命だったって言うのか？　俺によって傷つけられる人間がもっともっといたはずだって言うのか？　冗じよう談だんじゃない！　俺は、こいつのおかげで真っ当な人間でいることができる。優哉は、俺を助けてくれた！　だから、俺が優哉を助けるんだ！」

「呪のろうことではなく、人の負の感情を浄じよう化かすることができるのであれば、そっちのほうが、いいに決まってる。優哉は、人を幸せにすることで、人の負の感情が生まれることを防いでくれているのよ！　人は、誰だれだって、幸せになる権利があるはずよ！」

　我王とりんは優哉の前に立ちはだかり、一歩も退しりぞく気配はなかった。

「我が王おう……りん……」

「こいつは、俺の親友だ！　俺が、こいつを必要としてるんだ！　生きててもらわないと、困るんだ！」

「優ゆう哉やは必要なのよ！　地上のために！　人間のために！　私のために！」

　その断固とした姿に、優哉は自分の存在が許されている、必要とされていると、ひしひしと感じた。

「優哉を傷つけるなんて、許さないんだから！」

　癇かん癪しやくを起こしたように、りんが叫さけぶ。

「我王……りん……」

　二人の姿を見て、優哉はゆっくりと烏からすに視線を向けた。

　幸せになりなさい、と母は言った。

　──僕は、応こたえないと……。

　烏の望むとおり、命を捧ささげるつもりだった。

　けれど。

　我王のために。

　りんのために。

　自分を必要だと言ってくれる人々のために。

　そして、自分の幸せを願った母のために。

「僕は……あなたの申し出を受けることはできません」

　きっぱりと、烏に答える。

「僕は、ここで、この地上で、生き続けるんだ」

「な、に……？」

　優哉の言葉に、一いつ瞬しゆん、烏がひるんだように見えた。

　優哉の決意を我王が受け止める。

「そうだ。こいつには幸せになってもらうんだ。邪じや魔まは……させない！」

「そうよ！　優哉にはやってもらわないといけないことが、まだまだあるんだから！」

　一歩、また一歩、優哉たちは宙に浮かぶ烏に近づく。

　決して引かないという決意をこめて。

「優哉を傷つけることなんて、させない！」

「あなたに命を奪うばわれるわけにはいかない！」

　我王は、ただ自分の身体からだを盾たてにすることしか考えていなかった。超常的な存在に、たかが人間の力でどうにかなるとは思わない。なにかできるとすれば、それは悔くやしいけれどパルかりんしかいない。パルとりんに優哉を護まもらせるために、彼らを護る。

「俺が、護る！」

　我が王おうの叫さけびに、りんは黙だまってうなずいた。

　我王には勇気がある。ただの人間だけれど、この異常な事態にあって、それでも一歩も引くことなく優ゆう哉やを護まもろうとしている。りんの神かん呪のう師しとしての力がどれほど烏に通用するのかは分からない。呪のろいの効きく相手とも思えない。それでも、りんにできることを試ためすしかない。

　優哉を護るように、優哉の左右に我王とりんが立つ。

「愚おろか者ものめ……！」

　烏からすの身体からだから黒い霧きりが噴ふき出しはじめる。

　その時、

「古こ神か子ごくん！」

　屋上の扉とびらから声が響ひびいた。早さ紀きの声だった。

「りんちゃん！」

　続いて聞こえたのは凛りんの声。りんを呼んでいるけれど、その視線で優哉を心配していることが分かる。

「日ひ浦うら……」

「凛？」

　我王とりんは、突とつ然ぜん現れた二人に驚おどろきを隠かくせないでいる。同様に、異様な雰ふん囲い気きのプレイランドと優哉たちの様子に早紀と凛も驚いているようだった。

「羽が……見えたの。それを見たら、よく分からないんだけど、なんだか古神子くんが心配になって」

　早紀の言葉に凛もうなずいている。

「その人に、助けてもらったから。だから、今度はわたしが助ける番だと思って……あいつが、この人を傷つけようとしてるの？」

「そんなこと……させないんだから！」

　早紀と凛の言葉に、優哉の手のなかにいたパルが身体を起こした。

「おいら、かて……」

　全身に黒い羽を突つき刺さしたパルは、それでも烏に立ち向かおうと顔を上げた。

　──僕は、みんなに必要とされている……？

　心配して駆かけつけてくれたみんなに礼を言いたかった。

「僕は……ここで生きていきたいんだ！」

　願い、祈いのり、望み、求め。

　心からの叫さけび。

「貴様っ！」

　烏の身体から噴き出した黒い霧は、今や烏の全身を包んでいた。

「貴様、貴様、貴様っ！」
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　優ゆう哉やに向けて放つ言葉は、苦しみに満ちている。

　突とつ然ぜんの異変に、早さ紀きと凛りんはたじろいでいる。

「ねえ、なに？　なんなの？　なにが起きてるの？　あの人、古こ神か子ごくんのなんなの？」

「あいつ、どうしたんだ……？」

　我が王おうもまた、訝いぶかしそうに見た。パルが、懸けん命めいに答える。

「ユーヤや……」

「優哉？　優哉は、なにもしていないぞ」

「ユーヤが……ユーヤが、あいつの存在を否定したんや」

　我王は意味が分からないと、首を振ふった。優哉も、

「僕が……？」

　と、理解できなかった。

「あいつ……ユーヤのことを……優哉が、陰いんを……生んでる、言いよったな」

「え？　ああ、言った」

　パルの言葉に、我王はうなずいた。

「それは、正確やない……ユーヤの行いの結果が、陰を生んでるんやない……陰を生んだとすれば、それはユーヤ、自身や……」

「優哉が、陰……あいつを？」

「そうや……この世での最大の幸せは、生きてるっちゅうことや。その幸せを否定したとき、そこに陰いんが生まれるんや……」

「あ……！」

　りんはいつかの優ゆう哉やの言葉を思い出し、声を発した。

「そういえば前に、自分の役目は終わったみたいなことを言ってた」

「そうだ！」

　りんの言葉に、苦く悶もんの表情を浮かべながら、烏からすは優哉に向けて指をさした。その指は、はっきりとわかるほど震ふるえている。

「古こ神か子ご優哉は人間界の運命のバランスを崩くずす存在であり、本来この世界に在あるべきではない存在、そして、古神子優哉自身、それを認めた……それ故ゆえ、私は陰として、こやつを迎むかえに来たのだ……」

「でも、今は違ちがうよ！」

　きっぱりと優哉はそれを否定した。

「僕は、生きていく。それを母さんが望み、そのために母さんは僕に存在する幸運を与あたえてくれた。それに……」

　優哉の視線が、りん、我が王おう、早さ紀き、凛りん、そしてパルと一人一人をしっかりと捉とらえた。

「みんなが、僕の存在を認めてくれているから」

「当たり前だ！」

　我王の叱しつ責せきにも似た言葉に、優哉は「うん」とうなずいた。

「だから、僕は僕の存在を否定しない」

「ぬ、う、う、う……」

　烏は次し第だいに鬼おにのごとき形ぎよう相そうへと変へん貌ぼうしていく。

「貴様、貴様……」

　憎ぞう悪おに満ちた眼めで、烏は優哉を睨にらむ。そんな烏の視線から優哉を護まもるように、我王が、りんが、早紀が、凛が、そしてパルが立ちはだかる。

「優哉はここにいていいんだ！」

「優哉はここにいていいのよ！」

「古神子くんはここにいていいの！」

「古神子さんはここにいていいんです！」

「ユーヤはここにおってええんや！」

　その場の、すべての優哉を認め、求める気持ちがひとつになった。

　それは、ひとつの光となって、烏の黒い気をなぎ払はらう。

「貴様……きさま……き、さ、まぁ……」

　黒い気は烏だけを覆おおい尽つくしていく。

「僕は、ここにいる」

「うぉぉおおおおおっ」

　きっぱりと答えた優ゆう哉やの言葉に、烏からすの苦く悶もんの叫さけびが重なった。

　黒い霧きりは、烏の身体からだを食い尽つくす勢いで蝕むしばんでいた。

「おのれぇぇえええっ！　しかし、しかし、しかし！　おぼえていろ！　陽よう中の陰いんは必然の存在。貴様が、自己を否定したとき、必ず私は現れる！」

　烏は、優哉を忌いま々いましそうに指さした。

　その指先から優哉を護まもるように我が王おうは立ち塞ふさがった。

「もしも、優哉がまたそんなことを考えたときは、また俺たちで優哉を必要とする！」

「うおのれぇえええっ！」

　ごおっと唸うなりをあげて、烈れつ風ぷうが優哉たちを襲おそった。

　悲鳴をあげる早さ紀きたちを、我王と優哉は身体を張って護まもった。

　そして。

　風がやんだとき。烏の姿は消えていた。







「パル！」

　烏が消え去ると、程ほどなくしてパルに刺ささっていた黒い羽は溶とけるように消えていった。

　傷ついたパルを、優哉は手のひらで包み込む。

「ユーヤ……」

　パルは静かに優哉に問いかけた。

「お母ちゃんにあえて、幸せやったか？」

「うん。うん、ありがとう、パル」

「へっへ、おいらも、なかなかのもんやったやろ？」

　力なく笑うパルに、優哉は、「うん、すごかったよ」と答える。

「天てん雲うん界かいに個の存在はあらへん。全体で存在しとる。せやから、ユーヤのお母ちゃんも、全体のなかに存在はしとる。あいつの言うたことも、そこは本当や」

　ふう、とパルはため息のような息をついた。

「パル、後でいいから……」

　優哉の言葉にパルは全身で否定すると、説明を続けた。

「せやけど、今となっては個の存在を取り出すことは不可能や。全体のなかに一度戻もどった存在は、すでに以前の存在とは別の存在や」

「でも、あの人は僕のお母さんだったよ？」

「せやから、時間を巻き戻したんや。あれは、五年前のユーヤの事故の直後、天雲界に戻る直前の、ユーヤのお母ちゃんなんや」

　うん、と優ゆう哉やはうなずいた。

「パル…ありがとう。僕のために、君の力を遣つかってくれたんだね」

「へっへ。せやけど、これでおいらの使命は終しゆう了りようや」

　パルの身体からだが痙けい攣れんするように、手の中でびくりと震ふるえた。その感じとパルの言葉に、優哉は不吉なものを感じた。

「終了って……？」

「おいらの役目は、ユーヤを幸せにすることや。ユーヤが幸せになってくれたら、それで使命は終了や」

「終了すると…どうなるの？」

「おいらは天てん雲うん界かいの眷けん族ぞくや。天雲界に、属しとる」

　パルの言葉は、烏からすの言葉を思い出させた。

　──天雲界に属するものは、天雲界へ。

　烏は、そう言った。

「行って、しまうの？」

「まあ、そういうことや」

「まだ……まだ、行かないでよ！　まだ側そばにいてよ！」

「ユーヤには、気にかけてくれる人がおるやないか」

　パルの視線が、我が王おうやりんたちに向けられた。

「うん……うん」

　パルに視線を戻すと、ぽつりとこぼれ落ちたものがパルの身体を濡ぬらした。

「ユーヤ、こいつらだけやないで……ほら」

　パルに促うながされて、優哉は背後を振ふり返った。

　そこに、優哉に関かかわった多くの人がスカイタワーの屋上に通じる出入り口に立っていた。

「あの人たちは……」

　呆ぼう然ぜんと、優哉は彼らの姿を見た。

　皆みな一様に、

「以前に世話になった人が困っていて、助けに行かないといけないような気がした」

　と言っている。

「ほら、な……」

　パルの身体が白い光に包まれる。

「ユーヤは、ここにおってええんや。ここで……しあわせに……」

　夕暮れの空、雲が晴れていく。

　雲の切れ間から、黄金色の光が漏もれ出る。







　そして、白い羽は空へ還かえっていった。













　　　終幕







「古こ神か子ごくん、また背が伸のびた？」

　放課後、バイトに行こうとしていた早さ紀きに声をかけられた。

「え、そう？」

　立ち上がった優ゆう哉やは、言われて窮きゆう屈くつそうに襟えりのホックを外すと、欠伸あくびを嚙かみ殺した。

「ふわ……う、ごめんね。最近、あんまり眠ねむれてなくて」

　早紀は心配そうに優哉の顔を覗のぞき込んだ。

「なにか心配事？」

「そんなんじゃないんだ。寝ねようとすると、痛いっていうか、だるいっていうか……」

「お前、そりゃ成長痛だ」

　優哉の言葉を聞いて、すかさず我が王おうが突つっ込こみを入れた。

「やっぱりね。だってその制服、あきらかに身体からだにあってないわよ」

　早紀に指し摘てきされ、我王の視線が優哉の首から足首まで上下した。

「確かにな。首はぎゅうぎゅう、肩かたもつんつん、袖そでから手首、裾すそから足首が丸見えだ」

　学ランのボタン全開の我が王おうと違ちがって、優ゆう哉やは第一ボタンまできっちりとめている。そのため、

「ぱっつんぱっつんね」

　二人がかりで言われ、優哉はがくりと首を垂たれた。首を垂れると、制服の生地がつっぱる。

「せめて一学期はこれでどうにか……」

「まあ、もうすぐ衣ころも替がえだからな」

　教室の窓から入る風は、かすかに夏の匂においを漂ただよわせている。

「ああっと！　あたし、そろそろ行かなきゃ！　じゃね！」

　走り去る早さ紀きの背中を見送ると、二人もカバンを手に取った。のんびり校舎の外に出た。

「いい天気だね」

　んー、と優哉が伸のびをすると、それだけで背がぐんと伸びたように思える。

「一年で一メートル伸びるなんてことはするなよ」

　我王の言葉に、優哉はにこりと笑った。

「我王、僕に背を抜ぬかれるのがいやなんでしょう？」

「ばっ……お、俺はな、ただお前が人から……いい、別に、知るかよ」

　そう言うと、我王はぷいっとそっぽを向いた。

　ついこの前まで小学生のようだった優哉は、今では中学生くらいにまで成長している。止まっていた時間がするすると動き出したようだった。それが、人から気味悪がられるであろうことも、それを我王が心配してくれているのも優哉は知っていた。

　──ありがとう、我王。

　それでも変わらず接してくれる存在がある限り、生きていけると、優哉は感じていた。

　やがて、学校近くの商店街で、ペットショップの看板が見えた。店頭に小さな籠かごがいくつも積み上げられている。覗のぞき込むと、小さなネズミ、たくさんのハムスターが入れられていた。

「飼かうのか？」

　パルの代わりに、と我王は言外に問うている。

「ううん」

　一いつ緒しよにいたのはわずかだったけれど、パルの存在はしっかりと胸に刻み込まれている。

「パルは、ちゃんと、空の上で生きているから」

「そうだな」

　見上げると、空は青く、澄すみ渡わたっていた。







　青い空から、ふわりと白い羽が降ってくる。

　誰だれかを幸せにするために。
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　　　あとがき




　こんにちは、初めまして、お久しぶりです、日ひ比び生き典てん成せいです。

　前作から一年一ヶ月ぶりに、こうして新しい本を出すことができました。いかがだったでしょうか。

　当初は、もっとハッピーでラッキーでライトな作品になる予定でした。それが蓋ふたを開けると、人から恨うらまれたり、呪のろったり、不運な目にあったりと、登場人物は踏ふんだり蹴けったりな目にあってしまいました。

　たぶんおそらくきっと神かん呪のう師しの設定のせいです。ちょっと神呪屋に行って神呪師を呪ってくる！　登場人物にしてみれば、そんな気分でしょう。

　読者の皆みなさんには、神呪屋の看板が見えたりしないことを祈いのっています。







　では、各話の解説などを少々。

　第１話はイントロダクションということで、あれもこれもと盛り込みすぎ、かなり絞しぼり込んだのですが、それでも４話のなかで一番のボリュームになってしまいました。作中、ファーストフードのシーンがありますが、私もその昔、ファーストフードでバイトしてました。「ご一いつ緒しよにポテトとドリンクのセットはいかがですか？」とかやってました。

　第２話は神呪師やそれをとりまく設定を描えがき込むつもりでしたが、凛りんを描くことに重点をかけてしまいました。作中出てくる公園は、家の近所の公園をモデルにしました。休日にはスワンボートが池のあちこちに浮かび、春には池をとりまくように植えられている桜が見事で、いい憩いこいの場所になっています。

　以上までで、全執しつ筆ぴつ期間の八割がかかってしまいました。あれあれ？

　第３話は一転、すらすらと書けました。当初は、長めの幕まく間あいという位置づけでした。が、幕間なんてとんでもないっていう分量になってしまったので、普ふ通つうに第３話という形に昇しよう格かくしました。

　第４話は、１話から３話までの帰着点です。こうなるべくしてこうなったという話なので、お読みいただいたとおりです。







　それでは、最後に謝辞を。

　まずは担当Ｔさん。ありがとうございました。Ｔさんのためにもがんばらないと、といつも思ってはいたのですが……ホントウデスヨ？

　それからイラストの田た上うえ俊しゆん介すけさん。本当にありがとうございました。りんがこれほど可愛かわいい女の子だったとは！　もっと出番を増やせばよかったと、少し後こう悔かいしています。

　そして最後に相あい方かた殿どの。いつもアイデア出しにつきあっていただき、ありがとうございました。この本の半分は、あなたのおかげでできました。……半分以上かも……。







　それでは、運がよければ、またお会いしましょう。

　では。


日ひ比び生き典てん成せい
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日ひ比び生き典てん成せい

高知県出身、兵庫県在住。山羊座のＢ型。現在は、ピザ、ピノ、ロトに夢中。話しかける相手は主に同居のインコ、オス１歳半。せめて名前ぐらいは言えるようにと語りかける日々。でも彼は黄色い鳥のマスコットに夢中で、あまり私とは話してくれません。
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イラスト／田た上うえ俊しゆん介すけ

１月31日生まれ。最近田舎暮らしに心惹かれている、現在東京在住の和風、動物好きのＯ型。趣味は運動です。
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ふしあわせなら手てをつなごう!
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